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凌辱に堕ちた魔女姫と執事の熱愛








　プロローグ






　格子窓から次第に影の濃くなる満月が薄暗い部屋を照らす。

　窓の近くに置かれた化粧台と、天蓋付きのベッドのみという簡素な寝室。その天蓋の奥で揺らめく影は、艶美な声を漏らしながら燃えるような紅い髪を振り乱していた。

「あっ……んああっ！」

　ベッドサイドのテーブルに置かれたランプは残り少ない油を吸い上げ、その淡い暖光を灯し続ける。天蓋に描かれる影絵を艶やかに染めるように、女を抱きすくめる男は繁みに沈めた指を増やし、輪郭をなぞるように隆起する陰核の皮を剥いだ。

「い……ッ！　それ、はぁ……やっ……んむっ!?」

　全身を突き抜けるような刺激に、天を仰ぐ女──リティアは目が合った男に唇を奪われる。上唇を甘噛みされ、侵入する舌が歯茎を撫でた。逃げようとしても掬すくい取られる舌は次第に彼を求め、柔らかな快楽に流されるように絡み合わせてしまう。

「んちゅ……あむ……はあはぁ……んぅ……んん」

　拒みたくても、快楽に逆らうことができない。

　貪るように舌を絡め、乳房を揉みしだかれ、固くしこった乳首を捻り上げられるたび、下腹部がきゅんと疼く。さらにそれを深めるように陰核を撫でていた男の指が膣へと滑り込み、胎はらを掻き回されてしまえば、理性など保ちようもない。

「も、もう……待っ……んぅっ!?」

「待てと言うわりには自ら腰を振っているのは、なぜだろうな？」

「……ち、違っ！　……それ、はっ……ぁん！」

　二本の指でまさぐられる膣はすでに蜜で溢れ、肉襞を掻き撫でられ続けたリティアはもう達することしか考えられなくなっていた。

　蕩けたような翡翠色ジェードの瞳が男を見上げ、口では否定していても本能は従順に求めてしまう。たくましい胸に豊かな乳房を押しつけ、蜜口から溢れる牝の香りで男を誘ってしまう。

　わかっている。これが間違っていることだと理解しながら、しかしこのまま収まりがつかない状態では、きっと自分は最後の一線を越えてしまうかもしれない──今宵、彼のものを受け入れてしまう可能性を、すべて否定しきれなかった。

　だから、拒めるわけがない。拒んでどうなろうか。

「そろそろイカせてやろう」

「くっ……はぁ……い、やぁっ」

　耳元で囁かれる蠱惑の声に、首筋の印が明滅する。

　黄緑色の輝きを放つ複雑な紋様は、リティアに鈍い痛みと啓示をもたらす。幾夜と快楽に呑まれるたび、視えてきた未来の一部は変わらず少女に訪れた。

　これから先、起こりえる事象のその一つを映し出す──予見の魔女の力。

　ヴォルブルク王国に伝わる寝物語はリティアを選び、彼女に栄光と後悔を滲ませた。力が発現などしなければと何度となく思えど、苦く慮りょは快楽に身を任せればいくらか和らいだ。リティアはそのためだけに、彼を求め、最愛の人を一瞬だけ頭から消し去る。

　他の男の手によって満たされる自分への背徳感からか、罪悪感からか。それはわからない。リティアの思考は、もうすぐそこまで迫る絶頂に浸る幸福を得ることでいっぱいだった。

　蜜壺を押し広げるように指が折れ、抽送が激しくなる。口付けを求める男に舌を差し出すと、首筋の輝きはさらに増し、

「もっ……い、っ……く──んぅあぁっ!?」

　びくん、と身体を投げ出すようにリティアは天を仰いだ。足先はシーツを掻き、不安を思う手先は男のたくましい腕を掴む。

　頭は真っ白になり、自分の荒い呼気だけが聞こえていた。潤った繁みから指が引き抜かれる感覚に腿が震え、吐息が漏れる。
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　ようやくはっきりとしてくる思考に、リティアは霞む視界に恨めしい顔を見つけた。

「今日はやけに感度がいいな、リティア」

「…………っ」

　伸ばされる手を払い、リティアは悔しげに唇を噛んだ。

「誰の……せいよ」

「はっ。さらには語勢も強くなっているとはな。何かいいものでも視えたか？」

　笑みを漏らす男の瞳は暗く、嘲りが含まれているようだった。

　純白のナイトドレスを乱し、豊かな乳房だけでなく瑞みず々みずしい腿も露わにするリティアは、ほとんど全裸に近かった。対して、息も絶え絶えといった彼女を隣に寝かせる男は上半身のみ裸というだけで、リティアの肢体を眺めるその藍眼はぎらついている。よもやこれからが本番とでも言いたげな色を浮かべる瞳には、リティアが発情した牝にしか見えていないのかもしれない。

　彼からすればリティアは慰み者で、道具でしかしないのだ。

　ヴォルブルク王国第一王子、ケルディオ・ヴォルブルク。

　その当人が夢見続けている未来のための。

「まあ、どのみち何が視えていようと変わらないがな」

　月明かりが厚い雲に遮られ、部屋に闇が蟠わだかまる。

　これから始まる地獄を醸し出すような静せい謐ひつな闇の訪れに、リティアは涙を滲ませた。

　トラウザーズを脱ぎ捨てるケルディオは未だに息の整わないリティアに跨り、その張り詰めた男根を差し出す。

「口を開けろ」

　力なくゆるゆると首を振っても、ケルディオは許してくれない。

　無理矢理に唇を怒張で押し広げられ、歯茎に擦りつけられる。むせ返るような牡の香りにくらくらとする頭では抵抗する力も徐々に衰え、緩んだ隙に一息で突き入れられてしまう。

「ん──んむぅっ!?」

「歯を立てるなよ？　初めてではないのだ、わかるな？」

　嫌だと言いたくても、口腔はケルディオのものでいっぱいだ。息も苦しくなれば、犯される舌や喉が酸素を求めて男根に絡む。それが却って喜ばせる結果になって、抽送を激しくするケルディオにリティアは悲鳴を上げた。

「喋るな、より感じてしまうだろう」

　しかしケルディオには届かず、潤滑剤として利用されてしまう。歯列を、頬を犯し尽くし、耐えきれないとばかりに喉を突かれるリティアは必死にケルディオの脚を叩いた。

「んむっ、ひゃめ……やめ、んぐっ、う」

　意思表示はすべて弾かれ、いいように取られる。

　だがそれでも、苦しいだけでないのが恨めしかった。下腹部に熱が籠り、シーツがゆっくりと染みを広げている。彼を求めているわけではない。そうに違いないと思えば、記憶の片隅にしまい込んでいた幸せな一時が甦り、よぎる優しく微笑む最愛の男の姿に、涙が浮かんでくる。

「……これぐらいで、いいか。今宵の楽しみが減ってしまうしな」

　口腔から引き抜かれ、ぬらぬらと濡れた黒光りする怒張。彼のものと似通っていながら、しかし気味の悪さしか感じられないそれを、ケルディオは腹の上から退くと、すぐに下腹部へと沿わせた。

　背筋を駆ける悪寒が、リティアを震わせる。

「ようやくこの日が来たことを俺は喜ばしく思うよ、リティア」

　笑いかける表情が、声が、今まで以上に嫌悪感を募らせるのと同時に、蜜口を擦られる感覚に思考が麻痺しかける。

　幾夜と犯され続けた身体は、彼と離れたその日からさらに感じやすくなっていた。

　助けに来てくれることを望みはしても、彼の運命を知るリティアはそれを口に出せずにいる。

　彼はきっと来てしまう。どんなに困難であろうが、彼はリティアを救うために死すら厭いとわず。

「ん、っ……やめて」

「あの男は助けに来ないぞ？」

「誰が……んあっ」

　リティアの言葉を遮るように、ケルディオが肉襞を撫で上げた。恨めしげに睨む彼女を嘲笑うように、ケルディオは雲の晴れた月夜をすがめ見る。

「警備は厳重だ。今宵のお前の声も、廊下の守衛に筒抜けであるのが悔やまれるが、悲願のためだ。今宵の労ねぎらいには十分すぎる報酬だろうよ」

「何が労い、よ……っ、んん……あなたはただ王になりたいだけでしょう」

「ああ、そうだ。そのためにお前の純潔を散らすその日をどれほど焦がれてきたか……わかるか？　わかるわけないよな」

「わかりたくなん、て……ないっ」

　顔を背けると、閉じようともがいていた脚を力づくで開かれた。大して抵抗する力の残っていないリティアは濡れそぼった秘部を隠そうと手を伸ばすと、すぐさまその手を掴み引かれ、ケルディオに唇を奪われる。

「っ……やめ、て」

「やめるわけがない。お前の力は他より高く、身体はどの女よりも極上だ。今から貫く悦びを分かち合いたいと思うのは当然だろう？」

「バカなことを言ってる暇があるなら、すぐに入れることね。でなければどうなるか──」

「それは、ただの虚言だろう？」

「そんなこ……ぐむっ!?」

　自分の望んだ未来が視えるわけじゃない。

　力があっても、それを制御できないリティアが先ほど視たものは、近々街で新たな子が生まれるというものだった。

　舌で唇をこじ開けられ、抵抗できないように後頭部を抑え込まれる。男の腕力に敵わない非力な自分を悔しく思いながら、リティアは必死に彼の胸を叩いた。

「遊びは終わりにしようか、リティア……いや、魔女姫よ」

　深い口付けから解放され、荒い息をつくリティアはすぐさまベッドに押し倒された。脚を開かれ、消えかかるランプの灯りに照らされる碧へき眼がんは気丈に見えて、不安の色を隠しきれていない。

「これであの男ともお別れだ」

　俺のものになれ、とケルディオは笑う。

　さざ波を起こすように肌を滑る嫌悪感が、今はなぜか心地よく感じた。リティアは瞳を閉じ、変えられない未来に目を背けるように、目尻から涙を零す。

　フェルズ、と最愛の人の名を胸に呟く。

　ごめんなさい、と一筋の涙に後悔を流して、リティアは願った。

　いけないと思いつつも、それが現実になり得ないことも理解しつつ、それでも奇跡にすがるように、リティアは口にする。




「──助けて、フェルズ」




　その瞬間だった。

　油を吸い切ったランプの灯りが消え、月明りだけが部屋を照らす。

　天蓋の内側は闇が凝こり、困惑の声を漏らす忌々しいケルディオの顔が掻き消えた。

　そして。

　廊下に続く扉が開かれ、一つの人影が現れた。






　第一章






　ある夢を見た。

　雲一つなく澄みきった青空の下、大だい鐘しょう楼ろうが打ち鳴らされている。

　街道沿いに人が集まる中、胸震わせる重音が街の門扉を開き、外から軍靴を鳴らす一団を出迎えた。

　喝采と悲鳴。普段は商人と馬車の行き交いだけが賑わう街道が、一様に凱旋を祝するパレードへと変貌する。王国軍の帰還を待ち望んだ国民は歓声をあげ、瞬く間に熱を上げる。熱狂的な街路を彩るように軒並みからは花が舞った。

　歩兵の後続、騎馬隊を率いる甲かっ冑ちゅう姿の男は彼らに応えるように兜を取り、笑顔を振りまく。汗で貼りついた前髪を払い、藍色ネイビーの瞳を群衆に向けるのは、若い青年だった。

　ケルディオ・ヴォルブルク。

　ヴォルブルク王国第一王子である彼は国民から羨望の眼差しを一身に受けてパレードを抜ける。

　王子の中でも極めて国民に近く接し、戦場ではまるで餓えた狼のように雄々しく駆ける。

　誰もがその背中に次代の王を期待しながら見送り、次々と鉄扉を潜り抜けてくる王国軍の勇姿に、皆揃って歓喜を轟かせた。

　その中で一人、ぼーっと騎馬の一団を見つめる少女の姿があった。

　時折、眠気を払うように頭かぶりを振る彼女は、慌てて来たのか寝間着姿だった。外出するには淑女として恥なくてはいけないはずであるのに、構うことなく彼女はじっと馬上から笑顔を振りまく王子に視線を留めている。

「あれが……ケルディオ王子」

　呟かれた声は雑踏に掻き消え、その存在すら路地に押し込まれてしまいそうになる。しかしどうにか顔を上げ、背の高い男たちの間からひょっこりと碧眼を覗かせる。

　獅子の鬣たてがみを思わせる茶金色ブラウンブロンドの髪に、藍色ネイビーの瞳。煤すすけた肌には擦り傷や刀傷が刻まれ、民に謳われた飢が狼ろうの名を物語っている。

　引き連れる勇士の面々も彼と変わらず、戦傷のない者はまずいない。疲弊を一切見せず、勝利した喜びと、生き残った安堵から笑みを湛たたえる彼らは王国の誇りだ。

　軍隊を見渡し、少女はもう一度、王子へと視線を巡らした。畏怖と憧れを抱く彼の背中は広く、少女の羨望を離さない。もし、ケルディオ王子と……と妄想を膨らませる彼女の側で、歳の近い淑女達が感嘆を漏らす。そうよね、そうなるわ、と彼女らに同調する少女は、しかし頭を振った。

（わたしには……ええ、そうよ）

　自分に言い聞かせながらも、名残惜しげに遠退くケルディオに少女は最後にと振り返る。彼は変わらず親民に笑みを振りまき、一人として特別視しない。

　彼は王子だ。未来の王だ。

　平等に皆を愛し、導く王道を歩む彼の隣を歩くには身分が違い過ぎる。

　夢見る少女を過ぎた彼女にとって、それは夢物語であって、叶えたい夢でもない。

「……！」

　だから、不意に振り返ったケルディオと目が合ったのも幻なのだ、と。

　つま先立ちになって震えていた少女は驚いたように瞳を見開き、群衆に隠れるようにその膝を折った。

　少しだけ胸が高鳴る。人いきれに苦しくなったのではない。これはきっと、ちょっと違う。

（今、目が合った……？）

　そんなわけがないと思っても、しかし彼の視線は自分を捉えたように感じた。

　王子の目に留まった。これだけでも夢見る少女ならときめきを覚えないはずがない。

「ねえ！　ねえねえ、今！　あたしとケルディオ様の目が合ったわ！　もうどうしよう！　ちゃんとあたしは綺麗に映ってたかな？　ああんもうっ！」

　少女の後ろで一拍置いて黄色い声が上がる。なんだ、そうか。確かにそうかもしれない。

　隣で苦笑を浮かべる友達を叩いて、わーきゃー叫ぶドレス姿の彼女を見上げて、少女はよかったねと胸中に呟いた。

　そう。王子と夢見るのは彼女らの特権だ。

「わたしには王子様よりも好きな人がいるもの」

　呟くとちょっとだけ、まだ夢見る少女もいいかもしれないと考えがよぎってしまった。それではこの胸に抱いた長年の片想いを裏切ることになる。それだけは絶対にしたくない。

　お尻をはたいて、少女は立ち上がった。なぜだかちょっとずつ重くなるまぶたを頑張って開いて、路地を抜けて裏街道へと出た。

　大鐘楼は打ち鳴らされ続けている。

　自分の両手を見つめ、重たい足を引きずって、どうしてまだナイトドレスのままなのだろうと疑問を胸に抱きながら。早く帰って着替えなくちゃと遅れてきた淑女の恥じらいに急かす身体は、急速に動かなくなっていく。

（あれ……おかしいな）

　次第に暗くなる視界と、細くなっていく裏街道には人気がなくなり、少女を闇にさらう。

　温もりに抱かれ、まどろみに沈みゆく少女はついにまぶたを閉じていた。





　　　　　◇◇◇






　首筋の痛みに目を覚ましたのは、夜明けのことだった。

　変な夢を見たと思いながら、その一切を憶えている自らに首を傾げてあくびをかみ殺す。

　ベッドから這い出ると、リティアは白い首筋を擦りながら姿見の前に立った。とりあえず首の痛みの正体を確かめたかったのだ。

　日の出前では煤けたような深紅の長髪は、火花を散らしたように寝癖がついている。化粧を施さなくては幼く見える相貌も相まってしまっては、村娘の方がよほどしゃきっとしている。くるっとその場で回り、裾すその広がるナイトドレスを確認したリティアは満足したのか、片手に髪を括りながら、鈍痛のするうなじを眺めた。

「なに……これ？」

　自分でも間の抜けた声が出たとリティアは思った。

　首筋には、緑黄色に輝く複雑な紋様が刻まれていた。人差し指で恐る恐る撫でてみると、確かに凹凸ができていて、擦っても取れるものではない。

　ただ、リティアはこの紋様に覚えがあった。これ自体は初めて見たが、この現象をどこかで見聞きした記憶が朧おぼろげに残っていた。

　母から、祖母から。それから父の友人──未だに覚醒しきっていない頭を回し、幼少の記憶を辿る。記憶力に自信はなくとも、なんとなくこれだけは思い出せるような気がした。

「よろしいでしょうか、お嬢様」

　扉をノックする音が三回。世話係が来訪を告げたのは、それからすぐのことだった。遠く山並みに陽が顔を出さない中、急かすように扉がもう一度だけノックされる。

「あーえっと……ちょっと待って」

「……お嬢様？」

「いいから。あと少しなの」

　ほんの少し。喉元まで出かかっているむず痒い感覚に、リティアは唸うなる。

　男の子、庭、大人の女性──キーワードは出ても、肝心の話の内容が出てこない。

　鈍痛が消え、ようやく朝陽が部屋に差し込んだ瞬間、靄もやが晴れたように、ああっ、とリティアは声を上げた。

「ねえ、ミント」

　扉を開け、リティアは仏頂面で立つメイドの顔を見上げた。

「お母様はもう起きてる？」

「……ええ。起きておられますよ」

　ため息と共に答える彼女に、そうわかった、と部屋を出ようとしたリティアは腕を掴まれ、つんのめりそうになった。ぶーっと唇を尖らせて、リティアは年上のメイドに振り返る。

「ちょっと、ミント。昔とは勝手が違うんだから、いつまでも姉様のようにしないで」

「それはこちらの台詞です、お嬢様。あなたも淑女らしく振る舞ったらどうです」

「あら、淑女よ？　わたしこれでも、立ち居振る舞いはちゃんと学んでるもの」

　ナイトドレスの裾をつまんで、リティアは会釈して見せる。

「ほら、ね？」

「いえ、そういうことではなく……はあ」

「なによ、ちゃんと言って」

　むっとするリティアに、ミントは仕方ないといったように嘆息を落とした。

「では、お着替えなさってください。髪をお整えください。母君に会われるとあっても、途中で誰に出くわすとも限りませんでしょう。使用人であれ、見られたくない方はおられるのでは？」

「見られたくない人……あ」

　そこまで言われて、リティアはようやく自分を見返した。

　さっき鏡に映っていた自分はどうだっただろう。ナイトドレスのまま、火が散るように寝癖のついた紅髪に、化粧すらしていない。

「お気付きになられましたか？」

「ええ……ごめんなさい。それでね？　ミント、ものは相談なのだけど」

　そこまで言うと、世話係らしく彼女は部屋を手差しして瞳を伏せる。

「お部屋に戻っていただければ、すぐに」

「ありがとう、姉様っ！」

　笑顔で抱きつき、部屋に戻ろうと手を引くリティアの変わらない姿に、ミントは辟へき易えきしたような表情を浮かべた。リティアに気付かれないようにそっと頬を緩めながら。

「だからあなたは……もう」

　呟きに振り返りそうになるリティアを、ミントは首を振って寝室の化粧台へと押しやる。

　嬉しそうにはにかみを見せる彼女を無視して、ミントは手早く身支度を済ませていく。

「どうしますか、お嬢様」

「そうね。任せるわ」

　ミントの采さい配はいで、鏡に映る自分がお嬢様へと変貌していく。もとよりそうであっても、寝ぼけ眼で姿見に映っていたリティア・ハーミットは、伯爵令嬢というにはだいぶ名前負けしていた。

「お嬢様、これは……」

「あ、それはその」

　朝陽に照らされ、鮮やかな深紅を纏う長髪を梳くミントは、リティアの首筋に瞳を細めた。慌てる彼女を差し置き、刻まれる紋様に指を這わすと「ひゃうっ!?」と令嬢が鳴く。

「ちょっと、ミントっ！」

「大変申し訳ありません。かわいかったですよ」

「そういうことじゃなくてっ！」

　顔を真っ赤にする鏡の中のリティアに微笑みつつ、ミントはその紋様を食い入るように見つめる。柳りゅう眉びを寄せる彼女の姿を鏡越しに眺めるリティアは、むっとしてうなじを片手に隠した。

「なんですか」

「もうこれはいいでしょ、早くして」

　主の命とあれば、逆らうこともできない。小さなため息を落として、ミントは櫛を通す。

「あのね、このことはまだ秘密にしておいてほしいの」

　寝癖に苦戦するミントに、鏡に映る自分を見つめながらリティアが言った。

「あとでみんなに話すから、その前に噂を広めないで、ってこと」

「はあ」

「これって、喜ばしいことでしょ？　だから、みんなにわたしの口から言いたいのよ」

　化粧の支度に移りつつ、ミントは「ええ」と頷く。

「フェルズ様も大変お喜びになるかと思います」

「ほ、ほんとっ？　……いやいやっ、別にフェルズが喜ぶとか関係ないけど……」

　でも、とリティアは思う。

　彼が喜んでくれるなら、それはそれとして選ばれた以上に嬉しいことだ。

　いつも黙して淡々と業務をこなすだけの彼が、小さな頃みたいに笑顔を見せてくれるのなら、と思うとつい頬が緩んでしまいそうになる。

「乙女ですね、お嬢様」

「なっ……そんな、こと……っ」

　否定しようとして、動かないでと頭を固定されたリティアは、耳まで真っ赤に染まる自分の痴ち態たいを見つめることになった。

　いつから想いを寄せていたのだろう。

　知らぬ間に彼に囚われていた少女は、今や淑女として振る舞うまでになった。中身は恋する乙女のまま、胸の内から溢れる恋れん慕ぼに外れそうな箍たがをどうにか抑えているだけだけれど。

　ミントの言うことは間違っていない。だからこそ、恥ずかしくなって否定したくなる。本当はそんなこと、意味がないとわかっているのに。

　おかしそうに笑みを深めるミントを恨めしく思いながら、リティアは視線を逸らした。

「……そんなこと、あるけど。いいでしょ、別に」

　素直になり切れない妹のような存在に、ミントはついに我慢していた声を漏らした。
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　朝食を終え、リティアは談笑する父母に視線を向けた。

　後ろから、まだかまだかと刺さるメイドの視線を無視しつつ、リティアは、んんっ、と喉の調子を確認する。

　早朝、やはり皆の前で披露するのがいいだろうと考えたリティアは、母のもとを訪れるのを断念していた。廊下で使用人と出会い頭に紋様の存在を知られてしまうのも少し面白くない。発表はその時まで秘密にしておく方が楽しいに決まっている。

　腰まで垂らす紅髪に、薄化粧に整えた相貌。白雪のように滑らかな肌を飾る白桃色のドレスは粗暴にも思える彼女の一面を包み、淑女として成り立たせている。

　十人余りは席に着けるテーブルの端、上座の父からメイド達が皿を片付けていく。彼女らが引くのを待ってから、リティアは口を挟んだ。

「お父様、お母様。お話があります」

　食卓を挟んだ向かい側、娘の一声に笑みを向ける母は不思議そうな表情をした。

「どうかしたの？」

「そうだぞ、改まって」

「いえ、その……いえ。大事な話がありまして」

　母と父の心配そうな様子に一瞬気圧されかけながら、リティアはテーブルに手をついて立ち上がった。淑女らしさに欠ける行為に後ろから覚えのあるため息が落ちるが、リティアは気にせず首筋を隠す紅髪をたくし上げる。

「お父様、お母様。聞いてください。わたし、選ばれたのです」

　その言葉に両親の感嘆が重なった。

　透き通るような乳白の首筋に浮かぶ複雑な紋様は、今は微かに光を帯びている程度で、早朝の輝きは見て取れない。だがその紋様、当人が選ばれたと口にしたとあれば、ヴォルブルクの民で思い当たらない者はいない。

　ヴォルブルク王国には幼少から寝物語としてすべての民が聞かされる建国秘話がある。

　この国は、王と魔女の手によって創られたのだと。

　未来を見通す力を持つ彼女の協力により、数多の困難を乗り越えてきた王の話や、国の趨すう勢せいを見届けることなく、消息を絶った魔女の代わりを務めるように、彼女が胸元に刻んでいた刻印を持つ女児が国中で生まれ始めた逸話など。

　それらはすべて嘘偽りなく、事実であった。

「では……あなたには視えたの？　リティア。未来が」

　その証しょう左さに、リティアは魔女と同じ力を有していた。普段はすぐに忘れてしまう夢の全容を、どうしても忘れられずにいる。藍色ネイビーの輝きがリティアを離してくれないのだ。

　リティアは頷く。

「今すぐにでもお話しできますわ、お母様。それがいつになるのか、さすがにそこまで見通す力は今のわたしにないみたいですけど……でも、これは夢や妄想ではないはずです」

「そう……」

　瞳をぱちくりとさせる母は深く息を吐いて椅子に身体を預けた。黙って話を聞くだけだった父、ハーミット伯爵は眉根を寄せて瞳を閉じ、何事か考えているようにも見えた。

「喜ばしい……ことだな。ああ、喜ばしいことだ。リティア」

「お父様……それにしては涙目ですけど」

「いや、一人娘が手元から離れてしまうと思うとな……国民としてはもろ手を挙げて喜べるが、父としては複雑な気持ちになるものなのだ。察してくれ」

　そう言うとハーミット伯爵は両手で顔を覆い、うなだれた。そんな父と違い、執事長を傍に寄せて耳打ちする母が席を立つ。

「王城への伝達はモルガンに任せました。知らせが届くまで数日あります。それまでに身支度を済ませておきなさいね、リティア」

「はい、お母様」

「それと、あなた。伯爵として、男として。なにより父としてみっともないですよ」

「だって……！」

「だっても何もありません。娘を祝えない親がいてたまるものですか」

　丸まった背を叩き、髭面を悲しみに歪めていた父の腕を掴んで立ち上がらせると、母は執事に手伝わせて食卓から追い出してしまった。なんともあっさりとした退去に、ハーミット伯爵の威厳を疑わざるを得ない。

　その後、数名の使用人と母とが残った食卓には、廊下から響く父の呻きに苦笑が漏れた。顔を見合わせた母は、すぐに柔和な笑みを湛えて娘を迎える。

「いらっしゃい、リティア」

　両手を開く母の胸に、リティアはすぐに飛び込んだ。

　優しい温もりと、懐かしい香り。今すぐでないにしても、この家を離れることになる未来を思うと、目頭が熱くなる。

　魔女誕生の知らせは国民に義務付けられている。王制にとって魔女の予見が必要不可欠であるからだ。そのため、知らせを受けてから数日後には迎えの馬車が寄越され、その後の一生を王城で過ごすことになる。

　国のために身を尽くすことになるが、苦ではない。魔女はこの国の象徴であり、また人々の憧れだ。最初はその重責に押し潰されて帰りたくなるかもしれないが、リティアは意志を強く持たなくては許されない立場になった。

　自分のために涙してくれる両親のためにも、放り出すわけにはいかない。

「お母様……このリティア、お役に立ってきます。遠くでも心は傍にありますから」

　応えるように、母はリティアの身体を強く抱きしめた。リティアも負けずにぎゅっと抱きしめ返し、お互いの目尻に浮かぶ涙に笑い合った。




「お嬢様、リティアお嬢様」

　頬を伝う涙を拭い自室に戻る最中、呼び止める声にリティアは振り返った。

「ふぇ、フェルズ？　あ、ちょっと待って。今、お化粧が」

「いえ、大丈夫です。お嬢様は十分にお美しいです。それより、魔女の刻印は本物なのですか」

「ええまあ……話した通りですけど」

　焦燥を滲ませる執事の顔色は芳かんばしくない。なぜだろう。魔女の誕生は喜ぶべきだ。悪く言えば王城に幽閉される形ではあるが、一年に一度くらいは帰省を許されるだろうし、待遇も悪くない。むしろ貴き賓ひん以上のもてなしを受けられるとも聞いたことがある。

　海のように深い蒼をした瞳を伏せる彼の考えは読みきれなかった。ただ、それより、と置かれた自分の立場にむっとしたリティアは悪戯っぽく笑って、翡翠の瞳を細める。

「さては、わたしが家を出るのが寂しいのかしら、フェルズ」

　燕尾服を着こなし、撫でつけた銀髪と冴えた蒼眼、細身ながら筋肉質であるフェルズは、ちょうど三年前にハーミット家に転がり込んできた時から比べると凛々しくなっていた。

　執事の作法を一つも知らず、フェルズは雇ってくれと懇願した。リティアが父に進言しなければ、彼は今頃どうなっていただろう。無謀が過ぎる。

　しかし進言した自分もどうかしている。彼を憐れんだというだけでは説明がつかない。かといって正直に言うにはあまりにも子供っぽくて言い出せずにいた。

　リティアはどうしてかあの日、素性のわからない彼に幼少の記憶を重ねた。

　今でも思い出す。落陽を追いかけ、森に一人で迷い込んだ時のこと。彼と同じく銀髪と蒼眼の少年と出会った森の奥での出来事。

　道に迷ったという同じ理由だけで仲良くなり、一緒に森を出ようと歩き回った。そのうち星が輝くようになり、梟ふくろうや草の掠る音に怯えて樹じゅ洞どうで二人揃って泣いた恥ずかしい思い出。

　その後、泣き疲れて朝を迎えた二人の前に困り顔の女性が立っていた。案内してもらって森を出ると、彼女がいつの間にか消えていた不思議な記憶だ。

　未だにお礼を言えずにいるあの女性は一体誰だったんだろう──というのはさておき、他人の空似でしかないフェルズをあの少年に重ねて雇い上げてしまったのは、一重にあの女性の優しさに感化されたから、といっても間違ってはいない。

　リティアは人差し指を立て、仏頂面の鼻先に向ける。

「強がらなくてもいいわ。わたしだって寂しいもの。お父様やお母様、ミントにあなたもそうだわ、フェルズ。みんなと離れるのはすごく不安で、心細いんだから」

　みんなと、を強調するリティアの頬がほんのりと朱に染まる。

　思わず流れでフェルズの名を口にしてしまったがゆえの照れ隠しだ。腰に手を当て、胸を張るとドレスに胸元が締めつけられて苦しくなった。また大きくなったのかもしれない。

　多少眉根を寄せるだけで表情を崩さないフェルズは、リティアを見つめるだけで何も言わなかった。見つめ続けていれば吸い込まれてしまいそうな蒼海の瞳に、リティアはふっと視線を切る。

「じゃあ、そういうことで、この話は終わりね。わたし、ちょっとお化粧直してく──」

「待ってください、リティア様」

「え、あ、ちょっ……！」

　肩を引かれ、リティアは廊下の壁に押しやられた。

「フェルズ……？」

「お話があるのです」

「わ、わかったからっ、わかったってば」

　顔が近い。心臓が高鳴っている。身体が熱い。







[image: ]









　夢で感じたものとは違う早鐘の音に、リティアは碧眼を惑わす。

「こ、こんな無理矢理にしなくても、話はちゃんと聞きます……よ？」

　少しだけ不安になって、普段より大人しくなるリティアは上目遣いにフェルズを見た。

　男性がこんなに近くにいたことは、樹洞の中で眠った幼少の記憶でしかない。舞踏会で異性と踊る機会は数あれど、どうしても息が当たるようなこの距離で見つめ合ったのは初めてだ。

　息を呑む。するとフェルズは何事もなかったように身を引いた。

「申し訳ありません。少々、取り乱しました」

「派手な取り乱し方ね……でも許します」

　肩から手を離すフェルズに、リティアは安堵と、不満にも似た空虚なものを感じた。胸の律動は止まなくとも、確かに速度は落ちている。

　今の一瞬。わたしリティアはきっと、期待していた。

　過ぎた想いを胸に隠して、リティアは少しだけ乱れたドレスを整える。

　令嬢と執事の恋に報われるものはない。主従関係に感情を挟んではいけない。わかっている。理解はしているけれど、そう簡単に割り切れるものでもない。

　淑女らしさを纏まとい、リティアは執事を見上げた。

「それで、話とはなんでしょうか」

　距離を置くフェルズは、動揺を隠しきれずに瞳を揺らす主に進言する。

「私は、隠しておくべきだったと考えているのです」

　頭を下げ、続けての発言をお許しください、と彼は周囲を見やる。

　廊下には今、誰もいない。ミントには先に戻ると告げ、母は父の様子を見に行った。あと少しすれば誰かがこの先の十字路から姿を現す気配がする。緊張した空気がそうさせるのだろう。

「私の権限では執事長モルガンを止められません。ですから、お嬢様は今すぐにでもこのお屋敷を出るべきかと考えます」

「それはどうして？　魔女はヴォルブルク王国にとって重要な役目を担います。私も選ばれ──」

「選ばれてしまったからこそ、今すぐにでも逃げるべきなのです」

　彼の考えは真っ向から割れていた。リティアとフェルズとでは決裂してしまっている。まるで国の在り方を否定する彼の発言は、反逆罪と取られてもおかしくない。

「フェルズ、わたしだからいいけれど、それをお父様やお母様に進言してみなさい。よくて解雇、最悪首を刎はねられるわ」

「承知の上です」

　頷くフェルズには迷いがなかった。首を刎ねられたとしても、自分が正しいと語る彼の瞳は静せい謐ひつな蒼を湛えているが、その奥では激情が渦を巻いているようだった。

　まるで本当に、冗談でも何でもなく。

「ですから、お嬢様」

「これ以上の進言は、目こぼしを続けるには難があるわ、フェルズ。だから、控えて頂戴」

　大丈夫だから、とリティアは笑いかける。

「何を心配しているのか知らないけれど、本当に待遇がいいのよ？　魔女はこの国の要。わたしはそれに選ばれた。この身体はわたし個人のものではなくなり、国のものとなったの」

　自分よりも上背のある子どもに言い聞かせるように、リティアは言った。

「だから、逃げるわけにはいかないわ。フェルズの言葉は嬉しいけれど、わたしも頑張るから」

「ですが……！」

「ダメ。これ以上、言ったらダメよ、フェルズ」

　人差し指をフェルズの唇に押し当てて、リティアは笑みを深める。

　彼はきっと悪い噂しか聞いていないのだ。

　魔女は幽閉される。

　王城に囚われたが最後、生きて帰ってくることはない。

　魔女がどうして生まれるのかは物語でしか知らない。難しいことはわかるわけがない。

　唯一理解できるのは、魔女に選ばれたということだけ。

　これから王城に招かれ、一生を国に捧げ尽くすというシンプルな部分のみだ。

　良し悪しはやってから判断をつけても遅くない気もする。

「また帰ってくるから、フェルズはちゃんとこの家を護っていてね。わたしとの約束よ」

　破ったら罰があるから覚悟してて、とリティアは最後に瞳を眇すがめた。

　フェルズが落ち着いたのを確認して指を離す。彼は何も言わない。どう足掻いてもリティアが受け入れるわけがないと諦めたのだろう。

　何か言おうとして頭を振るフェルズは、隣領主との会談に父を向かわせなくてはいけないと、リティアに背を向けた。

「くれぐれも、お身体には気を付けて」

「ええ、ありがとう。フェルズもね」

　半身を返し、深く礼を尽くしてからフェルズは立ち去った。入れ替わるように十字路から顔を出すミントは、首を傾げてリティアの向こうを見つめる。

「フェルズ様と何をされていたのですか？」

「何を、と言われても……」

　壁に押しやられて、唇に指を当てただけ。それだけ切り取ると、どうもちょっと淫いん靡びな香りが漂ってきてしまう。

「顔を赤くしてどうしました？」

「なんでもないわ」

「はあ。フェルズ様と」

「何もないって言っているでしょう。発言を慎みなさい、ミント」

「こういう時だけお嬢様ぶるのはどうかと思いますよ。キスぐらいはしましたか？」

「だ、だからぁ！」

　地団太を踏むリティアに、ミントは微笑した。

　姉としての振る舞いにむっとしながら、今も妹として見られ続けている事実に肩を落とすリティアは、首筋の紋様に意識を向けた。

　この魔女の印によって、地方領主の令嬢として一生を終えることはなくなった。

　代わりに、王城から出ることが難しくなる。外界と断たれ、全ての交友は消滅することになる。それは言ってみれば、フェルズへの恋心も諦めなくてはいけない、ということだ。

　だとしたら今、何をすればいいのだろう。

「お嬢様？」

　今まで子供っぽく荒々しく地団太を踏んでいたはずの少女が、うなだれて動かなくなった。

　異変を感じると共に、ミントは廊下の奥を見やる。

　代わるように去っていった執事の名をリティアが呟いた。

　ああそうか、と憐れむように、ミントは昔から変わらない少女を抱き寄せる。

「大丈夫ですよ、お嬢様」

　背中を優しく撫でられ、頭を抱き撫でられる。

　ちょっとだけ潤む目尻から、滴が零れた。

　フェルズの消えた通りに顔をもたげる。

　廊下奥の屋敷端の通り、窓ガラスのはめ込まれたその一面から見える青空は、恨めしいほどに雲一つない快晴だった。




　二日後、大鐘楼の音が鳴り響いた。

　突如知らされた凱旋の報せに、リティアは母と共に魔女の力が本物であると再確認する。

　この日、王都の凱旋にリティアは立ち会っていない。

　夢の通りになら出迎える大勢の中にリティアもいたはずだ。だが、ナイトドレスで街を歩き回ることも、混濁する意識もなく、すっきりとしている。

　予見はきっと確実な未来を視るものではないのだろう。視えた未来のその場所に居合わせ、周囲を確かめることができるというだけで──ゆえにあの場では、寝間着姿の少女などおらず華やかな淑女達だけが藍色ネイビーの瞳に映ったことだろう。

　それからさらに二日経ち、迎車の到着を待つ昼下がり。

　自室で身支度を進めながら、リティアは窓辺に寄る小鳥に微笑んでいた。

　季節的には立春を越えたが、外に出れば寒風に身を縮める日々だ。というのに彼らは元気に跳ね、飛び回る。時折、膨らんで毛玉のようになって横に並ぶ姿は、愛らしいの一言に尽きた。

　遠くに視線を移せば、小さな町並みに活気立つ民の姿が目に入る。魔女の輩出祝いといい、国軍の凱旋といい。盛況な風が屋敷まで届くのは、この地が豊かである証拠なのだろう。

　農耕地に富むハーミット伯爵領内は緑豊かな場所であり、特産の小麦が盛んに栽培されている。今は播は種しゅを終え、若芽の時期だ。初夏の収穫期ともなると黄金色に染まる小麦畑に目を奪われるが、今年から見ることがかなわないと考えれば、胸が空く思いになる。

「最後に見たかったなあ……なんて」

　無感動に呟く言葉を自嘲気味に笑って、鞄を閉じる。

　身支度を終え、ソファに腰を落ち着けるリティアは、少し小ざっぱりした部屋を見回した。家を出るってこういう感じなのか、とやはり実感のない現状にぶんぶんと頭を振る。

「こんなんじゃダメよね」

　フェルズに笑われてしまう。行くな、と直接的でないにしても迫られてから四日を迎えても、彼はあれ以降、必要以上に忠言も何もしてこなかった。

　あるとすれば、前よりも傍にいることが多くなったことだろうか。

「お嬢様」

　扉がノックされる。噂をすれば小気味よいリズムで三回、ミントに代わっていつもの声がかかった。

「フェルズです。お仕度は済みましたでしょうか」

「ええ。入って頂戴」

　かしこまりました、とゆっくりと開く扉の奥から、銀髪の青年が顔を出す。蒼眼を細め、微笑を湛えて礼に移る所作は流動的で、美しい。

「紅茶をお持ちしました。休憩にちょうどよいかと思いまして」

　後ろ手に扉を閉め、リティアの座るソファ横にワゴンを寄せると、フェルズはティーポットを手に「いかかです？」と尋ねてくる。リティアは迷わず頷き、嬉しそうに胸の前で両手を合わせた。

「嬉しいわ。フェルズの紅茶はその……ミントが淹れてくれるのより、美味しいから」

「ありがとうございます。私の場合、執事長直々に教えを賜たまわったおかげかと」

「そう、なの？　ミントはじゃあ誰に教わったのかしら。と言っても、マズいわけじゃないのよ？　ただ香りが違うというか、なんというか……ねえ？」

　左様ですか、とフェルズは笑みを深めるだけで、紅茶の準備を黙々と進めている。もう少し何か会話を楽しんでも、と思うところはあっても、彼は友人でもなければ、恋人でもない。執事と主の関係であれば、業務の範囲以上に会話は交わさない。

　元々、寡黙な方ではあったのだが。

　律儀で、真面目で。ちょっと堅物のようなところもあるが、そこにこそリティアは惹かれていた。軽薄に近付いてくる舞踏会の男達ばかりに嫌気が差していたこともあって、日に増して落ち着きと穏やかな笑みを浮かべていくフェルズの登場は、リティアにとってまさに運命にも近い出逢いだったのだ。

　だから今、この状況も少しばかり、いや、実はかなり無理をしている。

　二人きりの部屋で、小鳥の囀りと、紅茶を注ぐ音だけが耳を打つ優雅にも思うこの時間は、閑散としているからこそ落ち着ける気がしない。お祭り気分の町に降りた方が、まだ心安らぐように思えた。

　心臓が騒ぐ。とくん、と脈打つ間隔が狭まり、息苦しささえ感じる。そわそわとするリティアは込み上げる感情の赴くまま、盗み見るようにフェルズの横顔に視線を傾けた。

「…………」

　静謐を湛える蒼の瞳が、ティーカップを見つめている。

　その瞳がわずかにでもこちらに向いてくれたら、どんなに嬉しいだろうか。焦がれようか。しかし願いに反してまだ気付かないでと思う自分もいる。彼が紅茶を淹れる姿は好きだ。何時間だって見つめていられる。わざわざ自分がそこに割って入ることはないのだ、と。

　けれど。もし。

　彼にその気が一瞬でも起きたなら、と。

（あるわけなんて、ないんだけど）

　淡い期待を抱いて、自ら否定して。片想いをずるずると引きずったまま、彼とは今日を境に離れ離れになる。そう思うと、「いいの？」と誰かが囁く。

　このままで本当に、と。

「……ねえ、フェルズ」

　締めつけるように苦しくなる胸に問われる前に、リティアは彼の名を呟いた。

　嫌だよ。そんなの。

　心は最初から決まっていた。決まりきっていた。

　誰に言われるまでもなく、わたしリティアはフェルズが好きなのだから。

　これまでも、今この瞬間も、これからでさえ。

「そのままでいいから、お話聞いてくれる？」

　温まったティーカップからお湯を捨て、香り立つ紅茶を注ぎ入れる音だけが耳を打つ。少し上ずってしまった声に頬を赤らめながら、リティアは退けなくなった現状に唇を真一文字に引き絞しぼった。

　了解を示すように、フェルズがティーカップをテーブルに置いた。

「冷めないうちでしたら」

　湯気立つ水面は、紅玉色に輝いていた。芳しい茶葉の香りを一息に吸い込むと、緊張が解れていく。次いで添えられる黄金色のスコーンの甘い香りは、さっきまで身支度に忙しくしていた小腹を刺激した。今からする話を後回しにしてもと脳裏をよぎる甘言に、太ももの上に置いた両手を握りしめ、リティアはぐっと耐える。

「本日はストレートティーです。先日頂いた茶葉が大変香りがよかったもので。そのままお召し上がり頂ければと思います。スコーンはミントが焼いたもので、今日の祝いにと特別手をかけたとか」

「それは楽しみね」

　愛想笑いに留めて、リティアは深呼吸した。

　伝えるだけならいいよね。言いわけを自分にして、恋は身勝手なものでしょと決めつけて。決して報われないこの想いを、けれど口に出さずに終えるのは嫌だから。

　窓辺にそよぐ枝先の蕾に遠くない春を感じながら、リティアは隣立つ執事を見上げた。

「フェルズ……あなたはまだ、わたしが魔女になるのを望まない？」

　隠しておけばよかった、と言われた先日の出来事を思い出す。

　逃げるべきだ、と魔女に選ばれた事実をフェルズは祝福しなかった。

　魔女は羨望すべき対象であり、国の誇りだ。

　魔女がいなければ、国家の存続は危ぶまれていた。元は小国であったヴォルブルクを再興し、大国へとのし上げたのは魔女の導きがあってこそ。昏くらい歴史は闇に葬られたとしても、明るみにあるものだけで信用には足りる。国家の繁栄こそが、その証左に値するものだ。

　けれども、ええ、と静かにフェルズは首肯する。

「今日この日を迎えても、私の考えは変わりません」

「だったら、どうして何も言ってくれなかったの。何度も言ってくれれば……わたしだって」

　心変わりしたかもしれないわ、あなたの言葉なら。口にできない言葉に俯けるリティアに、フェルズは首を横に振る。

「そうなったかもしれません。しかし、刻印が現れたあの時点で、選択肢は一つに絞られていたのです。私がお嬢様を連れて、王族の手の届かない場所まで逃げ切る一択のみ、と」

「…………」

「私はそうするつもりでした。お嬢様の口から覚悟をお聞きしてからもその気持ちは変わりません」

「じゃあ」

「いえ、ですが王族に知れてしまった。今のままでは行動できないのです」

　今のままでは、と口にしたフェルズの表情が歪む。

「私は現在、ハーミット家の執事です。ゆえに私は、お嬢様方の家財と変わりません」

「そんなこと……っ！」

「お嬢様が思っていなくとも、私はそういう立場なのです。また、素性も明るくない私を引き入れてくださったご主人様への大恩を思えば、安易に行動ができないのは明白でしょう」

　ハーミット家の者が新たな魔女を連れ去ったと知れば二人のみならず、ハーミット伯爵以下その関係者全てが反逆罪に処される可能性がある。リティアは助かっても、家族を失い、永遠と緊張状態の続く逃亡生活が幕を開けることになる。

　また、フェルズの素性はいつか明かすとされたまま、三年が経った今でも誰も聞かされていない。隣国の間諜、あるいは──と危険因子を想像や捏造で覆い潰すのは簡単なことだ。

「ゆえに、私は隠しておくべきだったと告げたのです。お嬢様を連れ去るだけなら、私だけが罪を被ることになる。ハーミット家に被害は及ばず、あなたを生かし続けることができる」

「生かし続けるって……フェルズ、あなたは魔女の何を知っているの……？」

　そこまで言って、リティアは途端に怖気が走る思いになった。

　首筋の刻印が痛む。明滅こそしなくとも、警告であるかのように鈍痛の走る紋様に、リティアは手を這わす。フェルズはそれを横目に見ながら、小さく息を吐いた。

「私は何も知りません。ただ一言口にするのであれば、そうですね」

　フェルズは言葉を切り、自嘲気味に笑う。

　これから口にする言葉が情けないとでもいうように、息を呑むリティアに穏やかな笑みを浮かべ直して彼は言った。




「あなたは、魔女を受け継ぐべきでなかった私は、あなたを失いたくないのです」




「それ……って──」

　その瞬間、扉がノックされた。

　告白のような文言に頬が火照り、翡翠色の瞳を見開く。ぱくぱくと口を上下させ、言葉にならない息を吐いては吸いを繰り返した。

　今の言葉、今の言葉って。

　衝撃に声を失って、心が乱れる。あまりの言葉に、その裏に隠された遠回しの意味など気付くはずもなく、ただ乙女のようにリティアは恋の花を咲かせた。

　もう一度叩かれた扉にようやく我に返ったリティアは、耳まで真っ赤に染まっていた。

「は、はい！　どど、どなたっ？」

「ミントです。お嬢様、お迎えの馬車が参られたとのご報告が」

「わかった、すぐ行きます！　ミントはお出迎えの準備をお願い」

　かしこまりました、と遠ざかる足音に胸を撫で下ろす。その間も動じず、こちらを見つめる執事の蒼眼に向き直るリティアは、上気する鼓動を抑えるように背を向ける。

「その言葉、そのままの意味で取って……よいのかしら」

「お嬢様の思し召すままに」

「……そ、そうっ」

　つん、と顎をしゃくり上げたリティアは、途端に襲ってくる羞恥を隠すように、ティーカップを手に取った。

「ちょっと冷めちゃったわね」

「長話が過ぎました。大変申し訳ございません」

「あなたが謝ることじゃないわ！　わたしが話し始めたのだし……あなたに落ち度はないもの」

「寛大な配慮に感謝致します」

　まともに顔を見られないがゆえ、謝辞を告げるフェルズに「いいのよ、いいの」と首を横に振るだけに留め、リティアは平静を保とうとするように紅茶を煽あおる。

　多少ぬるくなっても、香りの変わらない紅茶に頬を緩めると、次いでスコーンを一つ手に取った。準備は整っているから、とミントの手製を口の中に放り込むリティアは、んんっ、と相好を崩す。

　芳醇なレーズンの香りが口いっぱいに広がって、噛むほどにじわっと甘味が溢れ出してくる。これならいくらでも食べられる気がする、と思っても、時間は残り少ない。口腔の水分を奪っていくスコーンに潤いを保つため、もう一度ティーカップに口をつけるとリティアは席を立った。

「んっ……フェルズ、わたしは行きます」

　失いたくない──先ほどの言葉をそのままの意味で取って良いのなら、愛の告白と思いたい。

　だが目を伏せ、かしこまりましたと頭を下げるフェルズの所作には一瞬のブレもなかった。まるで先ほどの言葉が嘘のように、リティアの背を送る。

「本当に、いいの？」

　わかっている。ここで訊いたところで、フェルズが答えられないことなんて。

　彼は言っていたじゃないか。今のままでは行動できないのだと。

　リティアの鞄を手に取り、フェルズが扉を開けた。退出を促すように迷いなく差し伸べる手に、リティアは二の足を踏む。

　心変わりしたわけじゃない。国を信じていないわけじゃない。

　だとしても。

　フェルズの言葉に躊躇する足は、彼の前で止まっていた。

「わたし、本当に行っちゃうわよ」

「…………」

「もう迎えの馬車が来てしまったわ。あなたはそれでよかったの？」

　礼に伏したまま、フェルズは答えない。

　彼の思惑がなんであれ、王城に迎えられた以降はどうにもできなくなる。国内随一で警備が厚く、また極刑を免れない聖地への侵入は一介の執事程度がどうにかできるものではない。

「私の」

　顔を上げた執事が、蒼眼を伏せる。

「私の言葉を信じて頂けるなら──」

　顔を寄せるフェルズに、リティアは固まる。

　ほんのりと染まる耳元で囁かれた言葉は、寒空に響く馬の嘶いななきに消えた。





　　　　　◇◇◇






　景色が巡る。

　揺れる足元に不思議な感覚を思い、流れる小麦畑と山さん稜りょうののどかな風景を眺めながら、遠退く屋敷に翡翠色の瞳を細める。

「本当に、わたしは……」

　リティアは馬車の中にいた。

　二輪ある二頭立て馬車を囲むように、四騎の守衛が並走する。軽装であっても、王国紋章を胸に掲げる彼らは千の勝利を手にしてきた精鋭の王国軍だ。彼らが護衛に就くとあっては、貴賓以上の待遇も噂ではないのかもしれない。

　祭りに賑う町の喧騒を遠くに、リティアの行く先はヴォルブルク王国中心、その王城である。猥わい雑ざつとした領民達の顔をもう見ることはない。伯爵令嬢として微笑んでいるだけで許される存在でもなくなる。

　国の未来を担う一人として、魔女として一生を民草に尽くし続けることになる。

　リティアは不意に湧く不安に押しつぶされんとするように膝を抱え、顔を埋めた。席に踵を引っかけて背を丸める彼女の姿は、無作法だと非難されることだろう。

　だが、ここには誰もいない。

　迎えに来た使者は前を行くもう一輪の馬車に乗っているし、馬車の壁面に設けられたガラス窓からしか御者は伺うことができない。完全に輸送される荷物の気分だ。王城への送迎を主としただけの馬車は、舗装の間に合っていない砂利道に揺れた。

（ミントか……フェルズでも、いてくれたら）

　胸にぼやく言葉は霞のように消え、景色の変わらなくなった平地に顔を背ける。

　ミントは喜んで送り出してくれた。涙ながら頑張ってと言ってくれた。

　フェルズはその場にいても、終始無言だった。

　部屋を出る前、耳元で囁いたのを最後に、彼の表情が変わることはなかった。

『私の言葉を信じて頂けるなら、一つだけ約束して頂けませんか』

　告げられたあの甘い声音は、今でも耳朶に染みついて離れない。

『毎夜、王城に着いたその夜から。いつでも結構です。ランプの灯りを窓の近くに置いて頂けませんか』

　それはどうして、と訊いてもフェルズは答えてくれなかった。

　王城の警備は厚い。魔女の力を奮わずともわかる。万が一にでも救助に来ようというものなら、即座に衛兵に捕らわれて極刑を言い渡されてしまう。

　彼一人ではどうにもならない。仲間がいたとしても、国家を敵に回して生き残れる算段などあるはずがない。リティアを奪取し、逃亡した果ての結末など当に知れている。

　それでもフェルズには何か策があって、諦めていないのだとしたら。

「あり得ない。あり得ないわ、そんなこと」

　リティアは首を振った。否定してもどこか期待する自分に、魔女の重責が警告を鳴らす。

　陽が傾き、遠い尾根にかかった。

　南西との境界線、停戦協定を結ぶシルベール王国とを隔てる山々は、崩れかけの雪化粧で緋色に燃える太陽に影を生んでいた。

　彼の国は海に面し、内陸にあるヴォルブルクの民からすると、憧れの国でもある。

　海の潮しお騒さいに耳を澄ませ、白い砂浜を駆ける。海風に髪を靡なびかせ、爽やかに注ぐ陽光の下、紺碧色の海面に想いを馳せるのだ──そうしてリティアは隣人を想像する。

「フェルズ……」

　最愛の名を呟く。彼が傍らで微笑んでくれたらと思うと、ますます海への憧れが強くなる。魔女になる前に行っておけばよかった。こんな時でも変わらない自分に後悔よりもおかしさが勝って、リティアは苦笑する。

　彼への想いを思い出に、彼との日々を胸にしまって。

（もし、わたしが魔女でなかったら──）

　それでは彼と約束を交わせなかったかもしれない。楽観的な自分の一面に、リティアはまた首を振る。さっきから変な想像ばかりしている。脳裏をチラつく銀髪の執事を追い払って、リティアは居ずまいを正した。

　そうして窓辺に寄るリティアは、ゆっくりとまぶたを閉じていた。




　やがて道程は夜を迎え、星々が煌いた。

　未だに馬車は揺れている。ゆったりとした横揺れに伴って身震いにまぶたを開けるリティアは、まどろむ翡翠色ジェードの瞳を窓の外に向けた。

　平地の先、隆々と建つ街門の奥から暖かな灯りが溢れていた。小高い丘に建てられた城を背に、陽が落ちても活気に満ちる王都はまるで故郷のそれに似ている。同類とはおこがましいにもほどがあるが、それでもあの灯りの暖かさは人が生きる証だ。思い起こす領地の祭りの喧騒に、リティアはくすっと笑みを漏らして瞳を細めた。

　街門を抜け、大街道へと進む。行き交う馬車は少なくとも、街道沿いを照らすランプに朝を迎えたのではないかという錯覚さえ起きる。

　街道の脇を飾る店々はどれも地元にない商品ばかりが置かれていて、リティアの好奇心をくすぐった。

「わあ……すごい、すごいわっ」

　子供のようにはしゃいで、丸窓から覗けるだけの街並みを食い入るように見つめる。今日のためにと特注された若草色のドレスが着崩れるのも気にせず、リティアは相好を崩した。

　この先で負う重責の気晴らしとするかのように、胸に蟠わだかまる幾ばくかの不安など忘れ去り、地上の星海に胸を躍らす。

　だがそれも、街を過ぎてしまえば記憶の中に押し込められるものだ。

　丘を登り、城門を抜けた馬車は嘶く騎馬に従って広場に停車した。

「お疲れ様でした、リティア様。足元に気を付けてお降りくだされ」

「ええ、ありがとう」

　リティアの鞄を受け取り、微笑を湛える壮年の使者は出迎えに参じた執事にそれを預け、手を差し出す。

「お手をどうぞ」

　会釈を済ませ、リティアはその手を取る。ゆっくりと馬車を降り、門扉の前に立った。

「まずはお部屋までご案内致します。それから就いて頂く職務の概要、また魔女の証明を伺いたいかと」

「王様への謁見が先かと思いましたわ。許しを得ずとも部屋を使ってもよいのかしら」

「はい。王は……忙しい方なので。代わりにケルディオ王子が立ち会う形となりますな」

「ケルディオ、王子……ですか」

　夢に見た王子の名前を反芻し、リティアは藍色ネイビーの瞳を思い出す。

　視線を逸らし、若干気まずそうにする使者は城へと手を差し向け、リティアを誘導した。それに従って赤い絨じゅう毯たんの敷かれたホールに足を踏み入れると、リティアは息を呑んだ。

　高天井に施された絵画の繊細な筆致を照らすのは、咲き誇る花々を模したような荘厳なシャンデリアの光だ。百人以上は収容できそうな巨大なホールに並ぶのは、一様に礼をする十数名からなるメイド、先ほど鞄を請け負った執事の歓待だった。うるさいぐらいに騒ぐ胸を、溢れそうになる笑みをリティアは必死に抑える。

　その様子を見て、よいですか、と呆れたように一言入れると、使者は咳払いした。

「ええ、これからリティア様のお世話をさせて頂く使用人達です。主につけるのは、ええ……ルミナ！　ルミナ・テンダー！」

「はいっ！」

　名前を呼ばれ、明るく笑うメイドの一人が赴き、一礼する。結われた銀髪と薔薇色の瞳が小さな背丈を補うように主張する。第一印象からでも物静かで毒舌家なミントとは正反対だ。

　笑みを絶やさない彼女に苦笑を漏らして、使者は言う。

「彼女が身の回りの世話を中心に行います。他に数人つけますが、要望はありますかな？」

「いえ、そこまで手がかかるように育てられておりませんわ。お気遣い感謝致します」

「さすが、ハーミット伯爵のご令嬢といったところですかな」

　さて次です、と前を行く使者に、リティアは慌ててついていった。執事からいつの間にか鞄を頂いたらしい先のメイドが、そのあとをひょこひょことついて歩く。

　案内はホールを抜けて階段を上がり、居館パラスへと向かった。

　長廊下の端々に掛けられたランプの灯が淡く揺れる。

　三人の影が止まったのは廊下中央、半円のアーチで枠を象かたどった扉の前だった。他の直線的な扉枠との相違のみならず、扉には月の満ち欠けが彫刻されている。

　中央に彫られた満月を割るようにして使者は両扉を押し開いた。

「ここが、これからのリティア様のお住まい兼、式場となります」

「しき……じょう？」

「ええ」

　鷹揚に頷く使者に不可解と歪む顔を逸らして、リティアは宛がわれた部屋を見回した。

　蒼あお紫しに染まる夜を映すガラス窓に、垂れ下がる薄いカーテンは夜気を遮るには心もとない。二対のソファとテーブル、敷かれた絨毯の煌びやかな刺繍だけが部屋を飾るだけで、家具以外を白色に統一されたこの場所はとても生活空間とは思えなかった。せめて暖かな灯を掲げる壁掛けのランプだけが救いのようなものだ。

　部屋の左側面に続く扉を見つけられなければ、落胆にため息を禁じ得なくなるところだった。

「ささ、どうぞ」

　笑みを作る使者に促され、リティアは部屋に踏み入る。

「ここは応接間となります。形としては、リティア様が予見されたことを伝えるための部屋ですが、まあ、どのように使われても構いませぬ。左手にある扉の先が寝室、お食事の時はお呼びしますゆえ、ルミナと共に来ていただければ」

「はあ……」

「では、ケルディオ王子をお呼びするまでくつろいでいてくだされ」

「いえ、あの……その前に、式場の意味を訊いてもよろしいかしら」

　廊下に出かけたところで呼び止められた使者は嫌そうに眉間にしわを寄せると、首を振る。

「私の口からお告げすることは敵いませぬ。それに関しては王子にお尋ねくだされ」

「でも……」

　リティアの言葉は慇いん懃ぎんに頭を下げる使者には届かず、泡と消えてしまった。

　扉の閉まる音から遅れて、ぽつん、と応接間に残されたリティアの横には、同じく取り残されながらもにこにこと笑みを絶やさないメイドが一人。

　彼女は結った銀髪を片手に少し整えると、リティアに進言した。

「リティア様。ケルディオ様が来られる前に、寝室を見てみませんか？　お化粧を整え直すぐらい罰は当たらないかと思います！」

　半日ばかり馬車に揺られていたというだけであっても、一日化粧が持つわけでもない。しかもこれから王子に──この国の王族に顔を合わせるのだから、汚い姿を見せるわけにもいかないか。

「ええ、そうするわ」

　首肯する彼女に花を咲かせるルミナに連れられ、リティアは寝室へと入った。

「荷物、置かせてもらいますね」

　応接間と違い、薄闇に満ちた部屋をルミナはさっさと歩いて部屋端に置かれたソファに荷物を下ろすと、ベッドサイドの小テーブルに置かれたランプに火を点けた。次いでベッドの奥、応接間と違い格子の嵌められた窓の脇に置かれた化粧台の燭台にも火を灯すと、笑顔で振り返る。

「夕方に着かれていれば十分な明るさはあったのですが……仕方ないですね！　リティア様っ、さあこちらへどうぞ？」

　椅子を引き、鏡に掛けられていた布を取るルミナに誘われるまま、リティアは席に着く。ミント以外に触れられたことのない身体が、少し震えた。

「お手柔らかに頼むわね……？」

「ええ、大丈夫ですとも！　とびっきり綺麗にしますねー」

　間延びした声で化粧道具をどこからか取り出すと、ルミナは無邪気な笑みを潜めた。




　繊細で柔らかなタッチで肌を滑るルミナの指。粉をまぶし、紅を塗る手つきは幼さの残る相貌からはとても考えられないほどに手慣れている。年若く見えたとしても経験が浅いというわけではないのだろう。

「できました、できました。どうですか？」

「綺麗よ……その、思ってた以上に」

　花のような笑顔を咲かすルミナの期待通り、リティアの口からは称賛の言葉が零れた。

　えへへ～、と照れ笑いながらも片付けに入るルミナは、「リティア様は元がいいから」と褒め上手な一面も見せ、すぐに謙遜するリティアをさらに褒めちぎった。

　三日月の覗く寝室では、火を揺らす蝋燭に照らされながら二人の仲は深まっていた。主従の関係は違えずとも、相好を崩すルミナはまるで新しくできた妹のようでもある。

「あの、リティア様。魔女様ということは、未来が視えるんですよね？　それって、いつでも視えるようなものなのですか？」

　応接間に戻り、ソファに腰かけたリティアにルミナは瞳を輝かせて質問する。そんな彼女に応えようと思考するが、リティアに起きた異変はあの一度のみ。

　ケルディオ王子の凱旋を夢に見たというだけだ。首筋の紋様は痛みこそ起きても、何かが視える兆候さえない。他に必要な要素が欠けているのかもしれない。

「ごめんなさい。視える、と言っても最近は何も視えていないの」

「そう、なんですか……魔女様の力も自由は利かないんですね」

「みたいね。がっかりさせてしまってごめんなさい、本当に」

「いえいえっ、ちょっと知りたかっただけなので！」

　頭を下げようとするリティアに、慌ててルミナが両手を振る。好奇心であっても、リティアにしてみれば魔女として未熟であることを顧みるきっかけとなった。魔女の刻印が現れたからといって浮かれていても、あの一度きりの予見だけであれば、使えないと言われても仕方ない。

　誰かを想うことなく、胸が締めつけられる。

　これはきっと、恐怖だ。未熟である自分は、果たしてこのままケルディオ王子に会っていいのだろうか。偽物と断罪されてしまわないだろうか。輪廻のように迷いが循環する。

　力は、どうやって──

「リーティアさまっ！」

「え、なみゅうっ!?」

　名前を呼ばれた拍子に、リティアは頬を両手で押さえ込まれてしまった。何をされたのか一瞬わからず驚きに固まっていると、すぐに手を離したルミナが「ごめんなさい」と頭を下げる。

「不敬であることは承知しておりますが、でも、暗いのはいけません。だから、ちょっと元気を注入させていただきました！」

「元気を、注入……？」

「そうです！　元気を、注入です！」

　リティアと正反対の薄い胸を張って、ルミナは薔薇色の瞳を細める。

「なんだか緊張されていたみたいだったので」

　これから王子と面会する。誉れ高いことだ。ハーミット伯爵家の誇りだ。

　緊張はもちろんしていた。懸念することが増えて、ただそれを覆すには少し方法がわからなくて迷いが生じたのもある。総じて恐怖に囚われてしまったのも言い訳できないことだ。

　だけど。だからこそ。

　リティアは笑顔でいるべきなのだ。

　魔女や国に良い印象を持たないフェルズを見返すためにも、魔女の力を期待する国のために万全の力を発揮するためにも。発現して間もない力だから、まだ調子が追いつかないだけだ。

　首筋に手をやる。ほんのりと熱を持っているように思えた。

「ごめんなさいね……ちょっと難しく考えちゃってたみたい。ありがとう」

「お礼なんて……！　むしろ悪いことしたのに」

「でも、あなたのおかげで目が覚めたのよ、ルミナ。感謝すべきことだわ」

　はにかみを見せる彼女に、リティアは同じく笑みを漏らす。「そう、それです！　リティア様」と笑顔の戻るリティアに自らの口端を引っ張るルミナは、ますます笑みを深めた。その時。

「──失礼してもよいだろうか」

　扉を叩く音を経て、低い声がかかった。

　先の使者のものではない。厳かで覇気のある低声に、リティアの背筋が自然と伸びた。談笑に興じていたルミナでさえ、その声に緊張を走らせている。

「リティア様……」

　メイドの言葉に首肯し、リティアは「どうぞ」と声をかける。

「では、失礼する」

　ゆっくりと開く扉は、奥から背の高い男性を呼び寄せた。

　茶金色ブラウンブロンドの髪を掻き上げ、藍色ネイビーの瞳を眇める。そうして上背のある彼から見下ろされれば、威圧感に押し潰されかねない。臙脂色のコートを靡かせ、黒色のトラウザーズで歩み寄ってくるその男は、手袋を取ってリティアに笑みを見せた。精悍で男らしさに溢れながら、くしゃっとした笑みには好色が持てる。隠しきれない隆々たる体躯は、数多ある戦果を挙げてきた歴戦を物語るように思えた。

　隠すこともない。彼こそがこの国の王族。

「第一王子ケルディオ・ヴォルブルクだ。そなたはリティアと言ったか。よく来てくれたな」

「え、ええ……とても、その……光栄、です」

「畏かしこまらなくいい。もっと気楽にしろ。馬車は疲れただろう、許すぞ」

　立ち上がったリティアの手を握ると、ケルディオは彼女の肩を叩いて労った。感謝に口を挟もうものなら、それは要らないと人差し指を立てられ、ソファに座らされてしまう。

　その対面、ケルディオはコートを背もたれにかけて腰を下ろすと、リティアの傍で固まるルミナに目をやった。

「お前はもう下がるがいい。後ほど呼ぶ」

「し、承知いたしました」

　困惑するリティアの助けを求めるような視線に、ルミナは微笑するだけで退室を余儀なくされる。微かに響いた扉の閉まる音が止むと、二人きりの静寂が訪れた。

　鼓動が早い。これは緊張か、恐怖か。そのどちらもなのか。

　不安定になる動悸に、リティアはちゃんと笑顔が作れているかさえ不安になってくる。

（本当に、王子様……）

　あの日、あの時。あの夢の中で見た彼がそのまま、リティアを見つめている。

　誰もが憧れ、人望に富み、次代の王と謳われた戦場の飢狼が、その蒼い瞳に無垢なる淑女を映し込んでいた。その瞳はフェルズと同色に見えても少し違う──彼が澄んだ清水であれば、ケルディオは荒々しい海原のようだ。

　見つめていては呑まれるだけに留まらない。喰らい尽くされかねない何かが秘められている。

「どうした、怖いか？」

「い、いえ……」

　怖いかと言われて、はいそうです、と頷けたらどれだけいいだろう。「そう怖がるな」と笑ってくれるケルディオに、リティアは愛想笑いを作った。ちゃんとできているだろうか。わからない。気圧され、ルミナにほぐしてもらった緊張が再燃し始めているようだ。

「まあいい。まずは長旅ご苦労だった。魔女の歓待には俺が出向く予定であったのだが、戦争の後処理に捕まってな。使者達に粗相はなかったか？」

「ええ、まったくありませんわ。ここまで快適でした」

「そうか。それはよかった。此度の魔女誕生は大変喜ばしいものだ。よって祝杯を用意しようと思ったが、それも間に合わなかった。俺の祝辞だけだが今回は許してくれ」

「いえ、そんな……！　王子様が自ら頭を下げるなんて……そんな滅相もございません」

「魔女は国の次代を支える支柱だ。礼を尽くしても足りんだろう」

　先ほどから心配をかけてくれる王子は、頭まで下げた。威容に気圧されがちだが、しかしやはり夢の大通りで見たあのケルディオ王子は目の前にいる。優しく微笑みかけ、何も知らないであろうリティアを気遣ってまでくれる。

　先ほどまで覚えていた不安も多くが剥がれ落ち、リティアの頬は自然と緩んでいた。

「ふむ、よい笑みだ。美しい者には、やはり笑顔が似合う」

「う、美しいですかっ……？」

　意表を突かれた称賛に、リティアの声は上ずる。しまった、と顔を伏せるリティアの耳は羞恥に赤く染まり、それがかえってケルディオの笑みを深めさせる結果となった。

「ああ。美しいとも。よく言われただろう。今まで見てきた中でも、お前は一段と美しい。できることなら、俺の妃に迎えたいものだ」

「そ、そんなっ……ケルディオ王子の妃には相応しい方が他におられるかと……」

「相応しい、とはどんな女だ？」

　あの日、彼を想って胸を躍らせていた女の子達。自分と違って、王子に夢見るかわいい女の子のままでいる彼女達であれば、きっとケルディオ王子に似合うはずだ。

「それ、は……えと、高貴な」

「伯爵令嬢では違うのか？」

「わたし、は……っ」

　頬が熱い。なぜか早まる動悸に、リティアは顔を上げられなかった。

「──相応しいなどと誰かが決めつけなければ、恋はできないのか？」

　ケルディオの言葉にはっとした。

　自分の抱いている想い。いつからかダメであると決めつけ、立場の違いで叶えられないものだと信じ込んでしまっていた気持ちが膨れ上がる。

　フェルズが好きだった。でも彼に抱く気持ちは諦めなくてはいけなかった。伯爵令嬢だから。執事だから。魔女に選ばれてしまったから。

　何を取っても言い訳でしかない。彼に抱いた想いを否定していいものではなかった。

　自分の恋は自分で決める。

　人生は一度きりしかないのだから、もっと自由に生きたって罰は当たらなかったはずだ。

「それは違うと、わたしも思い……ます？」

「ああ、そうだろう？」

　自分の気持ちに決心をつけて顔を上げると、そこにケルディオの姿はなかった。返事はいつの間にか隣から聞こえていて、そっと腰に手が回される。

「え、あのっ……け、ケルディオ王子……？」

　柔らかな笑みを浮かべていても、異性が近くにいるとなると恐怖が勝る。それも相手は王子だ。粗相をしようものなら、明日首が落ちてもおかしくない。抵抗も無下にはできないが、しかし。

　優しく腰を引き寄せながら、ケルディオは言う。

「案ずるな。恋は自ら選ぶものだろう。なら抱く女を選ぶのも、俺の勝手に違いない」

「だ、抱くって……なんむぅっ!?」

　意味がわからなかった。

　顔を逸らそうとしたところで首を押さえられ、リティアは途端に瞼をつむった。すると、唇に温かな感触とぬめる何かが触れて、割って入ってきた。浅く貪るように吸い、上唇をもてあそばれたかと思えば、逃げようとする舌を絡め取られてしまう。

　未知の感覚だった。知らない感触だった。

「んむっ……あっ……じゅる、んんっ、はあっ……ぁん」

　翡翠色の瞳を見開く。視界いっぱいを王子が埋め尽くしている。どうして。困惑の言葉も口に出せず、リティアはただ現状の最悪を思い知らされるだけだった。

　ケルディオ王子とキスをしている。

　初めてのキスを奪われてしまった。事実を知った途端に溢れる涙を堪え、リティアはケルディオの胸を押す。しかし女性の腕力では、戦士でもある彼を押し返すことなどできるはずもない。

　唇を割る舌に内頬が蹂躙され、唾液を掠め取られた。舌を絡めれば、衝撃に頭が真っ白になって抵抗する腕の力を削がれてしまう。

「ひゃめ……っ、やめ、て……あっ、んぅ！」

「キスは初めてか」

　ようやく口にできた言葉に、ケルディオが離れた。荒々しく手甲で口を拭う彼を、ソファに倒れ込むリティアは今しがた犯された唇を手で覆い、睨み上げる。

「な、何を……なさるのですか！」

「何をとは、キスだが」

「どうしてキスをしたのかと訊いているのです！」

「それは俺が決めることだ。お前の意見は聞いていないぞ、リティア」

「い、いやっ……──」

　再び伸びる手に、リティアは腰を引いた。這いつくばってでも逃げようとする彼女を逃がさないとするように、剛腕がリティアの細い腰を掬い上げる。

　抱き寄せられ、そのまま縛りつけられたように片腕で固定された。暴れようとしても無駄で、声を上げようとすればまた唇を塞がれる。

「ちゅぷっ……ん、んっ、ひゃっ……めて……んぁっ！」

　特注のドレスも今や裾から持ち上げられ、ドロワーズをずり下ろされた。晒される白い太ももを撫で上げる指先に不快感はあっても、くぐもった自分の声ではない艶声に唇だけでなく耳まで犯され、身体も思考も思う通りに動く気がしない。

「ほう……もう濡れているか」

「な、何……えあっ、んんぅ!?」

　繁みに触れるまでに至る指先に身をよじるものの、リティアの抵抗は空しく終わる。両脚を閉じようとも無理やりこじ開けられ、蜜口を撫でられてしまえば力など入るまい。時折甘くなる自分の嬌声と、ぴちゃぴちゃという水音が羞恥を呼ぶ。駆け上がる快楽に脚が勝手に開いていく自分に構う余裕なく、リティアは声を上げた。

「あ、くっ……嫌っ……な、あぁんっ」

　蜜穴から溢れる愛液を塗りたくるように入り口を撫で回され、浅く唇を吸われる。抵抗する力を失ったと見るやケルディオはリティアの胸元に手を入れた。今にも溢れてしまいそうな豊かな乳房がまろび出る。ぷるぷるとした乳首が外気に触れ、一気にしこると、ケルディオはサディストのように笑った。

「素晴らしいよ、リティア……君を手に入れられたのは幸福だった」

「わたし、はぁん……っ、あな、たのっ……んっ、も……じゃ、んぅう」

「今だけだ。そのうち、俺なしでは生きられなくなる」

　手に入れる、と口にしたケルディオの言葉に疑問が湧く。けれども、今のリティアにそれに割く思考はなく、快楽をどうにか止めようと踏ん張ることだけに注力するしかできないでいた。

　一瞬でも気を抜けば蕩けてしまう思考を、身体をどうにか留めるくらいで、抵抗という抵抗はリティアの身体を貪る王子を睨みつけるだけ。だがそれも被虐心をそそられるのか、ケルディオの口元には笑みが浮かぶばかりだ。

「うんぅ……あ、ああっ、やぁ……んっ、んぅうう……！」

　仰向けに寝かせつけられて、リティアは荒い息を吐く。すぐさまケルディオが覆い被さり、ふるりと揺れた乳房の先にしゃぶりついた。

「あ、あぁんっ……そ、こ……ダメぇ……っんぅ！」

「素直じゃないな。身体は正直だというのに」

　蜜に濡れる花弁をもてあそんでいたはずの指が、蜜穴へと侵入する。

「やぁっ……あ、あぁんっ！」

　リティアは唐突に背を反らしてソファの上で跳ね上がった。

　目の前が明滅する。身体が軽い綿のようになって、今すぐにでも風が吹けば飛ばされてしまいそうな感覚に陥る。甘い愉悦がリティアを包み込むが、それもすぐに荒波となり、またリティアを呑み込もうとした。

「軽くイったのか……予想より早いな」

　じゅぷっと音を立てて溢れ返る蜜をさらに掻き出すように、ケルディオは中で指を折り曲げ、上側を擦るように抽送する。呟きながら角度を変えられ、また乳首をこねくり回されては、考える余地などあってないようなものだ。

　快楽に混濁する意識と同時に、首筋には鈍痛が滲んだ。

「ま、待って……あ、……んんっ」

　勃ち上がった乳首にむしゃぶりつかれながら、乳房をこねられる。包み込むように次第に乳首へと迫るその動きに、リティアはむず痒さと甘い性感を得てしまう。

　止めたい。でも、止めないでほしい。

　知らない自分の声にはっとしても、自由の利かない身体は後者に傾きつつある。これが終わりさえすれば、と快楽の波に流されようとしている。

（フェルズ……助けて）

　想うのは、愛しい彼の顔。

　普段は仏頂面であっても、二人きりになれば柔和な笑みを見せる彼が恋しくてたまらない。

　それなのに。

　今は彼を押しのけて、快楽が迫ってくる。

「さあ、また昇らせてやろう」

「えっ、あ……やんっ、あっ……ん、むぅ!?」

　蜜口を掻き乱す指が増えた気がした。腰が快楽を得ようと、勝手に動く。塞がれる唇は勝手に開き、彼の舌を受け入れる。絡め合う舌に溢れる吐息、不安になって彷徨う指先が、ケルディオの腕を引き寄せた。

（ああ、わたしはもう……あ、だめ）

　乳首を捻られ、蜜穴の縁に指をかけられた瞬間だった。

「あっ、だめ……だめっ、いっ……くぅ……んぅ、うぅうっ!?」

　歯を食いしばって、飛びそうになる意識を必死に耐える。ケルディオのたくましい背中に爪痕を残して、リティアは激しく果てた。
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　真っ暗なようで、真っ白な世界に視界が埋め尽くされる。理解できない光景に、快楽だけが身を包む。ただ一つ理解できるとするなら、これで穢れてしまったということだけだろう。

「激しいな……だが、それでこそよい」

　くしゃくしゃと頭を撫でられ、薔薇の花弁を散らしたようにリティアの紅髪が広がる。その瞬間、隠されていた緑黄色の輝きが放たれ、首筋に輝く紋様をケルディオは見つけた。

「何か視えたか？　……いや、今はいいか」

　焦点が定まらず朧げな意識を保つだけのリティアはケルディオすら見えていないようだった。諦めたように肩と両裏膝に手を通し、ケルディオはその身体を持ち上げる。隣室のベッドに彼女の身体を寝かせると、額へと最後にキスをした。

「明日のために、今はせいぜい休んでおけ」

　そう言い残し、部屋を出る王子の後ろ姿に意識を半分取り戻すリティアは、涙を流した。

（穢されちゃったわ……ねえ、フェルズ）

　痛みが増していく首筋から溢れる緑黄色の燐りん光こう。涙を掬い上げるように広がる輝きは、今は見たくないと絶望に浸るリティアにあるビジョンを映し出す。

　とても切ない夢。目を逸らしてはいけないと囁く声に、リティアは瞼を仕方なさげに開く。

　その瞬間、灰色の世界が視界に広がった。

　色が失われた世界はまるで時間が止まったようで。

　常闇に燃え上がる街の灯も、人の喧騒も全てが遠かった。

　その世界に一人、絶望するように城を見上げて膝を突く青年がいた。

　彼の顔はわからない。

　見えないのではない。ないのだ。

　顔のない青年が、城を、リティアを見上げて口を開く。




『──────』




　何、と訊き返しても彼は答えない。

　言葉にならない雑音が耳を突く。梳くように吹く風に紅髪が浚さらわれた。

　次第に遠くから聞こえてきた蹄てい鉄てつの音に、短い夢は彼方へと遠退いていった。






　第二章






　歓声にリティアは目を覚ました。

　小鳥達が一斉に飛び立ち、薄手のカーテン越しに日差しが刺さる。眩しさに翡翠色ジェードの瞳を細め、リティアはおもむろに頬に残った涙の跡を辿った。

　シーツに横たわる身体を見渡せば、深い谷間を刻む双丘はドレスを剥かれむき出しのまま、スカートだけが秘部を隠しているだけの半裸と言われても相違ない状態だった。

　それもこれも、昨夜の出来事のせいだろう。

「わたし……あの後、あのまま……」

　日の出を過ぎ、すでに朝を迎えている。

　涙しながら、自己嫌悪に陥りながら──気を失った部分だけは記憶にある。また、その時視えた未来の記憶も残っているし、思い出したくなくても昨夜の衝撃は身体が覚えていた。

　リティアは悲しみに身を竦めた。シーツを掻き集め、肌を隠してようやく平静を取り戻しながら、しかし昨晩の行為が脳裏をちらつくたび、身を震わせる。

「よく集まってくれた。皆への感謝の示しとして、吉報を褒美として受け取ってほしい」

　潮騒のように引いては寄せる雑響に、リティアは震える身体を引きずり、窓辺に向かった。ちょうど城前広場に面する格子窓から、集まった観衆をテラスより見下ろすケルディオの姿が映る。

　喝采に応えるように鬣たてがみを揺らめかす王子は、昨夜のような暴挙を働く男のようには見えない。今の彼は民衆に讃えられ、憧れられる存在だ。王子であり、英雄でもある彼の偉容は、奥底に封じ込めた憧憬を思い出させる。

「……だからって」

　昨夜の出来事が許されるものではない。公布途中のケルディオから視線を横に広げ、リティアはベッドへと踵を返した。

　やれ国の支柱だ、やれ礼を尽くしても足らんなどと敬意を払ってくれていた気がするのに。

　英雄色を好むとはよく言ったものだ。

　魔女だからとはいえ、一人の女に過ぎない。美しいと口にしたケルディオの言葉を真に受けるにしても、もう少し節操を考えてほしかった。

　頬に熱が帯びる。リティアは両膝を胸に抱え、瞼を閉じた。寄せ上げただけのシーツの境目から瑞々しい肌が覗き、擦り寄せた太ももが寒気に鳥肌を立てる。

　脳裏をよぎる昨夜の情熱に暖炉の代わりは果たせない。羞恥に身を焼かれるだけだというのに、まざまざと脳は昨夜の痴態を勝手に再生してみせる。

　まるでこの選択が間違いであったのだと知らしめようとするように。

（魔女に、なんて……）

　思うのは後悔で、滲む吐息は深く沈んでいくばかり。

　首筋に浮かぶ紋様──魔女の刻印に、リティアは恨めしげに爪を立てた。刻印が消えるわけでもなく、自分が痛い思いをするだけだとわかっていても、せずにはいられなかった。

「リティア様」

　その時、ノックに次いで応接間の方から声がかかった。

　心配そうに伺うその声の主はルミナだろう。彼女はもう一度ノックに扉を鳴らし、おずおずと口を開く。

「あの……昨夜、そのまま眠られてしまったと聞いたのでお伺いしなかったのですが……起きていらっしゃいますでしょうか」

「え、ええ」

　聞き覚えのある声に首を傾けながら、リティアは未だに半裸の自分を見下ろす。

　同性に裸を見られる──ましてや使用人に晒す程度であたふたするわけではない。触れられるのは緊張するが、そこまで恥じ入るような身体もしていない。

　けれど。

「入室しても、よろしいでしょうか？」

「えっと……ちょっと待ってくれるかしら。すぐに呼ぶから」

　穢れてしまった身体は恥辱に堪えない気がした。

　承知しました、と不安げな声色から一転、安堵したように言葉を吐き出すルミナに、リティアは急いで身を整える。ドレスから溢れ出た双丘を押し込んで、シーツの下でしわを作るスカートを丁寧に伸ばす。しかし寝癖と共に出来上がってしまったそれは、どれだけ伸ばしても元に戻ることはなかった。仕方なく手櫛に紅髪を梳くだけに留めると、リティアはルミナを呼ぶ。

「失礼します」

　と扉が開き、昨夜と変わらぬ薔薇色の瞳が主の在処を探すように揺れた。天蓋のカーテン越しにリティアを見つけると、頭を下げた彼女は頬を緩ませる。

「ご気分はいかがでしょうか、リティア様。優れないようでしたら……」

「大丈夫、悪くないわ。心配をかけてごめんなさい」

「いえ、そんなっ……！　私こそ、あの……」

　言葉尻を濁らせて、ルミナは瞳を伏せる。

「お傍に寄ってもよろしいですか？」

　伺い立てる必要もないのに、とミントとのやり取りを思い出す。彼女は使用人というより、義姉に使用人の毛が生えたようなものだ。同性同士のやり取りに関して思い返せば、主従関係であれ随分と奔放に過ごしてきたかもしれない。

「ええ」と礼に伏すルミナを手招くと、リティアは胸元にシーツを寄せた。

　薄手の天蓋カーテンの前、腰を折って主を確認するルミナは、ぱぁっと笑顔を咲かせる。

「お元気そうでよかったです。顔色も、昨日より明るく見えてっ」

「そう？　きっとベッドが違うのかもしれないわ。わたしの使ってたものよりふわふわで寝心地がよかったもの」

　マットレスを片手に叩いて、リティアは声を弾ませる。

「家具比べできるほどでもないけれど……このベッドならこれからもぐっすり眠れると思うわ」

「それは大変よかったです。王子自ら特注されていたものですから」

「……王子が？」

「はいっ」

　怪訝に表情を歪めそうになるリティアに笑みを滲ませるルミナは、失礼して、とカーテンをベッドの四本の支柱それぞれに括りつけた。そうして返答するように格子窓の外、未だ公布途中のケルディオに視線を巡らす。

「新たな魔女は丁重に迎えねばならない。国宝に変わりないのだから、と仰って」

「国宝だなんて……」

　昨夜を思い出せば、それは戯言のようにしか聞こえない。

　王子がたとえ民草に素晴らしく映っていても、翡翠色の瞳には彼の悪逆の一面が焼き付いている。ソファに押し倒され、身体を蹂躙され尽くされた昨夜を忘れることはできない。

　刻みつけられたあの感覚は、今でもリティアの中で燻くすぶっている。

「そんなに謙遜されると、綺麗なお顔が台無しですってば」

　公言できない熱に抱え込んだ膝に顔を埋めると、もう、とため息をつくルミナの声が遠ざかった。横目に見ると、ぱたぱたと扉脇のソファに置いていた鞄を漁るメイドの姿が映る。

「じゃあいっそ、お着換えしませんか、リティア様」

　一着取り出しては首を捻り、どうしたものかとさらに一着取り出す。背伸びしてリティアのドレスを吟味する小さな世話役は、次に手に取ったものに頷き、塞ぎ込む主に振り返った。

「これにしませんか？　いいえ、決定ですっ！　リティア様っ、なのでお風呂に行きませんか？」

「お、お風呂……？」

　実家の屋敷では聞き慣れない言葉だった。しかしその存在を知らないというわけでもない。盥たらいにお湯を張った沐浴が習慣化していたせいで、一瞬意味が理解できなかっただけだ。

　頭を上げるリティアに、ドレスを抱えるルミナは嬉しそうにベッド傍に駆け寄ってくる。

「そうです、お風呂ですよ！　すでにお湯は張っていますので、すぐにご入浴は可能かと！」

　どうぞどうぞ、とにこりと笑って扉を示すルミナに、抱えた膝を離さないまま、薔薇色の瞳をリティアは見つめた。

　純粋な赤。くりくりと大きな瞳が笑みに細まり、こちらの境遇など知ったこっちゃないと言わんばかりの純真無垢な輝き。小さく息があふれた。

「わかったわ……そうします。案内してくれる？」

「はいっ！」

　元気に頷き返すメイドに、リティアは頬を緩めた。

　ベッドを降りる主に片手を差し出し、ルミナは扉へと案内する。半円のアーチを描く応接間から廊下に続く扉に彼女が手をかけると、震える空気にリティアは振り返った。

「──よって、ここに新たな魔女の誕生を宣言する!!」

　城前広場から響く喝采の声。

　王子の放った一言は波を打つように興奮を伝播していく。応接間の格子のない大きなガラス窓が震えるほどだ。魔女の誕生はそれほどまでに国家の大事であり、祝福されるべき奇跡だというのに。

「リティア様？」

「……いえ、行きましょう？　ルミナ」

　小鳥が跳ね回るたびに枝葉が揺れる。

　窓越しに感じるわずかな緑は、春の訪れを未だ硬い蕾に告げることはない。

　たった一日で冬が春へと変貌することはない。けれども、いつも傍にあったはずの気配は随分と遠退いてしまったように思える。

　唯一最後まで祝福してくれなかった想い人。

　本当は一番に喜んでもらいたかった人。

「……フェルズ、あなたは──」

　──一体何を知っていたというの。

　扉を開けて待つルミナに転身し、リティアは廊下に出た。




　水面に落ちた雫が波紋を立てる。

　石材の床面はひんやりとしているが、湯気に満たされた浴室はそれだけで、温もりで包み込んでくれるようだった。

「……ふぅ……んんっ」

　腰掛けのように浴室中央の浴槽には一段、段差が設けてある。不安げなリティアは恐る恐る爪先から湯に入り、そこに腰を落ち着けた。

　居館一階、大浴場。

　広すぎる浴槽の端にぽつん、と独りきりでため息を落とすリティアは、紅髪を括り上げて、大きく伸びをした。それから前にまっすぐ腕を伸ばして、乳白色の濁り湯を片腕ずつに馴染ませる。ふっと緩む頬は上気し、さらに一段下がって全身を湯に浸けるリティアは、嫌なことすべて忘れるように天井を見上げた。

　濃霧のように視界を塞ぐ湯気の先、淡い自然光が降り注ぐ。煌びやかな装飾の隙間に嵌め込まれたガラスから、朝陽が差し込んでいる。

　綺麗だった。

　まるで夢のような気ばかりして、未だに実家で眠りこけているように感じる。

「お湯加減はいかがですか？」

　大浴場の柱と柱の間、天井から吊り下げられたカーテンの裏から、ルミナの声が聞こえた。浴室に反響する彼女の声に、リティアは不思議と笑みを浮かべる。

「とてもいいわ。ルミナもいかが？」

「私なんてとてもとても……り、リティア様のドレスの支度がありますゆえ……っ！」

　慌てたようにルミナが声を上げた。恥ずかしそうな声音に、純粋だなとリティアは思う。

「冗談よ、本気にしないで」

　そして仕方なく笑いかけ、湯面に視線を落とした。

　濁り湯に顔が映ることはない。けれど、どうしてか見つめていると安心する心地があった。

「この時間がずっと続けばいいのに……」

　叶わないからこそ、呟く言葉は停滞を望んでいた。

　いや──できることなら遡りたい、とリティアは瞼を閉じていた。

　具体的な魔女の役目なんて知らない。だったら知らないまま、家に帰してほしいと願ってはいけないのだろうか。魔女であっても、ちゃんと力なんて使えない。

　偶発的で突飛な能力なんて、どう扱えばいいのか。

「……せめて自由に使えたら」

　魔女の力を自在に扱えたのならば。

　浴槽の縁を枕にしたリティアは、うなじに手を置いた。首筋の刻印に意識を集中させて、どうにか夢に視た──昨夜視た形でもいい、どうにか自発的に視ることは叶わないものかと。

「…………」

　しかし、奇跡は願っても起きてはくれないものだ。

　ため息を落とすリティアは、眠るように湯に身を任せた。

　その時だった。

「あ、あのっ……こ、困ります……っ！」

　ぺたぺたと鳴る足音を追って、慌てたルミナの声が響く。

「困りますっ──王子っ！」

「お、王子……？」

　リティアは飛び起き、ルミナの声がする方を見た。

　相変わらずの濃霧の奥で、人影が揺らいでいる。足音は依然と近付き、その速度は緩まない。不安になって片手で隠すように乳房を抱え込むだけして、身を縮める。

　そして揺らぐ影を見つめ続けて、数秒。

　リティアはその顔を真っ赤にした。

「よい朝だ。こうして君の裸体を見られるなど」

「……っ!?」

　裸のケルディオが微笑んでいた。

　逞しい四肢に傷を、胸に細かな刀傷を負っているためか、猛者を思わせる偉容を放つその体躯。そこまではいい。憧れや羞恥に頬を染めるだけで済むのだから。

　しかし、一度も見たことのない男性器に視線が触れては、リティアはすぐさま反転して背中を向けるしかなかった。

「そう恥じらうな、リティア嬢。俺も昨夜、あの後すぐに眠ってしまってな。魔女の誕生も宣言したところでさっぱりしたかったのだ。悪いか」

「わ、悪いに決まっています！　殿方と一緒、なんて……！」

「宿屋の風呂は混浴ばかりだ。恥じらう必要はない。それに俺とお前の仲だ──」

　水面が揺れ、浴槽の縁から溢れていく湯にリティアは身を強張らせた。

「これぐらい、動じることもあるまい？」

「け、ケルディオ王子！　お戯れはそこまでですっ！」

　息を切らすルミナの一声で、リティアの肩に置かれようとしていた腕が止まった。そっと横目に見ると、気だるそうに振り返るケルディオの藍眼と、薔薇色の瞳が交錯している。

「男子禁制である、と魔女のお触れに従わないつもりですかっ」

「騒ぐなメイド。俺が直々に魔女と親睦を深めようとしているところだろうが」

「ですが……っ、嫌がっているリティア様に無礼を働かれるのは目に余ります！」

「ほう……では、お前が俺の相手をするか？」

　浴槽の縁に肘をかけ、ケルディオは顎をしゃくった。

「その貧相な身体では……まあ、楽しめるものも楽しめないだろうが」

　とルミナをなじるだけに飽き足らず、標的をリティアにすり替えた。

「なっ……やめっ、て──んっ、あぁっ！」

　後ずさろうと、湯の中では動きは緩慢だ。すぐに捕らえられ、リティアは王子の腕に抱き寄せられてしまう。

　背に回した片手で乳房を揉まれ、ルミナの前で唇を奪われた。

　乱暴に揉みしだく指の動きに、跳ねる湯がすでにぴんと勃ってしまった乳首を緩く刺激する。畳みかけるように乳頭を摘ままれ、リティアは背を逸らした。

「その反面、こちらは感度がよければ身体も極上だ。お前とは貧富の差であろう。わかるか、メイド？」

「り、リティア様……ッ！」

「──騒ぐな」

　恫喝の一声に、ルミナの顔から血の気が消える。

　およそ浴槽縁に立つメイド一人に向けられるような威圧ではない。戦場、或いは怨敵にのみ向けるべきである殺意を込めた眼光が、ルミナに突き刺さっていた。

「言わずとも理解しろ。その頭は花が詰まっているわけではなかろう」

　王子が罪と口にすれば、白は黒へと変わる。ルミナの生死はいわば一言に凝縮されている。

　主の危機ではあった。しかし辱められるリティアより、本能は自らの命を取る。

　震える身体に恐怖を押さえ込むように、ルミナは一歩下がった。

「失礼……しま、した。申し訳……ございません」

「ああ、それでいい。なかなか利口じゃないか」

「ケルディオ王子、あな、たっ……んんっ、あぁ！」

　ぐっ、と歯を食いしばり、ルミナが顔を伏せる。ケルディオの嘲弄に物言おうとしても、乳房だけでなく股にまで伸びてきた手に身体の力が抜けてしまう。そうしたところで舌を掬われ、吸われ、唇を甘く食まれてしまう。

「んっ、ちゅぷ……あっ、あぁ……やめ、……あん……んんっ！」

「そのわりには素直だぞ、リティア？　昨夜でもう味をしめたか」

「そ、そんなこっ……あぁんっ！」

「感度がよすぎるのも考えものだな？」

　嘲りに歪むケルディオの顔を、リティアは恨めしげに睨んだ。唾液を垂らし、舌を絡め合わせる自由の効かない身体は、どうしてか快楽を求めるようだった。

　蝕まれる身体に空しさや不安を募らせ、手近なものに縋りついてしまう。ケルディオの胸板に押し潰される乳房はそのたびに姿形を変え、乳首が擦れれば仄かな灯火がリティアを誘う。

（嫌なの……嫌だとわかってるのに……っ）

　身体は正直だ。本能に忠実だ。

　理性が、初めて知った肉の悦びに勝ることはない。

　だが。

「あっ、あん……いや……やぁ、うぅうんっ！」

　視界の端に佇み、リティアの痴態に俯ける少女を見つけてしまえば、理性は少なからず働く。快楽に流されても尚、押し留まろうとする理性の対立を迎えるたび、掻き回された蜜壺は濁り湯に愛液を溶かしていく。

「縁に腰を下ろせ、リティア。寝ていても構わん」

　思考の働かない頭では反論の言葉すら浮かばず、リティアはケルディオに抱えられて浴槽の縁に寝かせられた。足だけ浴槽内の段差に乗せて湯に浸かるような格好だ。

　上気してほんのりと赤く染まった腿を開くと、ケルディオが繁みに口をつける。

「……え、やっ……んんぅッ!?」

　蕩けきった膣から蜜を掻き出すように、舌が蹂躙する。知らぬ間に絡みつく肉襞を押し進まれると、唐突に足から力が抜け、段差から足を滑らせた。すると、仕方ないとばかりに両手に太ももを抱えられ、ケルディオに腰を固められてしまう。

「やめてっ、もう……んぅ、それいじょう……はっ……あぁん」

　王子の頭を両手で押し退けようとするも、ざらつく舌に淫核を舐められては抵抗できず、性感に震えた。

「甘いな……湯のせいではあるまい。一日中味わい尽くしても足りない」

「汚いです……そんな、ところっ……！」

「汚くなどあるまい。ましてや役目を果たすためだ、身体を蹂躙し尽さねば、お前が王城にいる意味はないと思え」

「ど、いう……こ、あぁ……いやぁ……ああっ！」

　問う言葉を途中に、繁みから上げた顔をもう一度伏せたケルディオは、勃起した淫核に唇を這わした。

　舌でつつき、舐め上げ、そうして軽く吸われただけで意識が飛びそうになる。

「いやっ、それぇ……！　ぁあっ……やめっ、あ、んんっ……ああっ！」

「もう少しだけ耐えろ」

「あ、ああっ、ん、いや……！　いやぁっ……あぁん!!」

　王子の頭を剥がそうともがいても、彼の舌は止まらなかった。

　不安が喉元に上がってくるのと同時に、下から快楽の渦がリティアを呑み込んでいく。

　来る。ダメ。快楽が来てしまう。ダメ。

　だけど。ああもう。

（ああっ、ダメ……だめなのにっ）

　腰が浮いた。快楽を求めるように、さらに吸ってと求めるように、激しくなる舌と唇の責め苦にリティアは腰を揺らす。

「リティアさ……ま……っ」

　淫らだと思う。恥だと思う。

　──けれど、もうそれでいいと思った。

　ついに顔を背けてしまったルミナの目尻から雫が零れた。涙だった。リティアの目尻から流れるのは、汗と涙が入り混じったものだ。

　魔女の印が明滅する。

　鈍痛で気づいたそれは、もうリティアには関係なかった。

「あ、ああっ、だめ……もうっ、ダメ……ケルディオ様っ……だめ、だめっ……！」

　ケルディオの頭を抱えるように、リティアは上体を起こしていた。腰を振ることも忘れ、昇天しかける身体を地上に縛りつけようとするように、恨めしくも王子の髪を掻き抱いた。

「ああ、達してしまえ」

　そうして思いきり吸い上げられた瞬間だった。

「あ、ああっ、ダメ──いく……いっ、く……だめ……ぇっ、んんんぅッ!?」

　リティアは身を縮こめるように、王子の頭を抱き寄せた。
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　心地よさが身体を駆け抜け、リティアの全身が痙攣する。

　そして──首筋を鈍痛が駆け抜け、瞼の重くなった翡翠色の瞳を見開いた。




　旗印のない軍勢が駆ける。

　夜の帳が落ち、月夜に静まる城下を抜けて。

　彼らは声を上げることなく、街の兵士を、城の衛兵を薙ぎ倒す。

　ああ、これはまるで。

　それはきっと英雄譚のように。

　幽閉された魔女を助けに来る物語なのだ。

　王城が火を噴き、陥落する国に吼えた軍勢にリティアは瞼を閉じる。

　これが夢でなく、現実であれば、と。




　ぽつん、と石材の床に天井から滴り落ちた水滴の音で、リティアは意識を取り戻した。

　背徳感が背中を撫でる。

　全身を包み込む疲労感と、充足感。後者に至っては泣いて許されるものでもないだろう。

　けれども、身体は抑えきれなかった。理性は本能に勝ることができなかったのだ。

「何が視えた」

「……はあ、はぁ……視えた、のは」

　喜悦を覗かせながら、しかし冷静に尋ねるケルディオに、リティアはいつの間にか寝かされていることに気付いた。ひんやりとしている床は、のぼせかけの思考にはちょうどよかった。

　ぼんやりとした意識の中、リティアは先ほど視たものを口にした。

　旗印のない軍勢。

　瞬く間に墜とされた国の象徴。

　焼き払われた街、吼え猛る戦士達。

　ぽつぽつと口にする彼女に苛立ちを見せることなく、真剣に最後まで話を聞いていたケルディオは、「それで」と口にする。

「他に特徴はなかったのか。兵士の肌色は、体躯や身なりは……いや、夜襲を仕掛ける時点でそこは隠すものか……？」

「け、ケルディオ……王子？」

「もう少し情報が欲しい。確認するが、他には何も視えなかったのだな？」

　リティアは頷く。

　すると濡れた紅髪を撫でられ、優しく微笑みかけられた。

　一瞬だけ、胸が高鳴った。裸同士であることを思い出せば、かっと燃える頬の熱にリティアは顔を背け、そこにルミナの姿がないことに気付く。

「そうか。ではもう一度、身体に聞くしかあるまい」

「……え」

　靄の晴れてきた思考が一瞬にして曇ったように感じた。

　疲弊しきり動かない身体を、ケルディオによって軽やかに持ち上げられる。肩と両の膝裏を抱えられ、横抱きにされたリティアは、間近に迫る王子の吐息に頬をさらに赤くした。

「乙女だな」

「なっ……！」

「そう構えるな。魔女の役目を果たせれば、乙女であろうとなかろうとどちらでもよい」

　浴室を抜け、脱衣所との仕切りになっていたカーテン奥に置かれた簡易式のベッドにリティアは下ろされる。普段であれば、のぼせた者の介抱に使われるものであろうが。

　ケルディオは困惑するリティアの額に貼りついた前髪を払うと、片手を細い腹へと這わせた。その手を払うように背を向けるが、無理矢理に仰向けにさせられてしまう。

「これは仕事だ。魔女の役目でもある。自由に力が使えないのは知っているぞ」

　腹から膨らみに一度撫で上げると、震える乳頭に触れることなく、手は──指は臍へと流れた。

「やめ、て……」

「力が使えないのであれば、使えるようにする他あるまい。であれば、簡単なことだ」

　浅い臍の周囲を撫でた後、ケルディオの指は下半身へと伸びた。防ごうと手を伸ばすが、片手に掴まり、繁みへと侵入されてしまう。

「あっ……んっ」

　腿で腕を挟み込もうと、蜜口を探られてしまえばすぐに解かれてしまう。

　蜜で潤った繁みはケルディオの指を咥え込んでは、ぬぽっと卑猥な水音を立てた。何度聞いても慣れない恥ずかしさにリティアは目を背け、固く瞼を閉じる。

「すぐに、なさればいいわ……っ……これが、魔女の役目であるのな、ら……んんっ」

　キッと睨み上げ、肉襞を躍らされる感覚に声を漏らす。

「ああ、そうするよ」

　震えるリティアを優しく抱きしめるように覆いかぶさると、その唇に口づけを落とした。唇を合わせ、隙間に舌を這わせながら、じっくりと味わうようにねぶって。

「魔女を抱かなくてはいけない使命感と、好きな女を抱ける幸福に感謝して、な」





　　　　　◇◇◇






　あれから何度、犯されたのだろうか。

　魔女の刻印はそのたびに輝きを示し、リティアに啓示をもたらす。そのほとんどは政務に必要な情報ではなかったが、浴室でもたらされた国の瓦解、また崩御の可能性を示す夜襲は、瞬く間に議題に挙げられたようだった。

「おやすみなさいませ……リティア様」

「……ええ、おやすみ」

　加えてルミナとの関係も悪化した、ともいえる。

　浴室での一件以後もリティアは乱れる姿を目撃されていた。そのたびに悲痛な訴えを浮かべる薔薇色の瞳がリティアを苛み、快楽に狂う自分を責め立てた。

　だからといって、現状が変わるわけでもない。

　会釈し、ルミナは躊躇うように一瞬立ち止まってから、寝室の扉を閉める。応接間から漏れる灯りが消え、月のない曇り空である今宵に、寝室は静かな闇を湛えた。

　格子窓から覗ける世界はひどく狭くて、城前広場と微かに城壁を越えた向こうにある街の灯火だけだった。行きの馬車で最後に見たあの光景は、思い出と共にリティアの胸にしまわれている。

　ナイトドレスの裾を引きずって、リティアは化粧台に残してもらったランプを窓辺に置いた。

「……フェルズ」

　愛しい彼の名を呟き、胸の痛みに瞳を潤ませる。

　彼の知るリティア・ハーミットはもうここにはいない。

　ここにいるのは、性欲にその他一切を忘れ乱れ狂う、娼婦のような哀れな魔女だけだ。

　顔を見せることはもうできないかもしれない。でもせめて……と、フェルズと交わした口約束を果たそうと、リティアは就任初日以降、ランプを窓辺に置き続けている。

　助けに来なくてもいい。ただ、ここにいますと伝えるために。

「わたしは元気よ……元気でやっているわ」

　ガラス窓は冷たく、結露した水滴が下の方に溜まっていた。

　隣の部屋から、扉を閉める音が聞こえた。灯りをすべて消し、ルミナが自分の部屋に戻ったのだろう。これでこの一角には、静寂を残して誰もいなくなってしまった。

　扉は施錠され、応接間と寝室を行き交う以外、思うように部屋を出ることは許されていない。

　リティアはベッドに戻り、瞼を閉じた。

　眠れない日などない。むしろ眠らなければ、身体は疲労に蝕まれていくだけ。

　明日も、明後日も──きっと使い物にならなくなるまで、この身体は蹂躙され続ける。

　悲劇のヒロインを演じたいわけじゃない。語りたいわけでもない。

　でも、せめて。

（……いいえ）

　願った想いに頭を振って、リティアは枕に顔を埋めた。




　夢を見た。

　それは深い闇の中だった。

　誰もいないその深淵で、リティアは彼の姿を見つける。

　撫でつけた銀髪、涼やかな蒼の瞳。

　細身の長身で、燕尾服のよく似合う青年。

「リティア様」

　青年はいつもの調子で、リティアの名を呼んだ。

　彼は笑う。こんな自分でも優しく包み込むように、静かに微笑んでくれる。

　行ってもいいのだろうか。

　迷うリティアは、踏み出しかけた足を止めた。

「フェルズ、わたし……」

「何も言わなくていいです。あなたは、あなたのままであれば」

「でも……っ」

「あなたは、私の主に変わりないのでしょう」

　その言葉だけが救いだった。

　腕を広げるフェルズのもとへリティアは走る。

　ドレスはいつの間にか裾を伸ばしていて、引きずるには重すぎた。かよわい腕では引きちぎることもできず、段々と遠ざかっていく執事の姿に、手を伸ばすことしかできない。

「待って……待って、フェルズ……！」

　悲痛な叫びだけが木霊する。

　闇に霧散し、もの言わなくなった想い人は闇の彼方へと消えてしまった。

　残されたリティアは崩れ落ちるように膝を突き、その場で蹲うずくまってしまう。

「……やっぱり、そうなの……？」

　穢れてしまった自分では、フェルズは振り向いてくれないのだ。

　胸に巣食う小さな不安が大きくなり、欺瞞へと変わる。

　あの日の言葉も、微笑みも、想いも、すべて。

　リティアを案じたフェルズが、ただ口にしただけの言葉でしかないのかもしれない、と。

「それはね、違うと思う」

　ふと肩に置かれた手に振り返ると、そこには女性がいた。

「……誰？」

「誰だと思う？　意地悪な質問かしら。でも、知らなくてもいいと思うの」

　真っ黒なローブの、目深に被ったフードの奥で銀の瞳が煌いている。鋭さはない、柔らかなその瞳はリティアに笑いかけると、膝を折って手招いた。

　それに従ってリティアは顔を寄せると、彼女はくすっと笑って耳打ちする。

「あなたはきっと彼と結ばれるわ。でも、だから今だけは耐えてほしいの」

「結ばれるって言われても……」

「人の話は最後まで聞くものよ。特に年長者の話には耳を傾けておくのをオススメするわ」

　話が脱線しちゃった、と舌を出すと黒いローブの女性は小さく息を吐く。

「そろそろ時間みたいだから手短に済ませるわ。手を出して」

「……手？」

「いいから」

　急かされ、リティアは右手を差し出した。真っ白で、細い指を女性は見つめると、握手するように握りしめる。上下に振って、本当に握手するように数秒振るとぱっと手を離した。

「これでよし」

「え……何がですか？」

「挨拶かな？　うん。挨拶と、加護かな？」

「あの意味が……」

「ああ、意味はわからなくていいの。でもそれより、知っていてほしいのは一つだけ」

　話を聞かない姿勢に眉根を寄せて不機嫌になるリティアを尻目に、女性は早くしないと、と翡翠色の瞳を見つめた。

「綺麗な瞳ね……あの頃とちっとも変わってない」

「あの頃……？」

「ううん、あなたは知らなくていいの。ただ、あなたは純潔だけ──」

　そこまで言って、女性は消えた。

　朗らかな笑みを残して、彼女はフェルズと同じく、闇に呑まれるように消えてしまった。

「…………え？」

　何が何だかわからず、リティアは周囲を見渡す。

　小さな光すらもないただの暗闇。

　人の気配なんて一つもありはしない。

「……痛っ」

　ただ床の感覚なく座り込むリティアは、うなじに鈍痛を感じながら刻印を手で押さえた。

　ケルディオに犯されたわけでもないのに、紋様はドクドクと波打つように痛む。

　顔を顰めて、瞼をぎゅっと閉じる。

「──……あ、あれ？」

　次の瞬きの瞬間、リティアはベッドの上にいた。

　誰もいないことは変わりなく、そして首筋の痛みも変わらない。

「何……なんなの」

　苛立ったように上体を起こし、リティアは瞳をすがめた。

　月の見えない夜空は曇ったまま、いつになっても変わらない姿で時間の感覚を狂わせる。

　そこで、ふと。

「……誰？」

　応接間の方から、物音がしたように感じた。

　夜に訪ねてくる者なんていない。ましてやルミナ以外、ケルディオでさえ夜はリティアを訪ねることはなかった。夜を共に過ごしてしまえば、制約を護れなくなるからだそうだ。

　リティアの純潔には意味がある。それは、女性が口にしようとしていたことと繋がるのか。

（いや、今はそんなことより……）

　応接間の物音だ。

　ランプが落ちたとか、何かが落ちた程度ならまだいい。

　しかし、さっきの音はそういうものとは別物のようだった。きっとこの違和感は、人の気配がそうさせるのかもしれない。

　ベッドの上でリティアは震えた。シーツを掻き集め、頼りない防具で全身を固める。

　ゆっくりと足音が近づいてくる。

　心音はいつにも増して速い。

　扉の取っ手が、下りる。

「……っ」

　リティアは瞳を閉じた。固く瞑つむって、現実から背けるように。

　そんな彼女を格子窓の外、ゆっくりと晴れ間を見せる夜空から、月が照らした。

　半分の月が照らす部屋に侵入する足音は、ベッドの前で止まる。空を切る剣閃、鞘に納めるその独特な鋼の擦さっ過か音おんに、リティアはうっすらと瞼を開ける。

「…………え」

　いつの間にか照らされた室内に浮かぶ、途中で重なる二つの人影。

　天蓋の外からこちらを見下ろすのは、長身の男性のようだった。黒いローブに身を隠し、その腰から今しがた収めた剣の柄が覗いている。

「──ああ、よかった」

　安堵から漏れたような声。

　低声でありながら、耳に残る清涼感に、リティアは自分の目を疑った。

「嘘よ……嘘だわ、だって」

　信じられなくとも、目尻には雫が溜まっていく。

　ここは王城だ、国家の要とも言うべき堅牢であるはずの場所なのに。

「嘘ではありませんよ──リティア様」

　その声は、聞き覚えがあるだけでは済まされない。

　願い、焦がれ続け、忘れることのできなかった彼の声音だ。

　フードを取って、銀髪が月明かりを反射する。普段は撫でつけていた髪を下ろし、凛とした印象から好青年といった──出会った当初をどことなく思い出させてくれる。

　清らかな蒼眼は笑みに細まり、天蓋のカーテンをくぐってリティアにその顔を見せた。

「お待たせしました、リティアさ──」

　愛想笑いのような彼の微笑みを見届けることなく、リティアは真っ先に抱きついていた。彼の首にしがみつき、もう絶対に離さないとばかりに強くぎゅっと抱きしめる。

「遅いわ、遅かったわ……絶対、来ないって……思ってて……──フェルズっ」

「騒いではいけません、リティア様」

　しーっと囁きながら、口を噤む彼女の背中にフェルズは遅れて腕を回した。優しく抱きしめ、大粒の涙を零すリティアをあやしつけるように、ぽんぽんと叩き撫でる。

「遅れて大変申し訳ありませんでした」

　その言葉に、いいの、と体現するようにぶんぶんと頭を振る。

「お元気そうでなによりです」

　これにも頭を振って、フェルズの頬を細長い紅髪で叩く。

　元気ではあった。元気ではあったけれど。

　全部、強がりでしかなかった。

　だから、彼を待っていた。

　ずっと待っていたんだ。

「リティア様」

　苦笑して頭を撫でる彼に、リティアは肩に顎を乗せてむせび泣くだけになった。それでも離さないとばかりに抱きしめる腕が強くなるのは、フェルズのせいに違いない。

　彼の温もりにあふれる涙が止まらない。

　本当はありがとうと感謝を伝えたいはずなのに。

　口から出るのは嗚咽ばかりで、彼の手を焼かせるわがままなお姫様にしかなれない。

　それでも、彼は優しく抱き留めてくれた。

　穢れてしまったこの身体を、懐かしい香りで包んでくれた。

　命を懸けてまでこんな危険な場所に助けに来てくれた。

（ごめんなさい、わたしは一度あなたを疑ってしまったの）

　口にはできないけれど、胸の内に懺悔して、リティアは泣き喘ぐ。

　あの日の言葉は嘘じゃなかった。

　フェルズが笑う。

「お迎えに参上いたしました、我が主様」






　第三章






　雲間の月が隠れてから数時間。

　夜更けの街には篝かがり火びであふれていた。路地のその他一切の闇を取り払うように、王城も変わらず煌々と輝き続けている。

　あれこそ地上の星と言わんばかりの光景だ。

　馬を駆るフェルズの胴に片腕を回す。遠退いていく城下の街並みを眺めていると、不意に回ってきた彼の腕が背中へと押しつけられた。

「ちゃんと掴まっていてください」

「わ、わかってるわっ」

　そうは言っても、両腕を胴に回すなんて後ろから抱きついているような気がして、羞恥に顔が爆発しそうだ。ローブを借りてフェルズの温もりを授かってはいるが、それでも下はナイトドレスのまま。薄手の生地は肌の熱を伝えやすい。このまま抱きつけば容易く胸の高鳴りが伝わってしまうのでは、と普段よりも巡る思考に、リティアはむむっ、と眉根を寄せる。

「身体を寄せるのは恥ずかしいですか？」

「そ、そういうわけじゃっ……というか、その質問は意地悪よ！」

「申し訳ありません」

「わ、笑ったでしょ今！」

「つい、懐かしくて」

　ミントとのやり取りを思い出してしまうのです、と肩越しに告げられ、リティアは少しだけ不服という気持ちになった。これでは子ども扱いされているようなものだ。

　もう大人も大人で、知っていることも多くなった。それに……口に憚れるようなこともしたし、身体だって、と思い至ったところで、跳ねる馬にリティアは「きゃっ」とフェルズに抱きついた。

「そうです。素直にそうすればいいのです」

「素直って……わたしは、いつも素直でした！」

「なんでしょうか？　風でよく……」

「ならいいですっ！」

　リティアがそっぽを向くと、フェルズは楽しそうに笑う。

「素直なのは前からよく存じておりましたよ」

「……聞こえてるなら嘘つかないで」

　前からこんなだったかな、と普段よりも陽気に見えるフェルズに首を捻りながら、リティアは仏頂面になる。とはいえ、見ていてくれた嬉しさを隠しきれず、緩んだ口元を隠すように彼女は彼の背中に顔を埋めた。

　曇り空の下、闇夜の草原の端へと駆ける馬は西の大国、シルベール王国との境界へと差しかかっていた。

　追手の手は未だ遠い。

　追いつかれるのも時間の問題かもしれないが、と口にしたフェルズの言より、リティアは今を優先したかった。

　リティアには未来視の力がある。その力を使う方法だって知っている。

　だから、とフェルズを見上げる。

「どうかしましたか？」

「いえ……なんでも」

　耳まで顔を真っ赤に染めて、リティアはもしも、と自分に言い聞かせる。

　きっとフェルズであれば王子のように乱暴にはしないだろう。幸せに導くように優しく抱き寄せ、快楽を与えてくれるに違いない。

　ケルディオの言っていた通りなら、快楽が予見の力を発現させるきっかけになるのだ。あくまで予想であるが、犯されて自分が達するときに未来は視えていた。

　パターンさえわかれば、きっとどうとでもなる。

「少し速度を上げます。しっかりと掴まっていてください」

「は、はいっ」

　フェルズの言葉に素直に従い、リティアは密着するように身を寄せる。胸にある程度の抵抗はあったが、すぐに腕が回ってきて背中にもう少し押しつけられてしまう。

　律動は激しくなる一方で、不安が胸を過る。

　リティアは残してきたルミナに何もないようにと願いつつ、これまでの経緯を思い返した。





　　　　　◇◇◇






「お迎えに参上いたしました、我が主様」

　むせび泣くリティアをあやしながら、彼は言った。

　燕尾服を纏って撫でつけた銀髪の執事という装いを捨てた彼は新鮮といえば新鮮だった。闇夜に紛れる賊のようにローブで身を隠す彼は、腰の帯剣を揺らしてリティアから離れる。

「時は一刻を争います。リティア様、少し危険かもしれませんが一緒に来ていただけますか」

　頬を撫でる涙を指で掬い、フェルズは口にする。

「もしかすると、家に戻れない可能性はありますが」

「構わないわ……わたし、だって」

　あなたと一緒にいたいだけだから。

　ミントのことも、父母のことも忘れることなんてできない。フェルズを選ぶということは、すべてを捨てるというのにも等しい──別れる以前に口にしていた彼の言葉通りなら、なおさら。

「ねえ、ということは……フェルズはもう」

「ええ。お暇を頂きました。私の素性をすべて話した上で」

　月光に輝く帯剣の柄の先、緑黄色の輝きを放つ宝石にフェルズは視線を流した。つられてそちらを見るリティアに、彼は笑みを深めて自分の着るローブを被せる。

「それらはまた後ほど。今はすぐに出なくてはいけません。動けますか？」

　リティアは頷き、荒っぽく手甲で涙を拭う。

　腕を引かれ、天蓋の外に出る。ベッドを降りて、裸足で応接間に踊り出るリティアは一瞬、身体を包んだ冷気に身を竦めた。

　応接間のガラス窓が開いている。元々開閉できるものだろうとは思っていたけれど、外側から無理矢理に開けられた跡はなかった。

　むしろ鍵は最初から掛かっていなかったのではないか。

「寒くはないですか？」

「それなら、フェルズの方が……」

「私は大丈夫です。慣れていますので」

　ローブを脱いだ下は燕尾服ではなく、町民が着るような簡素なものだった。防寒はローブ一枚きり──それだけでも寒かったとは思うが──であり、肌の露出はなくとも、冷え込む夜気の中を進むには、シャツとよれたトラウザーズでは随分と頼りなく思えた。

　窓辺にかかる縄を確認するフェルズの背に、リティアは身を寄せる。

「後でちゃんと温まって」

「……はい、承知いたしました」

「ええ……ちゃ、ちゃんとよ？　命令だからっ」

　ロープに腕をかけ、きょとんとした顔をするフェルズに、大仰に頷き離れるリティア。自分のしたことがちょっとだけ恥ずかしくなって赤らむ頬を両手に隠すと、フェルズが振り返った。

「行きましょう」

「ええ……っと、怖くない？」

「下はすぐに地面です。二階程度なら、軽いものです」

「わ、わたしこういうの……はじめてなんだけれど」

「私が先に降りますから、万が一にも大丈夫かと」

　ほんとかな、と窓からそっと下を覗き込んでリティアは竦み上がった。

　窓辺に揺れる新芽吹かせる大樹を頼りにしながら降りていくというが、それにしてもこの高さは怖いもの以外何ものでもない。

　ロープを引き上げ、一定の間隔でこぶが作られているのを確認させられてから、リティアは早速窓からの脱出を試みることになった。

　先に降りていくフェルズが、大樹についた片手でバランスを取りつつ、器用に降りていくさまを見ながら、イメージトレーニングをしてみる。握力の心配は然ることながら、はじめての挑戦であるロープ下りは、淑女にはやはり荷が重く感じるところはあるが。

「……両手を広げられても、あのっ……」

　声を上げられないためか両腕を広げ、居館パレス一階の大浴場天井からフェルズが見上げてくる。

　使命から逃れるには相応の苦難は待ち構えているものだ。とはいえ、それにも限界があってもいいとリティアは思った。

「えいっ」

　現実は理不尽だ、とリティアは下を見ないようにロープを握り、こぶに足を乗せた。

　空中に浮かぶ不思議な光景と、城壁に守衛が誰一人としていない夜更けの静けさが、リティアに疑問を寄せる。だが、緩く吹いた風でも揺れるロープに考える暇などなかった。

　ややあって下り終えてフェルズに迎えられたリティアは、憔悴しきった顔で大きく息をつく。

「……きっとわたし、三度は死んだわ」

「お疲れ様でした。大変お上手でしたよ」

「褒められても……怖かったのよ、本当に！」

　しーっ、とここでも囁かれ、リティアはばつが悪そうに頬を膨らませる。

　だがしかし、これで終わりではなかった。

　ロープを回収したその後、大浴場の天井を降りるために大樹を下るか、天井の段差を二段降り、その後飛び降りるかの二択を迫られた。早いのは後者だが、きっと今度こそ死んじゃう、とリティアは前者を選び、命綱としてロープに括られながら大樹を下った。

「なかなか筋がいいかもしれませんね。リティア様、スポーツはお得意ですか？」

　天井から飛び降りるように段差を下ったフェルズを迎え、二人は城の裏手に向かう。

　ここにも守衛がいない。

　ぽつぽつと黒く濡れた雑草は見えても、雲間に消えた月に、あまり効かない夜目ではそれ以上の発見はできそうになかった。

「スポーツと何が関係あるのかわからないけれど……強いて言うなら乗馬かしら」

「バランス感覚に優れているのですね。では今後こういうときが来た際も平気です」

「二度とごめんだわ！」

　褒められているのか、からかわれているのか。

　はっきりとしない飄ひょう々ひょうとしたフェルズに、リティアはふて腐れながらも頬を緩めていた。

（これがきっと、本来のフェルズ……なのかな）

　しゃんとしていた執事時代と違ってリティアの斜め前を歩くのは、服装も違えば纏う雰囲気も若干柔らかくなった想い人。

　その背中は大きくて、温かくて。はじめて触れたはずなのに、どうしてか懐かしく感じて。

　小声ながら、緊張をほぐすように会話を挟んでくれる彼の気遣いは、以前より紳士めいていた。もしかしたら主従という関係は守っているようで、対等に接してくれているのかもしれない。

　彼なしでは生きられなくなった今、それは正しいのだと感じる。

　部屋を脱け出したリティアの現状は、国に逆らっているようなものなのだ。

　魔女は城へと幽閉される──噂だけでない事実は、きっと脱け出した後が怖いのだろう。実家に帰った魔女の話を聞かないのは、脱獄した囚人のように死刑に処されたに違いない。

　だとしたら。

（わたしは……見つかったら、どうなるの？）

　不安がリティアを掠め、足が次の一歩を踏みだせなくなる。

　土に汚れた裸足は、一時間も経たずに指先まで冷えきっていた。指先を探り合えば、感覚がちょっとずつなくなってきているのもわかる。

　それに、と。

　この身体はケルディオに穢されてしまった。一度は顔を合わせられないと思ったのに、フェルズを会ってしまえばそんな思いはどうでもよくなっていた。決意とはよく言ったものだ。

「リティア様……」

　振り返るフェルズは、ついてこないリティアに駆け寄った。

　静かすぎる夜闇に紛れて、フェルズの帯剣が細かな擦過音を立てる。

「怖いですか？」

　肩を抱かれ、顔を上げた一瞬、映り込むフェルズの表情にリティアは首を振る。

　心配はさせたくない。でも、怖いのは変わらない。

「大丈夫です、私がいます」

　勇気づけられる一言は、胸にじんわりと熱をもたらしてくれる。

　けれども怖気づいた自分を奮い立たせるには、それだけでは足りなかった。

　想い人を見上げると、どうしてか首筋にじんわりと鈍痛が走った。

「……フェル……ズ？」

「どうか……」

　口を噤むフェルズに、リティアは痛みに目を細めた。

　緑黄色の輝きが、聖火の如き紅髪を照らしている。

「これが……魔女の」

　フェルズの言葉を聞き終える前に、リティアの意識は視界を埋める凄惨な光景に奪われた。

　未来の啓示。

　だがそれはすべて正しいとは限らない。

　視えた未来を避ければ、別の分岐を迎える。

　明日孤独に死ぬはずだった病人に家族を呼び寄せたら、死期は一日延びたという。

　心の持ちようで何かが変化したのかもしれない。

　だとしても、今視えた未来が真実であれ、別の可能性を探り当てることは可能なのだ。

（だから……今のは）

　──絞首台に倒れる、血に染まったフェルズの姿。

　焼きついたように瞳から離れないその惨さん憺たんに、リティアは首を振った。

　立ち止まろうと、彼と一緒に逃げ延びようとこの未来が変わらないのだとしたら。

　──いや、だとしても。

「行きましょう、フェルズ。早く」

「リティア様、お身体は」

「大丈夫よ。ちょっと足裏が痛いくらい。でもお荷物にはならないから」

　さっきまでとは別人のように、はきはきと口にするリティアに、フェルズは儚げに視線を落とした。

　脱獄は果たされていない。城外に出なければ完全とは言えない。

　敢然とした様子でフェルズの後をついていくリティアは、ぎゅっと拳を握りしめた。

　噛みつく夜気がどうした、吐く息の白さがどうした。

　怖がったままでいれば、今の未来が現実のものとなる。

　輝きを失った魔女の刻印が熱を持った。

（わたしが……フェルズを殺させない）

　そして、二人で幸せになる。

　馬小屋に入る想い人の背中を追いかけながら、リティアは星のない夜空を見上げた。





　　　　　◇◇◇






　その後、リティア達は抜け穴から城外へと出た。

　王城を囲う城壁に密着するように建てられた馬小屋には、小さな穴が空けられていた。まるで誰かがひっそりと後から付け足したような不細工な壁の穴は、厩うまやの管理人の仕業だという。

「仕事で城を脱け出せない使用人達のため、キューピッドを演じたのだと聞いています。毎夜、馬小屋の穴の先で待ち合わせを可とし、数分だけ睦み合う時間を設けていたとか」

「優しいのね、その人」

「いえ、でもちゃっかり取るものは取っていたので、あながちそうも言えませんが」

　木々の生い茂る林道。

　リティアは馬の背で揺られながら、フェルズの語る話に耳を傾けていた。

　城で以前働いていて、今は隠居した使用人に知り合いが何人もいるようで、どうにか忍び込むルートを確保したのだという。

　知らぬ間に人脈を広げていたことに感心するリティアに、フェルズは「あなたのためです」と平然と口にした。

　それは従者としてか、はたまた想い人のためか。

　言われる身としては嬉しいけれど、だからと浮かれてばかりもいられまい。

「水……？」

「もう近いですね」

　ざわざわと葉々がひしめく中、リティアは水の流れる音を耳にした。ゆっくりと並足になる馬の荒い息を共に聞きつつ、周囲を見渡すフェルズの脇から前方を眺める。

「小屋があるわ」

　森の奥、清流の流れる側に、おんぼろの小屋が一件あった。

　屋根から伸びる煙突に煙は立たず、灯りもない。朽ち果てるのを待つだけのようなその小屋のもとへと、しかし馬はゆっくりと進んでいた。

　先の呟きに応えるように、フェルズが首を傾ける。

「ここがとりあえずの目的の場所です。暖炉は使えませんが、代わりに寝所は整えています。すきま風もないですし、身を寄せ合えば寒さも和らぐでしょう」

「身を寄せ合えばって……フェルズ、あなた……っ」

「これも逃亡生活をするとなれば当然のことになります。今のうちに慣れて頂ければと」

「慣れろって……そんなの」

　無理に決まってるじゃない。

　声に出せないまま、恥じらいを隠すようにリティアは、フェルズの胴に回した腕の締めつけを強くした。婦女子の腕力では痛めつけられずとも、淑女の憂いぐらい気づいても悪くないはずだ。

「寒いのですか？　もうすぐですよ」

「寒いけどっ……もうっ」

　先に馬を降り、差し伸べてくれる手を取ってリティアは馬から降りた。拗ねたように、ふんっ、と川辺に向かうと、冷たい水に足をつける。

「冷たっ……温かなお湯がよかったわ」

　王城内の大浴場を思い出す。

　湯加減に優れ、いつまでも浸っていたいと思わせるあの幸福の時間は手放すには惜しかったと今になって後悔が滲む。けれども、城のどこであれリティアの身体はケルディオに狙われる。

　考え直せばお風呂の安寧と幸福を捨てた結果、フェルズとの生活を手に入れることができた、とも言える。軽すぎる対価の裏には死神がチラつくが、それはさておき。

「抱き上げてくれるかしら、執事様？」

　川辺で水を蹴り上げるお嬢様に遅れて歩み寄ってくるフェルズを見上げて、リティアはそのほっそりとした脚を伸ばす。

「また土で汚れるのは勘弁なの。わかるでしょ？」

「わがままが過ぎますよ、リティア様」

「何よ、靴を履かせるぐらいの時間を設けてくれなかったからでしょ」

「ヒールの靴しかなかったでしょう。平履きの一足でもあれば、冬の川で足を洗うこともなかったでしょうに」

「……そんなの……仕方ないじゃない」

　フェルズの言葉にまともな反論が出ず、リティアはあえなく口を噤んだ。

　抑えきれない不満に耐えきれず、お嬢様は両足をばたつかせる。飛沫を上げる水面に、執事は仕方ないというように苦笑いを浮かべると彼女の膝裏に腕を通し、肩を抱いた。

　ちょうど横抱きにするように持ち上げるフェルズは、一気に大人しくなったリティアを見る。

「これでよいでしょうか？」

「え、ええっ……苦しゅうないわっ」

「恥ずかしいのであれば命令なさらなければよいでしょう」

「そ、そんなことないっ、ないわよっ！」

「暴れないでください、リティア様」

　抱きかかえられながら、憤慨に耳まで真っ赤にして足をばたつかせるリティアに対し、冷静に言葉を返すフェルズ。

　対照的な二人に嘶く馬を背に、リティアは抱えられたまま小屋へと入った。

「中はまあ……普通ね。外見があれだけに、ちょっと小綺麗に感じるかも」

　リティアを下ろし、フェルズは近くにあったランプに火を入れる。

　淡い橙色の灯りに、ぼんやりと照らし出される室内は古ぼけた外観に対し、妙に真新しく感じた。天蓋はなくともベッドはあるし、若い木目の床に天井、果ては壁全体が新しく張り替えられているようだ。

　すんすん、と鼻を鳴らして一、二歩進むと、リティアはフェルズに振り返った。

「木の……それも欅けやきかしら。いい香りね」

「ありがとうございます。いつかリティア様をここへ、避暑地として案内しようと考えていたので、掃除のついでに新しく板張りさせてもらっていたのです」

「そう、だったの……へえ」

　執事だけでなく、大工仕事までこなせるなんて。

　並大抵にできることでもない。さすがに一人ですべてこなしたわけではないだろうが、それでも彼の仕事ぶりは圧巻の一言に尽きるものがある。

　それに感心したと同時に、聞くことのなかった彼の素性が、リティアには気になっていた。

　一応、今現在は逃げ延びて落ち着いている。後ほど、と流されてしまった話題に興味をせっつかれるが、しかし訊いてもよいのだろうかと不安も過る。

「それではとりあえず、リティア様はお休みになって……」

「あ、あのっ！」

　ランプを床に置き、ベッドを整えながら語るフェルズに、リティアは声を上げた。

　やはり今訊かないのはむずむずしてたまらない気がした。

　知りたいのだ。フェルズのことを、早く、もっと。

　神妙な面持ちになるリティアに手を止めると、フェルズは笑みを作って振り返った。

「どうか、されましたか？」

「いえ、その……フェルズはさっき、執事を辞めたって言ったじゃない？　だから……その」

「私の素性、ですか？」

　ハッとしてリティアは何度も頷き、しかし不安になって一度目線を逸らすと上目遣いになった。

　親にお願い事をする幼い子のように、おずおずと目の前の元執事へと問う。

「訊いても、いいの？」

「……」

　フェルズは答えなかった。代わりにベッドシーツを整え、リティアに手招きする。

　ランプに近づくたび、足元から延びる影が濃くなった。ベッドに辿り着くと腰を下ろすよう指示され、ゆっくりと腰を下ろす。

　爪先が宙に浮いた。足元に膝を突くフェルズはその片脚を取り、ランプに照らされて真っ赤になる指先を労わるように手のひらに包み込んだ。

「えっと……汚いわ」

「先ほど洗っていらっしゃったではないですか。汚いはずがない」

「でも……んっ」

「それに、冷たい。温めなければ凍傷の危険もあります」

　甲を撫でながら、指先を揉みほぐされてリティアは息を漏らす。

　頬が照り、とくん、と心臓が鳴った。温かい。自分の手のひらはひどく冷たいのに、フェルズのそれは温もりに満ちている。皮膚を通じて彼の体温が入ってくるような気分になる。

　じんわりと熱を帯びる胸。翡翠色ジェードの瞳を細めるリティアに、フェルズはマッサージを続けながら口にする。

「私の生まれはここより西、シルベール王国でした」

「シルベール……」

　海に面し、内陸にあるヴォルブルクとはまた違った風土や文化が根付く大国。

　一度は憧れた彼の国の名を繰り返すリティアに、「ええ」とフェルズは続ける。

「ですが、育ちはヴォルブルク王国になります。物心つく頃にはこちらにいて、故郷について知ったのは数年前……ハーミット伯爵の下へ転がり込む少し前になります」

「そう……でもそうなると、どうして口にしてくれなかったの？　平和協定を結ぶ国同士、差別や争いの火種になるようなことは一切……」

　リティアの言葉を聞き終える前に、フェルズが首を振る。

「そうでもないのです。この国に根付く魔女信仰が、そもそものきっかけでもあります」

「魔女……じゃあ、あなたが隠せと言っていたのはそれが……？」

「はい。リティア様、指先を開いたり、閉じたりしてもらってもいいですか？」

「え？　ああ、うん」

　随分と温まり、ゆっくりと開閉する裸足の指先は、先ほどよりも滑らかに動く。それに頷くと、残る片脚をフェルズは手に取る。

「あっ……」

　またも漏れた声に、リティアは口元を手で隠した。朱に染める頬を知らず、フェルズはマッサージを再開させながら、話を戻す。

「魔女であることを隠しておけばよかったと口にしたのは、耳にしていたからです。王や王子の横暴、魔女達に向けられる凌辱のすべてを」

　ぴくっとほとんど無意識にリティアは腿を揺らした。

　しかしフェルズは足先を両手で握りしめたまま、動かない。いや、何か言葉を選ぶように考え込んでいるようだった。

　そして。

「……それって、ねえ──」

　リティアが声を震わせた、その時だった。

　覆いかぶさるように、急に立ち上がったフェルズに、リティアはベッドへと押し倒されていた。背中に腕を回され、真正面から抱きしめられる格好で、天井をいつの間にか見上げていたリティアは、理解するのにぼーっと数秒。

　烈火の如く、顔から火を吹いた。

「ふぇ、フェルズっ……あ、あのっ、ねえっ！　ねえったら！」

「申し訳ありません」

　目を回して、背中を叩いて。困惑しながらも喜んでいる自分に今は違うでしょ、と律しつつもそんなもう一人の自分もまあいっか、と心変わりしようとする現状にさらに動転して。

「ね、ねえ……もういいでしょ？　その……こう、いうのは好き同士、じゃな……きゃ？」

　彼を落ち着けさせようと躍起になるリティアだったが、しかしそうして冷静になる自分の耳に入ってくるのは、聞いたことのないフェルズの涙声だった。

「間に合わなかった……本当に、申し訳ありません……っ」

　フェルズが何を言おうとしているのか、リティアは一瞬のうちに理解した。

　ケルディオ・ヴォルブルクの思うまま蹂躙されつくしたすべてが、脳裏を過っていく。

　彼との間に好意的なものは一切ない。ただ一方的に身体を愛され、穢され、用なしとなれば捨て置かれるだけ。ドレスを剥かれ、時にはメイドの目の前でめちゃくちゃにされて──リティアの心はそのたびに傷つき、ズタズタに切り裂かれた。

　最後の一線を守るように、リティアはいつしか快楽に溺れるようになり、ただすべてを忘れるためにケルディオの口づけを、手しゅ淫いんを求めた。

「……本当にっ」

「あなたは悪くない、大丈夫よ。フェルズ」

　苦々しい過去に眉根を寄せ、リティアは瞼を閉じる。嗚咽を滲ませる彼の頭を掻き抱いて、ゆっくりと撫でた。

　するりと通る細い銀髪が、ランプの炎で淡く色づく。白い吐息は宙に霧散していき、胸に抱く彼の温もりに感じていた寒気を忘れていく。

　ねえ、聞いて、とリティアは実家にいた頃を思い返す。

「わたしは自分の意思で城に出向いて、フェルズの忠告を無視したの。魔女は国の宝、栄光そのもの。彼女達がいなければ、今のヴォルブルク王国はない。

　だからわたしもそれに憧れたし、否定されたから譲れなかったの」

　フェルズの言葉は最後にはリティアに届いていた。彼が執事として留まらなければ、父母の心配もなく、ハーミット伯爵家滅亡の危機までも想像していなければ──きっとリティアは、彼の言葉に従っていた。

　好きだったから。

　理由なんてあれこれ考えなくてもその一言に収しゅう斂れんされるものだ。

　わたしリティアはフェルズを愛しているのだから。

　今も変わらず、きっと前よりも彼を愛おしく感じているのは間違いない。何を言われようと、彼の言葉はリティアに正しい道を指し示してくれる。周りから見れば間違いであったとしても、リティアにとってはそれが正解であり、何よりの幸せであるのだ。

　盲目だと言われてもいい。

　彼に寄せる想いは、最初から間違いと言われて仕方のないものだったのだから。

　正しい道を外れてしまっているだとしても、自分がよければこれが間違っているはずがない。

　リティアは瞼を閉じる。

「わたし、でも本当のことを言うと、行きたくなかったの。魔女になると制約が多いって噂に聞いていたし、なってみたらなってみたで本当に軟禁されたし、家にももう帰れないんだって落ち込んだし、牢獄に繋がれた囚人のような気分だったわ」

　でもね、とリティアはフェルズの肩を持ち上げる。

　静かに聞いていた彼は蒼眼を濁らせ、滴を一滴、リティアの頬に落とした。

「リティア様……？」

「フェルズはわたしに約束をくれたじゃない？　窓辺にランプを毎夜置いてほしいって。わたしの目で見えなくても、耳で聞こえなくても。きっとフェルズはこれを見て、わたしの無事を知ってくれているのかなって思ったら、今まで耐えてこれたのよ、本当に」

「……リティア様」

　ぎゅっとフェルズを抱き寄せ、リティアは随分と自分が大人びたような気がした。

　いや、きっと本当の意味で大人びてしまったのだろう。

　たった数日とはいえ、家を出ていろんな経験をしてしまった。本来であれば婚姻前の男女が肌を合わせるような機会なんてあり得ないと思っていたのにこんなにも早く経験してしまったし、よもや人に見られながら肌を合わせてしまった。

　羞恥に死んでしまいそうになったのも何度もある。だがその悉ことごとくを乗り越え、リティアは今、フェルズを胸に抱いている。

　彼は変わっていない。むしろ幼くなったような気分だ。

　耳元に囁くように、リティアはふっと微笑んだ。

「だからありがとう、フェルズ。迎えに来てくれて」

「……──っ」

　腕の中の青年は感極まったように抱きしめる腕を強めた。苦しくはなっても息ができないほどではない。むしろ嬉しく感じる窮屈さに、リティアはさらに頬を緩める。

「リティア様……私は」

　すると、フェルズはむくっと起き出して、その頬を滑る雫のすべてを服の袖に拭い捨てた。




「──僕は、あなたを愛しています」




「……ぇ？」

　突然の告白に目を点にしながら、俯ける彼の顔を見上げるリティア。

「あ、あのっ……なんでここで、告白……？　というか、えっとその……？」

「もうこの気持ちを止めることはできない。もうよいでしょう。僕は今まで我慢してきた。あなたへの気持ちをひた隠し、最後の最後まで直接口にするのを避けてきた」

『私は、あなたを失いたくないのです』

　別れ際、フェルズが口にしたあの言葉。

　考えなくとも、彼の私情だけが込められた発言に深い意味などなかった。ただ彼の好意を勝手に受け取り、それを思い出に押し込めようとしていた自分に、バカだわ、と叱責する。

　動揺して視線を泳がせるリティアの肩を掴み、フェルズは言った。

「だから、他の男が触れた痕が許せない……僕は、あなたのすべてが欲しい。すべてを僕で染めたい……だからっ」

「ちょっ、ちょっと待っ──んあっ、んっ、ちゅ……ぁっ」

　逸るフェルズを冷静に戻そうとして言葉を挟んでも身動きが取れない身では意味がなかった。

　顔を背ける間も持たず、フェルズに唇を奪われた。

　眦に溜まる雫を弾くように瞼を閉じ、滑り抜けて侵入してくる舌を受け入れると、リティアは自ら絡め合わせた。歯列を撫で、合わさる舌を味わうように吸い、唇を甘噛む。

「んちゅっ、あっ、はあ……んむっ……ちゅ……あぁっ、ん」

　おかしな気分だった。

　荒々しく求めてくるケルディオの口づけと違って、初々しい気もするフェルズのキスは甘く、蕩けるような気分になる。優しく気遣うように這う舌は、しかし貪欲にリティアを求める王子のようなしつこさがない。

　いつしか啄むようなキスに流れ、吐息があふれる。彼の頭を抱き、銀髪を指で梳くリティアに、ローブの内側に入り込むフェルズの手のひらは熱くなっている乳房へと迫った。

「あ、んっ……フェルズ、待っ……んぅ」

「申し訳ありません、もう……」

　謝りながらも手は止まらず、緩く止めようとしていたリティアの細腕から力が抜ける。そっと性感に耐えるようにフェルズの腕を握り、乳首を捏ねられた瞬間にきゅっと力が強まった。

「可愛らしいリティア様を見ていたら、止まらなくて」

　下腹部がじん、と熱を帯びる。

　きっと濡れている。数日と犯され続けた身体の感度は上がっていて、それがフェルズに探られていると自覚すればするほどに、あふれる熱量は増していく。

　つられて鈍痛と共に、首筋の紋様が輝きはじめる。

「ああ、フェルズ……っ、んぅ、あっ、んんっ」

　ローブの前部分を開かれ、ナイトドレスから乳房をまろび出すと、フェルズは夢中になってむしゃぶりついた。舌でしごくようになぞられ、吸い上げられる。その瞬間にビクッと腰が跳ねて、羞恥を感じるも、すぐさま片手にもう一方の乳房を撫でられ、喘ぐ他に考えが及ばなくなる。

　何も考えられないのに、リティアはただ幸せを感じた。

「フェルズ、わたしっ……あなたのこ……と、んぅ……あぁっ！」

　伝えたい言葉が口に出せない。でも、それでもいい。

　乳首をねじられ、こね回される。大きく円を描くように、乳腺を刺激するように荒っぽく揉みしだかれ、リティアは大きく息を吐いた。

　フェルズは止まらない。

「……あっ、ん、あぁぁっ、くあっ」

「上げますね、リティア様」

　乳房に飽き足らず、細い腹、臍を辿るくすぐったさを追ってくるのは、迷わずドレスの裾を上げて探られる繁みからの快楽だった。

　胴を貫くように駆け抜けるその刺激に、乳首はさらに硬くしこり、フェルズにしゃぶり尽くされる。痛いほどに張っているのに、もたらすのは充足感と飽き足らない快楽のるつぼだ。

「あっ、だめ……そこっ、ぉ、んぅっ」

「ここが、いいんですね」

「違っ……やっ、んぅ」

　蜜口を探り、淫核に触れられると、弾けたように熱が迸った。

　味をしめたようにフェルズが皮を剥いて、充血した淫核を撫でる。漏れそうになる声を食いしばって耐えるけれど、それも時間の問題だ。びくびくと身体は反応して、蜜は止めどなくあふれている。ベッドの下に降りている足はほとんど力なく開ききっていた。

　頭がおかしくなる。

　それなのに、リティアは貪るようにフェルズに口づけをせがんでいた。

（ああ、わたし……わたしは、もうっ……）

　淫らだ。淫らになり過ぎて、フェルズに嫌われてしまうかもしれない。

　でも、彼が悪いのだ。快楽を与え、こんなにも充足感を与えてくれるのだから。

「ん、あっ、ああっ……やっ、だめ……だめよ、もうっ……ぅあんっ！」

　ちかちかと目の前が明滅する。

　同時に広がる緑黄色の輝きに、リティアは未来を視た。

　しかしそれは城を脱け出す際に見えたものと同じ。フェルズが絞首台にいるものだ。

　まるでこの睦み合いを邪魔するような予見に、リティアは目の前の愛しい彼を抱きしめた。

「愛してるわ、フェルズ……わたしっ、ずっと、前からっ……あっ、んんっ」

「僕も愛しています……っ、リティア様……！」

　やっと口に出せたと思うと、軽い痙攣を伴ってリティアは達した。

　返ってくる愛の言葉を耳にすると、その声だけで連続で達しかけてしまう。いけない。そんなふしだらな女──頭とは裏腹にフェルズにベッドに足を乗せてもらうと、自ら口づけをせがみ、舌を絡める。

「ちゅっ……んむっ、ん……ぁはあっ……フェルズ……あっ、あんっ」

　彼の名を呼ぶたび、下半身が疼く。

　この身体の穢れを上塗りして消そうと、リティアの腰はフェルズの指の動きに沿って浮いた。ずぷずぷと簡単に埋没していく指が肉襞を撫で、蜜を掻き出す。あふれる吐息を食まれ、乳房はまんべんなくこね回された。

　身体が熱い。冬の夜更けだというのに、今が夏のように感じる。

「感度がいい……それがまた、妬ましく思ってしまう僕はいけない男でしょうか」

　自嘲気味に言うフェルズに、リティアは紅髪を振り乱すように首を振った。

「いいのっ……それで、あっ、あなたは……んっ」

　そのフェルズが好きなの──言葉にならない想いは、口づけで返す。吸われた舌を取り戻すように、彼の真似をして吸い返す。そして中空で絡み合わせた舌の間を艶めかしい橋が渡った。

「よかった……それなら」

　とフェルズは攻勢を一度止め、シャツを脱いだ。

　細く鍛え上げられた肉体に見惚れるのも一瞬、カチャカチャという音と共に、腰の帯剣、トラウザーズまで脱ぎ捨てる。ベッドの下に落ちた剣も衣類も気にすることなく、ランプの灯りに映し出される影は激しく揺れた。

「これが……フェルズの」

　勃起したものをちゃんと見たことはなかった。

　風呂場でケルディオに襲われた際、まだしな垂れていたものなら見たことはあるが──ここまで大きくそそり立つものなのか。

「怖いですか？」

「いえ……その、立派、だったから」

　寝ながらまじまじと見つめるリティアに、フェルズは苦笑する。

「なんだか照れますね……」

「見せられてるわたしのほうが……恥ずかしいわ」

　それもそうですね、とフェルズは顔を背けるリティアの足元に腰を下ろす。

「あっ……焦らさないで……ねえ、ん、ぅ」

　仰向けになって片手を目元に乗せる彼女の秘部を指先で撫で、浅い挿送を繰り返す。じゅくじゅぷと音を立てる蜜に笑みを浮かべるフェルズは、誘うように瞳を細めるリティアに覆いかぶさった。

「あむ……はあ、ん……ねえ、フェルズ」

　軽い口づけを交わし、熱に蕩ける瞳でリティアはフェルズを見つめる。

　密着する胸元から心音が伝わるようだ。今もどくどくと波打っているのが、どちらのものかも知れない。荒い息のまま、リティアは彼の頬に手を添えた。

「愛してるわ、フェルズ」

「ええ、僕も愛しています、リティアさ──」

　フェルズの唇に人差し指を添えて、そっと首を振る。

「違うわ、リティア……リティアって呼んで」

「……」

　困ったように眉根を寄せ、苦笑いを浮かべるフェルズに言い訳するようにリティアは続けた。

「二人きりのときだけでいいの。嫌なら、そのままでも……」

「嫌ではありません。ただ、忘れてしまいそうで怖いのです。あなたへの忠義を」

「忠義なんてそん……なんっ、あっ……もう」

「申し訳ありません、リティア」

　不意の口づけに頬を膨らませるが、敬称なしに名前を呼ばれたことで笑みがこぼれてしまう。

　甘い時間はまだ続く。

　上体を起こし、白くほっそりとした両脚を広げるフェルズに頬を染め、リティアは横を向く。

　次に起こることを知っている。

　ケルディオに奪われず、残されていた純潔。

　魔女の純潔は意味を持つ。彼が特別視するその一点において、詳細を知らなければ重要性は希薄である。

　だからといって、この一瞬を逃すこともない。

　フェルズと一つになる。それ以上に今、幸福を得られる瞬間があるだろうか。

「来て……──フェルズ」

　あてがわれた男根に、少しの恐れと期待とが入り混じった感情に、リティアは揺れる。

　これで彼のものになる。

　誰がなんと言おうと、リティアとフェルズが結ばれた事実は変わらなくなる。

　このときをどれほど待ち望んだか、と。

　瞼を閉じ、その裏に深い闇を見たそのときだった。

『ううん、あなたは知らなくていいの。ただ、あなたは純潔だけ──』

　夢に見た女性に言われた一言。

　あれは、一体。

「……待って」

「どうか、しましたか？」

「ううん……違うの、なんだか……ううん」

　片隅で引っかかる純潔の後の言葉は、リティアに迷いを生じさせた。

　熱に浮かれていた頭が醒めても、身体の火照りは収まらない。だが、彼女の言葉を思い直してケルディオの言葉と重ねると、どうしてもその一線は越えてはいけない気がしてしまう。

「ねえ、フェルズ……それ、痛い？」

　上体を起こし、ぺたんと座り込むリティアは、屹立する肉棒を見つめ、フェルズに問う。

「痛かったら、どうすればいいか教えて？　わたし……まだここはダメ、なのかもしれなくて」

　下腹部に手を当てながら、リティアは自分でも不思議な感覚を言葉に表す。

　どうしてそう思うのか、ちゃんとは理解していない。けれどもあの女性の言葉の続きを勝手に想起し、本能が叫ぶのだ。

　純潔だけはまだ誰にも奪われるな、と。

　ケルディオだけでなく、フェルズに対しても。

　来るべきときにのみ、破ることが許される。そう感じて、リティアは震える男根に手を伸ばす。

　熱を持つそれはなんだか別の生物のようだった。形はとてもかわいいとは言えないけれど、かっこいいとも言えない。端的に言えば、グロテスクであった。

　けれども、それを求める自分がいるのも確かだ。

「……しごいてもらっていいですか？」

「しごく……上下に？」

　頷くフェルズに従って、リティアは緩く握ったまま、上下に動かした。息を漏らすフェルズの表情と手の中のものを交互に見て、どこがいいのかを探る。

「いいです……リティアは上手ですね」

「そう、かしら……よくわからないのだけど」

「いえお上手です。ただ、少しお願いを聞いてもらえますか」

「お願い？」

　耳に髪をかけながら、リティアは笑みを作る。

「いいわ、なんでも言って」

「では、その……」

　フェルズは言葉を切ると、言いづらそうに頬を掻いた。

「口で咥えてもらえますか？」

「く、ち……？」

　腫れ上がる怒張を見つめ、リティアはフェルズの言葉を反芻する。

　口に入れる。無理ではないにしても、入るかどうか……試してみなければわからないが、しかし手だけでなく口でもするなんて。

「嫌なら、大丈夫なのですが」

「大丈夫よ、できる。できるわよ。わたしを誰だと思ってるの」

　あなたの主なのよ、とリティアはごくりと喉を鳴らした。

　しごく手は止めず、どう咥え込んでやろうかと瞬きを数回。熱く見つめ続けてある決心をつけたリティアは、「えいっ」と男根を咥え込んだ。

「んむ……じゅぷ……んっ、ふひゅ」

「あっ……リティア」

　熱塊が口腔を焼くような感覚と、少しだけしょっぱい味。

　きっと手と同じようでいいのだと思い、上目遣いに感じている様子のフェルズを見上げ、思い思いにしごく。手で根元の方を上下させて、屹立の先の方を唇と内頬でしごき上げる。
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「お上手です……っ、すぐに出てしまうかもしれません」

「ふぇる……？」

「喋らないでください……ぁっ、くっ」

　ごめんなさい、と口にしようと思っても、なんだか苦しそうなフェルズに、リティアは黙ってしごくことだけに懸命になった。

　味と共に男の人の香り──フェルズの香りにくらくらとする頭は、のぼせたように思考を閉じ、リティアをまた情欲の海へと放り出す。

　濡れやすい繁みが刺激を求め、つい腰が浮きそうになる。唇でなぞるたび、裏を舌で舐め上げるたび──びくっと震える男根に感じてくれているのだと知り、リティアは嬉しくなって頬張る。

「いきます、リティア……いいですか？」

「え、……あに？」

　困惑するリティアが口を離そうとすると、我慢ならないとばかりに苦悶に染まる表情で、フェルズに頭を抑えられた。

「──んんっ、ぐぅ……!?」

　喉奥に放たれた液体に、リティアは驚いて息が詰まった。

　同時にあふれてくる白濁液に、目を白黒させるリティア。その眼前に、吐き出した男根がぷちゅっとさらに精を放出する。

　頬に貼りついたそれは、触ると粘々としていて、少しだけ生臭い。

　味は彼のものと変わらず、飲み込もうとすると喉に少し引っかかるぐらいか。悪くはないけれど、量がいかんせん多かった。

「……大丈夫ですか？　リティア」

「う、うん……びっくりしただけだから」

　口元を手で覆って、口の端についた白精を舐め取る。綺麗になったところでシーツに零れてしまったものにリティアはフェルズを見上げた。

「大丈夫です、取り換えれば済むので」

　それよりも、とリティアは抱きしめられた。

　優しい温もりに身を預け、自然と笑みを浮かべて言葉が紡がれる。

「愛してるわ、フェルズ。何度言ったって尽きない」

「私も……何度だって口にします。もう遮るものなど何もないのですから」

　愛してる、と唇を合わせるだけの口づけをし、二人は顔を見合わせて笑い合う。

　そこでふと、リティアは思った。

「『僕』から『私』に戻っているわ」

「……はい？」

　首を傾げるフェルズに、リティアはだから、と続ける。

「告白してから『僕』って言っていたのに、もういつものに戻っているわ。さっきの方が可愛らしくて素敵だったのに」

　そこまで言ってようやく合点がいったように、フェルズは苦笑した。

「ああ、それは……昔の名残なのです」

　昔語りの続き。

　睦事を終え、朝陽を地平線に迎える頃になって寝物語を聞かせるように、フェルズが口にする。

「執事長に強制されていたのですが、昂たかぶると今も出てきてしまうんですよ、僕と」

「出会った当初は……あ、でもあの頃はあまり」

「そうです。ボロが出ないように近づかず、また必要以上は話さないようにしようと」

　寡黙な青年の一面を垣間見たリティアは、ふふっと笑みを零した。

　恥ずかしげに語る彼の昔語りに聞き入りながら、窓の外を見る。青紫に染まる森の彼方、山稜に顔を出すのは落ちかけた半月だった。

　いつの間にか雲は晴れ、しかし星のない青紫の空が広がっている。やがて朝焼けに染まる空はきっと鮮やかな橙色でそれは綺麗なのだろう。

「ねえ、フェルズ」

　リティアは冷えてきた半裸の身を寄せ、逞しいフェルズの胸元に頭を預ける。

「ずっと一緒よ、わたし達」

「ええ」

　ゆっくりと閉じていく重たい瞼に笑みを残して、リティアは眠りに落ちた。

　城を脱け出し、馬で駆け、愛を誓い合った。

　夜の内にすべてこなした彼女の体力はもう限界だった。長い紅髪に手を入れられ、くすぐったそうに声を漏らすリティアに、フェルズは笑みを落とす。

「私はあなたの傍にいつまでもありますよ、リティア」

　額にキスをし、ゆっくりとベッドに寝かしつけると、フェルズは服を取った。

　着替えを終え、ローブを最後にリティアに被せると小屋を出る。

　その先に見据えるのは木々の向こう──丘に建つヴォルブルクの王城。

「離すことはない。もう絶対に、だ」

　自分に言い聞かせるようにも聞こえるその言葉は、ランプの灯りと共に消えていった。
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　テーブルに拳が振り下ろされた。

「どこに行った……ッ、まだ見つからないのか」

「近辺はすべて捜索いたしましたが、なんとも……伯爵領に派遣した部隊の報告はまだ」

「もういい」

　陽が昇り、囀る小鳥が枝葉から飛び出す午前の間。

　リティアにあてがわれた居館の一室で、ケルディオは憤慨していた。

　応接間は開かれたガラス窓からの寒風にカーテンを揺らし、茶金色の鬣を乱す。整える気もなく、風に流すだけのケルディオは席を立った。

　そしてガラス窓の下、一階の大浴場天井に残る枯れ葉を見ながら舌打ちする。

「……おい、牢の看守に言伝だ」

　半円のアーチを描く扉前で縮こまっていた守衛に振り返ると、垂れ下がる前髪を掻き上げた。

「魔女出来損ないを数人、俺の部屋に寄越せと伝えろ。いいな」

「し、承知いたしました……」

「なるべく早くだ。父の……王妃に乞うよりはまだましだろう」

　放蕩に耽り、今は無能と化した父でも、現状はヴォルブルクの王に相違ない。

　彼の膝元──事実上の実権を握る現王妃は父よりも正気を保っている。気が狂ったように我欲の成すまま、昼夜問わない父に抱かれるだけの淫蕩の日々を過ごしていたとしても。

　底の知れない瞳の奥を思い出し、ケルディオの背筋に悪寒が走った。

　今もどこからか視られているのかもしれない。

「……クソが」

　吐き捨てるように走り去る守衛の背を見送り、自身も廊下に出る。

　魔女は捨てるほど有り余っていた。

　しかし、身体のどこかに刻まれた紋様を確認しても、達する瞬間の緑黄色の輝きが放たれようとも──彼女らはケルディオの宿願を形作ることは叶わなかった。

　昼間の空を見上げ、薄くなった月の影を辿る。

　残り五日。

　リティアをそれまでに見つけ出さなければ、あと少しで届くはずだった願いはまた遠退く。

「お前は俺のものだ、リティア」

　その身体も、魔女の力も──すべて。

　深い藍色の瞳の奥、渇望の火は滾り盛っていた。
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　二日が経った。

　追手を逃れたリティアは胸に枝をいっぱいに抱えて川沿いを歩く。大小様々な石の上をひょいっと飛ぶようにして進み、やがて見えてくるおんぼろの小屋の入口へと回る。

　曇り空の昼下がり。

　焚き火の加減を見る銀髪の青年の後ろ姿に嬉しそうにリティアは駆け寄った。

「フェルズ、取ってきたわ」

「ああ……ありがとうございます」

　顔を上げ、笑みを見せるフェルズにつられてリティアも喜色を浮かべる。そうして焚き火の傍に大量の枝を置くと、彼の隣にくっつくように座った。

「火よりもやっぱり、くっついている方が温かいわ」

「そうですね」

　言葉少なに笑みを深めるフェルズは枝を数本手に取ると、乾燥具合を確かめてから焚き火に放った。その周囲で枝に刺さる魚が油を滴らせ、じゅっと音を立てる。

「もうすぐ食べられそうですね」

　あれから二日。

　それだけの時間が経ってなお、リティア達はこの場所に留まり続けている。

　移転場所がないわけではない。ここよりも安全圏は西の山を越えればいくらでも存在する。だというのに、フェルズの薦めも聞かずにあと少しとリティアは渋っていた。

　王城からの脱走、職務放棄……いくらでも挙げられる罪の数々を背負う身は、今すぐにでもここを離れたがっている。けれども、理性はそれを抑え込もうと予見の記憶を辿らせた。

　火を見つめながら瞳を細める横顔に、リティアは瞼を伏せる。

（きっと今宵が最後なのだわ）

　視えた未来をフェルズに伝えることはなかった。

　何度となく啓示をもたらす刻印の鈍痛は、ここ二日で目に見えて増えていた。川辺で足を滑らせそうになったり、樹皮で手のひらを切ってしまったり。すべて魔女の予見の力が知らせてくれていたにも関わらず、リティアはその大半を避けられずにいた。

　注意力が足りないのかもしれない。けれど、避けた先で新たな障害にぶつかることも少なくなかった。

　それは視えた未来を変えれば、その先が予測不可能であることを明示していた。

「どうです？」

「あ、ええ……ありがとう」

　頃合いを見て取った一本の焼き魚をリティアに渡すと、フェルズはもう一本を手に取り、その腹に食いつく。すぐに吐く息の白さが濃くなる彼に、リティアは冷ますように焼き魚の腹にふーっと息をかけた。そうして口づけ、小さな歯型をつける。

「うん……これ、美味しい」

　塩味がはっきりとしていて、噛むほどに味が滲み出てくる。ほどよく焦げた皮目の香りが鼻腔をくすぐり、リティアはいつの間にか二口、三口とかぶりついていた。

「はしたないですよ、リティア」

「だっひぇ……んっ、く……仕方ないわ。美味しいんですもの」

「食べながら話さない」

「今、途中で飲み込んだわ！」

「その前はダメでした」

「相も変わらず厳しすぎるのよ、フェルズは。もう執事でもないでしょ？」

「口、ついてます」

　唇の端を親指の腹で拭われ、リティアは思わず赤面して顔を俯けた。

　ここに来てからも世話になりっぱなしだ。手伝うことはできても、その大半は軽い雑務程度で、リティアが手伝ったところで効率が上がるようなものはとてもない。

　お嬢様として何もしてこなかった人生が胸に刺さる思いになる。

　だからか、ぽつりと。

「……ありがと」

「え？　なんでしょうか」

　呟くようにして言うと、フェルズがわざとらしく首を傾げた。

「もう一度、言っていただけると嬉しいのですが……ダメですか？」

　その表情はとても聞こえなかったとは思えない笑みに満ちていて、リティアは耳まで真っ赤に沸騰させて唇を震わせた。

「んっ、うぅ……い、いつもありがとうございますっ！」

「はい、どういたしまして」

「う、うぅ……っ」

　この人絶対にサディストだわ、とリティアは涙目で焼き魚にかぶりつく。

　またこれが美味しいから憎たらしい。火加減を見ながら煙が多く出ないよう調整しつつ食事する元執事の万能性を横目に、リティアは唇を突き出してそっぽを向いた。

　プライドは崩せない。

　だが、このままではいけないことも知っている。

　──今宵、ここに居続ければ二人とも捜索隊に見つかってしまう。

　リティアが視た未来は至極単純なものだった。

　夜半、眠っている最中に小屋は囲まれ、リティア達は捕縛される。フェルズは牢に、リティアは部屋に監禁され、躾けるようにケルディオにまた抱かれてしまうのだ。

　のちにフェルズは死刑──二度も視た絞首台のフェルズの姿をここでも垣間見た。

　だがこの日まで待たなければ、フェルズは即座に殺される予見があった。絞首台を待たず、捜索隊によってリティアと共にいるところを襲撃され、反抗の最中に刺され──

「……っ」

　パチパチとなる火の粉に、リティアは視線を傾ける。

　未来を変えることができるのなら、と。

「食が進んでいませんね……寒いですか？」

「ううん、もっとくっつけば平気よ」

　二本目を手に取るフェルズに笑みを返しながら、リティアは身を寄せる。

　そうして胸に決心して、リティアは魚の残る半身を頬張った。




　夜は長かった。

「あっ……うぅんっ……んっ、はぁ……あぁっ！」

　毎日ベッドの上で身体を打ちつけ合う。

　貪り合うと言ったほうが正しい情欲にまみれた月夜に、リティアは一心に腰を振っていた。

　跨るのはフェルズの腰の上。挿入はせず、ただ擦れ合う刺激に豊かな乳房を揺らす。

「はぁ……もっ……む、りぃ……やぁっ……んぅっ……！」

「もう少し……もう少しです……っ、リティア」

「わたし……っ、も……あ、やぁ……あっ！」

　フェルズに腰を掴まれ、無理矢理に前後される。押し潰されながらもそれを跳ね返そうとする剛直は鈴口にリティアの淫核を引っかけ、意識を飛ばそうとしてくる。

　透明な液を垂らす男根の上で、リティアの蜜が合わさり、淫靡な水音を立てる。ぴちゅ、くちゃ、と聞いているだけで耳が犯されていくような感覚に上気した頬をさらに火照らせ、リティアはフェルズの胸板に手をついた。

「はあ……、はあ……フェルズぅ……んあ、んんっ……」

　筋肉質で押してもびくともしない胸筋は、触れているだけで火傷しそうなほど熱い。乳首を撫でるように指先でつまむと、苦しそうにフェルズの表情が歪む。

「欲しがりですね、リティアは」

「だって……ぇ、あっ」

　舐められるばかりではあれだと昨日覚えたての技は、しごくようにこねれば怒張がびくびくと反応する。蜜口を包む下唇がそれに刺激されて、甘い刺激が身体を駆け抜けていくのだ。たまらなくそれが気持ちよく、リティアは何度でもフェルズの乳首をこねた。

「それなら……僕も……っ」

「あっ……だ、め……っ、ああんっ」

　ふるふると誘うように揺れる乳房の先は、もうすでに固く大きくなっていた。

　フェルズに吸われ、しごきあげられるたびに腫れたように膨らんでいた乳首は、触れられただけで痺れるような快感を与えてくれる。

「んっ……あ、はぁ」

　軽く達しかけて仰け反るリティアを追うように、寝そべっていたフェルズが上体を起こす。

　冬の寒空の下、小屋の中とはいえ二人揃って裸で抱き合う。しかしもうすでに何度も達していたリティアは発熱したように全身が熱を孕んでいて、フェルズも少し汗ばんでいるようだった。

　おざなりに脱ぎ捨てられた服はベッドの傍に、床に直置きにされたランプは、淫蕩に耽る二人を象った影絵を壁に転写する。

　窓から見える空は相変わらず雲に覆われていて、森の奥で行われ続ける淫行を黙認するように月を隠していた。

「いく、あっ…………待って、んっ……ねえ、フェルズ……」

「どうしました」

　浅い口づけを交わしながら、腰を動かすのは止めない。止められない。蕩けきった翡翠色の瞳は愛しい男以外を映さず、フェルズの余裕のない表情を、膨れ上がる男根に意識を集中させるだけになっている。

　たがが外れたように、リティアはフェルズを求めた。

「好き……っ、大好き……あっ、あんっ……好きぃ……っ！」

「ええ、僕も好きです……愛してます、だからっ」

　一緒に達しましょう、とフェルズが腰を浮かせた。

「……あ、ぅ、ひぅ……あッ!?」

「挿れないから、その代わり……っ！」

　目を白黒させ、リティアは天井を見上げた。

　星が舞っているような気分だ。下から突き上げられる感覚が、蜜壺の縁を擦られるたびに襲ってくる。これが挿れられたときには──想像するだけで膣はきゅうっと締まり、蜜があふれる。

「もうすぐ……行きますよ、リティア……！」

「は、はい……っ、あっ、むっ……はあ……！」

　フェルズの首に腕を回し、リティアは彼の頭を押さえつけるようにキスをする。舌を絡め、息ができなければ彼の吐息を吸って、貪るように唾液を啜った。

　嚥下していく彼のすべてが内から、外からは擦る男根によってリティアを犯し尽くし、彼だけのものへと変化させていく。

　そうして、一瞬の瞬きの後。

「いきます、リティア……！」

「あんっ、う、んっ！　……んんぅ、あっ……はあ、ああっ！」

　同時に打ちつけた男根から熱い白精が真っ白な腹に迸ほとばしり、続けてリティアが大きく痙攣した。どくどくと脈打つフェルズのそれは続々と熱い飛沫を上げ、細く浅い臍まで犯し尽くした。
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「……はあ、はぅ……あぁ、ん」

　フェルズによってゆっくりと寝かしつけられたリティアは、覗き込むように自分の腹を見た。まったく衰えを知らないフェルズの怒張と、撒き散らされた白い飛沫が視界に入る。

「ああ……元気ね、フェルズは」

　そっと撫でるように白い粘液に人差し指で触れると、ねばつくそれにふふ、と微笑む。

「汚れますよ、リティア」

「別に……いつもフェルズの方がよっぽど汚いことをしているわ」

　ここに口なんてつけて、とリティアは秘部を指さして、恥ずかしそうに脚を閉じる。

「だからこれも変わらないわ」

　見せつけるように、指先についたものを舐め取る。

　塩気のある少し変わった味。知らない味に食感は好ましいというほどでもないが、それでもフェルズのものを取り込むことは、ある意味でリティアを満たしてくれた。

「これだから……リティアは」

　ため息をつきながら、フェルズはリティアの腹を布で拭った。これ以上されてはたまらないとでもいうように、即座に拭き終えると、床に落ちた下着と服の一式を持ってきてくれる。

「終わるといつも寒くなっちゃうわね」

「だから服を着るのです。風邪を引かれてもここには医者はいませんし」

「わかっているわ。でも、肌を合わせていた方が温かいわ」

「ですから……」

「着ます。着ますってば！」

　聞き分けのないわがままな娘を持った父のように嘆息を漏らすフェルズに、リティアは急いで下着から、何枚もの服を重ねて着込む。さっきまで丸裸であった淑女は着太りしたように膨らみ、スカートから覗く脚の細さが不釣り合いな印象を思わせる。

「やはりドレスがリティアには似合いますね」

　寝支度を済ませ、抱き合うようにベッドに寝直すと、フェルズは触れる程度の口づけで称賛する。聞き飽きた賛美でも、彼からのは特別なもののように感じて、リティアはつい頬を染める。

「それはそうよ……あなたの恋人なのですもの」

「恋人だと何か違うのですか？」

「綺麗に映るのが当然なの」

「はあ、そうなのですね」

　胸を張ってそれっぽいことを口にすると、感心したように頷かれてしまう。なんだか恥ずかしいことを言った気がして頬紅が濃くなるが、リティアはそれよりも、と話を逸らすように恋人の頬を両手で挟んだ。

「もう寝るの。明日にはもう……ここを出るのだから」

「……！　はい、承知しました」

　驚いたように瞳を見開くフェルズは、「一つ理由を訊いても？」と言った。

　快くリティアは頷き返しながら、心の奥底では騒ぐ本音に蓋をする。

「ここには何もありませんが、何かやり残したことでもあったのですか？」

　不思議に映ったことだろう。それでも理由を訊かずに待っていてくれたのは、そこにおよそ自分では計り知れない事象が生じていることに気付いていたのかもしれない。

「まさか……何度か明滅していた魔女の力によるものですか」

「……それは、うん。そう」

　合っている。間違ってはいない。

　ここまで時間稼ぎをしていたのは、彼に時間を設けるためだ。

　逃げればすぐに殺され、捕まれば猶予を持って殺される。

　生き残る確率はこちらの方が高い。城の厚い警備をかいくぐって助けに来てくれたほどの彼なのだ──牢に繋がれたところで、逃げる算段などいくらでもあるだろう。

　だから、きっと。

「明日じゃなきゃダメだったの」

　失敗さえしなければ、フェルズだけでも逃がすことができる。

「……」

　ランプの灯りが揺らぐ。

　見つめたまま動かないフェルズが何を考えているのかは読むことはできない。洞察力にも長けているとしたら、幼稚なリティアの思惑などバレてしまうのだろう。

　一生懸命に考えた策をもう一度練り直さなくてはいけなくなる。

「ど、どうしたの？　フェルズ」

「いえ……なんでもありません」

　瞼を閉じ、フェルズは本当に何もないとリティアに背を向ける。

「ねえ、フェルズ……」

「……」

　その大きな背中に身を寄せるリティアは、確かに彼の心音を聞いた。ゆっくりとした力強いそれは、安心させてくれると同時に、離れたくないと寂せき寥りょう感かんばかりを生じさせる。

　頬を擦りつけるように背中に抱きつきながら、リティアは滲みそうになる涙を堪えた。

「愛してるわ、フェルズ」

　その言葉でようやく振り返ってくれたフェルズは、すぐにリティアを力強く抱きしめる。何事かよくわからないまま彼の背に腕を回し、その胸に顔を埋めた。

「私も愛しています、リティア」





　　　　　◇◇◇






　森が騒めいている。

　常緑樹の間に葉を枯らして春を待つ木々を見つけながら、リティアは獣道を歩いていた。

　先日通ってきた道とは別──うなじに輝く刻印が示す方角にランプをかざして、慣れない平履きで凍えた土を踏む。

「寒い……」

　着込んでいたとしても、夜気はリティアに食らいついてくる。手足の先から霜や冷えに襲われ、ベッドに横たわるフェルズの温もりが恋しくなる。

　だが、彼のもとに戻るということは、二人で大人しく捕まる未来が待っているということだ。

　フェルズが絞首台に上がる可能性が極めて高くなってしまう。

（だから……この方法しかないのに）

　戻りたくなって、つい後ろを振り返ってしまう。

　渺みょう渺みょうたる闇は帰り道を塞ぎ、選び取った選択肢の通りに進めと背中を押してくる。

「……わかっているわ」

　こうしなければ、フェルズが助かる可能性はゼロのまま。

　きっと自分が出ていっても、可能性が一にも二にもなるとは限らないにしても。

　森の切れ目、その奥に広がる平地から迫る灯火の群れに、リティアは瞳を細めた。

「……ほう、自らお出ましとは」

　木々の合間を抜け、リティアは低草の生い茂る地面にランプを置くと、眼前で止まった黒曜の馬を見上げた。

　──ケルディオ・ヴォルブルク。

　その背後に控える十数騎とある捜索隊も同時に馬を止め、王子の動向を見守る。

「随分と見すぼらしい格好になっているようだが」

「どうでも……いいでしょう」

　掲げた松明に顔を照らされ、歪める顔を楽しそうに覗き込む悪趣味な王子は馬から降り、リティアの細腕を掴む。

「ああ、どうでもいい。その通りだ。お前から出てきてくれるのであれば、他の魔女を駆り立てなくともよかったというに」

　高笑いに持ち上げられ、リティアは後ろから、ケルディオに抱えられるようにして馬に跨った。

　この別れは永遠のようなものだ。

　例外はあったにしても、前回のようなことが二度と起こることはない。リティアの警備はさらに厳重に、また城内外においても人員は厚くなる一方だろう。

　潤む瞳を閉じ、彼の身を案じて見えない星に願った。

「寒かっただろう、リティア。さあ、早く戻ろう。温かなベッドが君を待っている」

「そんなこ……っ」

「リティア」

　言葉を塞ぐように顎を掬われ、耳元に寄せる吐息がリティアに悪寒をもたらす。

　わかっているよな、と言いたげな藍眼は震える淑女の手を撫でるように握り、こう言った。

「逃げた罪は重いと知れよ」

「……っ！」

　耳元で囁く悪魔のような言葉に、リティアは凍りつく。

　最初からわかっていた。理解していた。だとしても、直接囁かれる恐怖に勝るものなどあるものか。

　据わっていた覚悟が揺らぎ、リティアの目尻にさらに大粒の雫が浮かんだその時だった。

「────ッ」

　森から聞こえた声にリティアは振り返った。

「……──フェル……っ」

　ケルディオの後ろに広がる、深々たる木々に反響する叫び声に耳を凝らし、リティアは思わず出た言葉に自分の口を両手で押さえた。

　だが、隠し通すにはボロが出過ぎた。

「おい、森に数名派遣しろ。人でもなんでもいい、見つかるまで帰ってくるな」

　それと、と怯えた瞳で見上げるリティアに柔らかな笑みを浮かべ、その頭に手を乗せる。

　彼は表裏で違う顔を持っている。

　ああ、これは。

　これは、ダメだ。

「──見つけ次第、殺して構わない」

「…………」

　声は出せなかった。

　押さえつけてくる手に歯を食いしばり、森に木霊する声に首を振った。

　失敗した。どう足掻いてもこれは大失敗でしかなかった。

　自分から出向けばいいなんて誰が考えたのだろう。リティアだ。リティア・ハーミットだ。何も知らず、魔女と祭り上げられただけのただの少女が策を練ったところで──

　涙があふれる。しかし、やめてと声を上げれば、確かにそこに人がいたことを証明してしまう。

　もう手遅れなのは知っていた。でもせめて、と秀麗な美貌は今や食いしばる歯と止まらない涙でぐちゃぐちゃになっていた。

「戻るぞ」

　ケルディオの号令に従い、森に向かった三騎の騎馬隊を残し、黒曜の馬を先頭にして捜索隊の帰路編隊は組まれる。

　闇が凝る平原をしばらく行くと、以前見た街門が聳そびえ立っていた。

　街に灯りはない。

　彼女を迎える煌びやかな大通りは記憶の彼方に、寒風に震える我が身と、酒に酔い潰れて通りの端でよろよろと歩く男ばかりが目につく。

　開かれた酒場では乱闘の声が響き、制圧する者のない街路は酒臭に満ちていた。

　昼間とは別人のような顔がそこかしこに覗けてしまう。

　王城の袂にしては治安が悪すぎると感じても、捜索隊の誰しもが、ましてやケルディオさえ令を発さずに黙認し、王城への道を突き進んでいく。

　この国はどこか狂っているのかもしれない。

（だから、フェルズは……）

　一緒に逃げよう、と言ってくれたのかもしれない。

　だがそれも、今このときに思うには遅すぎた。







　──そして、次の日の朝。

　一人の捜索隊員が、男の首を持って帰ってきた。






　第四章






　思い出してしまうのは、きっと一番楽しい記憶だからだ。

　森を探索して、迷子になって、でも男の子と一緒に駆け回って一緒に泣いたあの夜は怖かったけれど、楽しかった記憶の方が随分と残っていた。

　痛みはいずれ忘れていく。

　生きる上で要らないものは段々と排除されていくものだ。

　記憶も、想いも。

　きっとどこまでも忘れていく。

　最期には何も思い出せないまま、楽しかったなという朧げな記憶と共に天国に旅立っていく。

　だから今このときの痛みでさえ、忘れさせてくれるはずだ。

「あっ……もう、む……嫌ッ……あっ、ああっ……んぅっ！」

　片腕に抱かれ、痙攣するリティアは天井を仰いだ。

　斜陽となって切れたランプを照らす陽が差す朝。

　潤んだ繁みの奥からどぷっとあふれ出してくる蜜は変わらず、シーツを汚し続ける。潮を吹くように染みを広げていく一方で、力なく左右に広げられた内ももを撫でる男の手は休むことを知らなかった。

「そこっ……だめ……っ、あん、んっ、ああっ、うっ、く……はあ、はぁんっ！」

　粘液を啜るように今まで指を沈めていた蜜壺に顔を埋めたかと思えば、細工をするように腫れ上がる小粒大の淫核の皮を剥き、指でこねくり回される。

　乳房はそのたびに形を変えて揺れ、冬の寒気にしこり、充血した。

「もうダ……めっ、ぇ……ぐぁ、んぅ……まっ、んむっ……ちゅ、ぐむっ!?」

　その機を逃すまいと乳首に狙いをつけ、身体中を蹂躙するように男の手が這い回る。

　片やこねられ、片や蜜に飽きた男に吸われ。

　たぷたぷと揺れる乳房の弾力を味わうように両手で揉み上げられると、刺すような刺激の後にうなじの魔女の刻印が明滅を始める。

　茶金色の前髪を掻き上げ、さあ仕上げだとばかりにリティアに跨ると、ケルディオはそそり立つ肉棒を荒い吐息をする薄桃色の唇へと押しつけた。

「舐めてくれ、リティア。できるだろう？」

「……はあ、……はい、でき……んっ……ぐっ、ぶぷ!?」

　ゆっくりと開く小さな唇を、すぐに我慢ならないとばかりに押し広げ、高熱の肉塊が口腔を犯し尽くす。覆いかぶさる王子の身体の熱にさらに霞む思考は、どうしてか繁みを濡らそうと蜜を作る身体に疑問ばかり浮かべていた。

「歯は立てるな。そうすればどうなるか、わかっているだろう」

「ん、んっ、……はぁ、むちゅ……っ、あっ、はふ」

「返事もできないのか。困った魔女だな」

　腰を沈められるたびに息をするのもやっとな上に、繁みを指で撫でられ、舌でねぶられ。ひくつく蜜口が指にでも舌にでも侵されてしまえば、もう理性を保っているのもバカらしいものだ。

　舐めしゃぶる舌をさらに深く味わおうと、リティアは無意識に腰を浮かす。乳房も彼の裸体に押しつけ、熱に炙られる乳首を屹立させて自ら捻りしごいた。

「うんっ……はぁっ、……んっ、んぅ、んんんっ！」

「達したか。なら俺もイこう──耐えろよ」

　犯される苦しみを味わうぐらいなら快楽に呑まれる方がマシだ。

　そして、リティアは果てた。

　広がる首筋の鈍痛に合わせ、視界を明滅させる。思考が蕩けていくのを自覚しながら、どっと身体にのしかかる疲労感を染めるように──ピストンを速めた腰から、白濁が口腔にあふれる。

「ん、んんっ……ごほ……っ、あっ、あぅ……う」

「上手くなったじゃないか、リティア」

　受け止めきれず口端からあふれる白精は、汗に濡れる紅髪に垂れる。

　ぼんやりと天蓋を見つめ、荒い息を吐くリティアの視界からケルディオの衰えない男根が消え、代わりに汗を滲ませる精悍な顔が登場した。

　枕元に沈むリティアの頭に手を伸ばすと、紅髪がぐしゃぐしゃと撫でられた。褒めているのだろうか。理解できない仕草にリティアはぼーっとその顔を眺めるだけで、口の端から流れる彼の子種をどうにかしようという気も起こさない。

「ありが、とう……ざいます」

　人形のような美貌を白精に染め、翡翠色の瞳からは光を消して。

　そして読み上げるように口から紡がれた感謝の言葉には、感情がこもっていなかった。

　続いて視えた未来をリティアは語った。

「今日も大したものは視えてないようだな」

　だが今回の未来視にはあまり興味を示さず、ケルディオはベッドを降りた。トラウザーズに足を通し、シャツのボタンを閉めていく。

「そうだ、何か願いはあるか」

　気まぐれに告げられた言葉に、翡翠色の瞳に若干の光が戻る。

　気だるげな疲労感に動かすのも嫌になる半身を翻し、リティアは応接間への扉に手をかけたケルディオを見た。

「……部屋を出たいわ」

「部屋を？　なぜ」

「窮屈だからに決まっています」

　思案顔になるケルディオは、しかし悪い返事を寄越そうという気はしていないようだった。その証拠に、ならば、と前置いて再びベッドへと近づき、腰かける。

「従者付きで居館は自由にさせてやる。図書室も、だ。だが、それ以外は許せない」

「なぜですか」

「知らなければよかったと思うものがそこにあるからだ」

　冗談だ、とリティアの細い肩を叩き、すぐさまケルディオは応接間を出ていった。そしてバタン、と扉が閉まろうという間際、慌てて何者かに取っ手が掴まれた。

　その細い手はふう、と小さなため息をつくと、大急ぎで扉を開き、扉止めを嵌め込む。

「リティア様……！」

　結われた銀の髪に、流れるのは薔薇色の視線。

　ルミナだった。

　彼女は以前と変わらないメイド服で、幼顔に悲愴にも近い表情を浮かべ、白濁に濡れるリティアの介抱に走る。

「こんなに……っ、今、綺麗にしますからね！」

「いいの、いいのよ……ルミナ、わたしは」

「いえっ、そんなわけにはいきません……！　私には、ルミナにはっ……リティア様の穢れ落としぐらいしかできないのですから」

　涙を堪えるような震えた声で、「ちょっと待っててくださいっ」と応接間に向かうと、お湯の張ったタライを持ち込む。

　この身体では風呂場に行くのも億劫になると察して、ルミナが持ってきてくれたのだろう。

　湯気の立つタライは、緊張や疲労に固まっていた身体をほぐしてくれる。布を敷き、その上に座らせられたリティアは、その長い紅髪を湯に垂らすようにルミナに指示される。

「溶かして取らないと後で絡んでしまうんです……リティア様もわかっているとは思いますが、髪は女の命……勝手に犯されてよいものではないはずですっ」

「そう、なのね」

「そうですともっ」

　言葉数の少ないリティアに無理矢理にでも笑顔を作るルミナだったが、やはり目に見えて憔悴する彼女に、笑みも引きつりを隠せない。

　とはいえ、集中して髪を湯で洗うにしても、それはそれで無言の時間が続く。

　リティアはよかったが、ルミナが許さないようで、適当な話題を振っては苦笑いに別の話題を持ってくる。よく尽きないものだと感心する一方で、静かにしないかなと益やく体たいのないことを思うリティアの心は荒んでいた。

　森に出た捜索隊が男の首を持って帰ってきてから一日が経った。

　昼夜を問わず抱かれ、よもや朝を迎えているとは思わなかったリティアは、自覚してようやく身体が時間に追いつき、濃くなる疲労感に目元を拭った。

「沐浴が終わったら眠ってもいいかしら」

「それは、もちろん大丈夫ですっ」

「じゃあその後でいいから、一緒に居館を回ってくれないかしら」

「部屋を……出られるようになったのですか？」

　うつらうつらとする頭でリティアは頷き返す。

「そうみたいなの。だから、気分転換に、ね？」

「は、はいっ」

　薔薇色の瞳が見開かれ、喜々として頬が上気する。

「よろこんで、お供させていただきます！」

　興奮して鼻息を荒くするルミナのスカートの裾から、どうしてか犬の尻尾のようなものが見えた気がしたが、それはきっと幻覚の類いだろう。よほど疲れているようだ。

　沐浴をさっさと終え、リティアはベッドのシーツを変えてもらったのちに睡眠を取った。

　丸一日、昨日のことが思い出せない。

　惰性的に過ごしていたのだけは憶えていて、また枯れるほどに涙を流して目元を腫らした記憶もある。しかしそれ以上に回復が早く、目元の腫れは引いたし、どうしてか、悲しみも快楽に身を任せればある程度落ち着いていた。

　恐ろしいものだとリティアは思う。

　人間の一番の長所は慣れることであり、短所も同時にそれだと感じてしまう。慣れてしまえば大抵のことはどうにかなってこなせるようになるが、逆に言えばそれに従って新鮮味や興味が薄れていくのは仕方のないことだ。

　子供の頃の悲しい思い出も、辛い記憶も、大人になればすべて笑い話に変えることができる。後ろを振り返って引きずるばかりでなく、前を向いて一緒に歩けるようになったということなのだろう。

　ゆえに振り返ることを忘れ、その痛みを捨て去り、都合のいい記憶だけを残す。

　人間はなんて利口にできているのだろう。

「……フェルズ」

　フェルズ・レンズ。

　今は亡き──いや、きっと生きているはずの元執事の名を呟き、リティアは目を覚ました。

　目尻から伝い流れる温もりを手甲で拭って、はっきりしない思考を巡らして窓辺に視線を流す。

　陽はもうすでに傾き、随分と時間が経っていたようだった。

「お目覚めになられましたか？」

「……ルミナ？　どうしてここに」

「お約束されたので、待っていたんです」

　ベッドサイドテーブルに置かれた水瓶をグラスに傾け、ルミナは笑みを添えて差し出す。

「今日は気分転換、やめますか？」

「そうね……ううん、行くわ」

　せっかく待っててもらったのだし、と上体を起こし、リティアはグラスを受け取った。

「ありがとう」

　常温でもひんやりとした清水に喉を鳴らす。

　夏ではないにせよ、汗をひとしきりかいた後ではやはり水はありがたかった。瞬く間にグラスを空にすると、「おかわりは？」とルミナが水瓶を掲げる。

「ありがとう、もらうわ」

「はい、よろこんでっ」

　グラスを受け取り、ルミナは水を注いだ。

「飲んだら、いいかしら」

「大丈夫です。準備万端ですっ」

　遠出するわけでもないのに張り切るルミナに、リティアは苦笑を滲ませる。

　彼女が元気に振る舞ってくれる分、気持ちの落ち込みが抑えられている。無理矢理に留めているに過ぎないが、ルミナの笑顔には随分と助けられた気持ちになる。

　それゆえにあの日、何も言わず出ていってしまったことを後悔させられる。

　王城への帰参後、顔を合わせたルミナは気にしなくていいと言ってくれたが、もしかしたら命に関わるような問題だ。職を失うだけにしろ、春を前にした冬の厳しさに一人放り出されるのは堪えるものがあるだろう。

「私はリティア様さえ幸せであればいいのです」

　対面から一カ月も経たないというのに、彼女はそう言ってのけてリティアを抱きしめた。

　小さな背丈からは想像できない温もりに涙が堪えきれず、二人して涙を流し合ったが一昨日か。相変わらず花を咲かせるルミナを見ていると、愁しゅう眉びを開く想いになる。

「じゃあ、行きましょうか」

　受け取ったグラスを一息に煽ると、リティアはベッドを降りる。

「では、お召し替えをいたしますね」

　手を差し出すルミナに連れられ、化粧台の前に通される。姿見をセットに置かれたその前で絹のドレスから、淡い赤紫のドレスへと着つけられる。

「身体への負担も考えて、コルセットはなくても大丈夫ですね。リティア様は細いですし、十分です」

　深い谷間を大きく露出した大胆な胸元以外は落ち着いていて、袖に向かうほどにフリルが広がる。シックな色合いとは裏腹にガーリーな装いに、リティアは袖を引いて、両手を開く。

「かわいいわ、これ」

「ですよね、リティア様にとてもお似合いです」

　ふふっ、と微笑んでルミナは化粧を薄くまとめると、リティアを寝室から連れ出した。

　半円のアーチを描く扉を開き、廊下に出る。月の満ち欠けが彫られた外扉の表面に一度振り返りつつ、リティアは案内に前を行くルミナに遅れないよう、早足にヒールを鳴らす。

「どこに行かれますか？」

「そうね……えっと」

　四階まである居館は、それぞれの階で趣が異なっていた。

　大浴場も兼ねた使用人の暮らす一階部分、リティアだけでなく他の魔女が暮らしているのだろう二階、三階には食堂を、四階の最上階には王子や国王の住まいを、と。

「……と、ここまでは聞いた話で、ほとんど二階より上は行ったことがないので、わからないんですけどね」

　頬を掻いて恥じるルミナは、説明を終えた上で首を傾げる。

　どうしますか、と。

　そこでふと、ケルディオに言われたことを思い出す。

「図書室……ってどこにあるの？」

「ああ、それは……」

　ルミナは歩みを止め、来た道を引き返すように踵を返した。

「一階から大広間を抜けたところです。第二王子のミルディン様がよく立ち寄られる場所です。でもあまり人前に出たがらないので、滅多にいないのですが」

「そう、なの」

「はい。まだ六歳ですし、仕方ないです。お城には大人しかいませんし」

　年齢を聞いて、リティアは驚いた。

　ケルディオの年齢を詳しくは知らないが、彼はきっと自分よりも歳は上だろう。二十歳の境を越えただけの屋敷でぬくぬく育った垢抜けない娘より、過酷な戦場を生き抜いてきた彼の方がよほど人生経験は豊富だ。

「ケルディオ王子の歳は……もっと上よね？」

「そうですね、今年で確か二十三ですね。並ぶと兄弟というより親子に見えます」

　言ってから、これは内緒ですよ、とルミナは慌てて人差し指を立て、しーっとした。

「そ、そう……ちなみに、ルミナっていくつなの？」

「え……それ訊きます？」

「訊いたらまずかった……？」

「あ、いえ……そうでもない……んですけど」

　一階へと続く階段へと引き返しながら、ルミナは眉尻を下げた。

「驚かないでくださいね？　みんな嘘だって驚くので」

「大丈夫、そんなことで驚くようなことはしないわ」

　これでも色々と経験は積んできてしまったのだ。見た目と年齢がズレているというだけで、そんな目を白黒させるようなこともあるまい。

「じゃあ、言いますけど」

　一階へと降り立ち、大広間へと進路を向けるルミナに従い、リティアがついていく。忙しく歩き回る執事やメイドはすれ違うたびに立ち止まり、礼をしてから去っていく。律儀に返すルミナはあるところで立ち止まると、目の前には扉の開け放たれた大部屋があった。

「ここが図書室です。ちなみに私は二十七です」

「ああここが……って、嘘でしょ？」

「ほら、言いました。リティア様は嘘つきです」

　目に見えて落ち込む素振りをするルミナに、リティアは慌てて両手を振った。

「ち、違うの！　だって、そんな……十代後半か、それかわたしと同い年とか……思ってて」

「リティア様はちなみにおいくつでしたっけ？」

「二十歳……」

「ですよね、知ってます」

「る、ルミナ……っ」

　すたすたと歩き去ろうとするメイドに、リティアは縋りつく。ごめんなさい、と謝りながら自分より年下に見てしまった、今聞いた中では最年長の女性の白けた視線を、一身に受けながらも止める手を離さなかった。

　その姿に、ルミナはふっと笑みを漏らして、ため息を落とす。

「……もう、冗談です。フェルズ様と同じ思考をされているようで、ちょっと不愉快です」

「フェルズ？　ねえ、今あなた」

　抱きしめる腕を解いて、真正面に見据えるルミナに、リティアは縋るようにまくしたてる。

「ルミナ、あなた一体……」

　人差し指を唇に当てられ、「しーっ」と口にするメイドは、自らの髪を指差し、笑ってみせる。

　フェルズと同じ色。しかしそれだけでは意味などわかるわけがない。

　理解を示さないリティアに、ルミナは周囲を見渡して誰もいないことを確かめると、リティアに耳打ちした。

「フェルズ様は生きておられるのです」

「……っ」

「待って。声は上げずに」

　図書室へと手招くと、ルミナは書架の陰にリティアを引き込んでさらに口にする。

「フェルズ様は今、リティア様を助けるための策を練っておられます」




　リティアは目を凝らし、棚から取った本を見るフリをして視線を横に流した。

　やっぱり、十代前半の女の子にしか見えない。

　彼女がよもやフェルズが送り込んだスパイだなんて……いや、信じられるはずもなかった。

「どうかしたんですか？」

「いえ、なんでも……あ、おすすめの本とかある？」

「えっと……あまり読み物はしないので、おすすめできるものが実はないのです」

「そうなの。じゃあ、ちょっと散策してみるわ」

　承知しました、とリティアの言葉に頭を下げるルミナは、彼女の後ろをついて歩く。ひょこひょことついてくる幼女の姿に、ああ、どうしよう、と罪悪感のようなものがまだ胸を刺す。

　彼女は、今は普通に過ごしてほしいと言った。

「フェルズ様は、助けるまでは耐えてほしい……と、酷いことこの上ないですが、リティア様に言伝する機会がくれば伝えてほしいと仰られていました」

　快楽に任せて好き勝手に抱くケルディオの横暴に耐えろと、そういうことなのだろう。

　今すぐは苦しいのは知っている。フェルズがそれでも身を案じてくれているのはわかる。

　けれども。

「好きな女が他の男に抱かれるのとか……普通、いいの？」

「よくないですよねー」

「そうよ、なんなのほんとに」

　同調するルミナにそうだそうだと頬を膨らませ、リティアは並ぶ書架に目を通す。

「でも……待つしかわたしにはできないのよね」

　ぼやきは誰に届かずとも消えて、途方もない蔵書量に興味は移る。

　普通に過ごせと言われたからにはその通りに過ごす他ない。鎮火していく怒りに一息ついてからリティアは書架を見上げた。

「すごいのね……ほんとここ」

　天井まで届く書架に壁一面を、一定の間隔で並べられて囲まれたまさに本の楽園は、紙とインクの香りで満たされていた。ひとたび一冊の本を手に取ってみても埃はどこにも被っておらず、丁寧に管理が行き届いているのも見て取れる。

　広い書架の海を漂いながら、最奥の角、棚の間にひっそりと佇む扉を見つけ、リティアはルミナを振り返った。

「ここは？」

「そこは……あまり読まれない本や、あまり外気に触れさせたくない貴重な本の格納室です。入りますか？」

「いいの？」

　首肯するルミナに、リティアはそれなら、と扉を開く。

　鍵がかかっていない扉はギギ、と鈍い音を立てて内側に開いた。中は外よりも少しだけ埃臭いが、あまり気にならない程度か。入口の脇に置かれたランプに火を入れると、ルミナが前に出た。

「足元に気を付けてくださいね」

　注意する彼女の言う通り、床には数冊の本が転がっていた。爪先に当たった分厚い本に、言われなければ転んでいたと胸を撫で下ろしつつ、リティアはランプに照らされる古めかしい背表紙の並びを眺めた。

「これ……」

　あるところで目を留めたリティアは、分厚い本の間に挟まれる薄い本を手に取る。

「わたしが……わたしを記す？」

　背表紙は掠れて読みにくいが、確かにそう書いてあるように感じた。

　焦げ茶の表紙をめくれば、内容はどうも日記のようだった。

　不思議な力に目覚めてしまった自分をよく知るため、と前置かれたその日記はびっしりと文字が詰められ、走り書きで、読めない箇所がいくつもあった。

　だが、これはリティアにとって大きな発見だった。

「刻印に未来視のことまで……これって」

　魔女について書かれた日記であるのは間違いないようだった。

　隣で首を傾げるルミナに、ごめんなさい、とランプを掲げたまま待ってもらう。読み進めるうちにわかってくるのは、魔女の予見の力と刻印、月の朔さく望ぼうが関係すること。

「そして……満月の夜には未来は望んだ形に創造することができる……？」

　その方法について書かれた次のページは破られていて、リティアは眉根にしわを寄せた。自身について詳しく知ったとして何かが変わるわけではない。

　けれど、もし。

　過去は変えられずとも、未来を自らの手で創ることができるのなら──

「その日記の続きは、俺が持っている。知りたいか？」

　格納室入り口を塞ぐように立った人影に、リティアは振り返った。

　茶金色の鬣、底の見えない深藍の瞳、逞しい巨躯。

　よく仕立てられた衣服までそのすべてがリティアに頭痛を起こさせる。

「大丈夫ですか、リティア様……！」

「ええ、平気よ。心配しないで」

「随分と辛そうだが、大丈夫か？」

　側頭部を押さえるリティアは、心配を口にするだけの王子を睨み上げ、片手の本を閉じた。

「心配ありがとうございます。続きを持っていると言っていらしたけれど、それは本当？」

「ああ、それは本当だ。破ったのは俺だからな」

「他の誰にも見せないため？」

「ああ、それもある。だが本来の理由は違う」

　そう言うと格納室に入ってくるケルディオが、リティアの細腕を握った。離して、と振るおうと解けない拘束に、ルミナが表情を苦悶に変える。

「大丈夫よ、ルミナ……心配しないで」

「リティア様……」

「随分と聞きわけもよくなったな、さては想い人が死んで心変わりでもしたか？」

　昨夜は見事な乱れっぷりだったものな、と哄こう笑しょうする王子から目を背け、リティアは歯噛みする。

　事実は事実だ。否定はしない。

　フェルズが生きていると知った今、耐えるだけでリティアは救われる。だからか、ケルディオにいいようにされていた朝までとは違い、どうしてか強気に出られる気がした。

「まだ決まったわけではないわ。死んだなんて誰が言ったの」

「首はまだ見てないのか？　綺麗な銀髪と蒼みがかった瞳の青年に覚えは……」

　そこまで言われて、リティアのこめかみがひくついた。

　死んではいない。不安になってルミナを見るが、彼女はまっすぐに見つめ返してくるだけだ。知られてはまずいのは理解しても、何かコンタクトがあってもいいだろう。

「あるようだな」

「いえ……ないわ、あり得ないもの」

「だったら実物を自分の目で確かめてこい。焼却する前に事実を知るんだな」

「何やめて、離してっ、やだっ……嘘よ、フェルズは死んでなんか……ッ！」

　無理矢理に腕を引かれて本を落とすリティアは、思わず出た言葉に口を押えて地面に伏した。しかし女一人なんて造作もないとばかりに図書室を出るまで引きずられ、廊下の壁に投げ捨てられるリティアは、咳きこみながらその顔を上げる。

　途端に前髪を掴み上げられ、追ってきたルミナが涙ながらにその光景を見つめていた。

　ケルディオが翡翠色の瞳を覗き込むようにして言う。

「リティア、今お前はフェルズと言ったか？」

「そ、それがどうかして……？　あなたには関係ないはずでしょ」

「いや、関係あるな。関係がありすぎて、今は笑えないほどだ。よもや知らなかったでは済まされまい」

「だから、何を……っ」

　問う口を塞ぐような睥へい睨げいに唇を一文字に引くと、ケルディオは藍眼を逸らして口にする。

「そいつはもう死んでいる。俺が殺せと命じるよりも前に、遥か昔にな」

「それ……どうい──っ！」

「口を聞くな、黙っていろ」

「リティア様！」

　聞き返す間もなく、リティアは掴まれた前髪を引かれ、床に転がされた。顔を上げようにも頭を押さえつけられてしまっては、ルミナの叫び声しか聞こえない。

　震えたようにランプの持ち手の擦過音が廊下に響く。

　ケルディオは言った。

「十年前の我が国との戦時中、彼の国の王子であったフェルズ・シルベールは命を落とした」

「……シルベール？」

　聞き慣れた名前と、聞き覚えのある国名が重なり、リティアは柳眉をしかめる。

「ああ、西の大国だ、シルベール王国。ヴォルブルクと平和条約を結んだはいいが世継ぎを失くし、とうに落ちぶれるばかりであったはずの、あのシルベールだ」

　忌々しげに語るその口ぶりに、リティアは声を荒げた。

「それとフェルズが……名前が一緒というだけじゃないの？」

「いや、違うな。最近妙な噂をよく聞くようになったのだ。よもや我が国に頼るしかなくなっていたはずの彼の国は、どうやら戦力を蓄えているとな」

　お前の予見でもあったはずだ、とケルディオは耳元で囁く。

　旗印のない軍勢に攻められ、瞬く間に陥落した王城と、城下の街並み。火の粉舞う夜闇に膝から崩れ落ちる顔のない青年──記憶を巡り、思い出すのは凄惨な光景ばかりだ。

　だが、予見したその未来とシルベール王国にどんな繋がりがあるというのか。聞けばヴォルブルク王国に頼るしかなかったと、国力衰える西の大国をケルディオは卑下していたのに、何をそこまで心配することがあろうか。




（もしかして……）

　ふと思い当たる節に自分が当たるような気がして、リティアは顔をしかめる。

　いや、そんなまさか。

「まあいい……これに関しては見た方が早いな」

「え……な、何っ」

「いいから立て。それとそこのメイド。リティアのベッドを直しておけ。後で使う」

「で、ですが……っ」

「聞こえなかったのか、メイド」

　困惑しつつも立たされ、ケルディオにリティアは腕引かれる。一瞬は拒もうとするが、彼女は王子に逆らえるはずはなかった。

　その通り、リティアの幸せを口にしようとケルディオの恫どう喝かつに固まって、動けずにいる。

　いい。それでいい。

　一歩も踏み出せないでいるルミナに振り返りながら、リティアは心配しないでとアイコンタクトを取った。

　笑みを乗せ、彼女をできる限り安心させようと試みたが、果たして届いただろうか。

　杞憂は晴れないまま、リティアは上階へと続く階段に踏み出していた。




「ど、どこへ行くの……？」

「行けばわかる」

　上階へと続く階段を何度も往復させられ、リティアは来たことのない最上階へと至っていた。

　長い廊下の果て。たびたび頭を下げる守衛に目もくれずひたすらに進み、月の満ち欠けが彫られた扉の前に辿り着くと、ケルディオは足を止めた。

　リティアの部屋と同じく半円のアーチに飾られたその扉は鍵がかかっておらず、ケルディオは慣れたようにノックもせず引き開いた。

　その瞬間──

「んぅ、あっ、いい、よいですわ……っ、あ、んっ」

　吐息交じりの嬌声がリティアの耳を赤く染め、頬紅を塗りたくった。

「えっ、あの……ケルディオ様!?」

「いいから見ろ。閨の王ではなく、女の方を、だ」

　少し開くだけに留めたにしても、声高な睦事は廊下に響き渡っていた。慌てるリティアに冷ややかな視線を投げると胸元に引き寄せ、ケルディオは扉の内側で繰り広げられる情事へと顔を向けさせる。

「あっ……んっ、あ、ああっ、いいです、もっと……もっとぉ、突きあっ、あぁんっ!!」

「よいな、お前は実にああ、悦い……っ、さあ、受け取れ……！」

「はいっ、くださいっ、わたくしに熱いっ、あっ、んぁ、あなたの子種っ……んくあああっ！」

「ああっ、イくぞっ！」

　薄暗い寝室は、ベッドを覆う天蓋もあってよく見えない。

　しかし目を覆いたくなる光景は声だけでも想像がついた。天蓋の奥、揺らめく人影が仰け反ったように天井を仰ぐと、奇妙な輝きを翡翠色の瞳に映した。

　緑黄色の輝き──胸元に輝くそれは、リティアの首筋にあるものと変わらない魔女の輝きだ。

　ケルディオを見上げると、彼は鷹揚にして頷き、扉を閉める。

「あれも魔女だ。そして、あの女は父の後妻であり、つまり現王妃だ」

「……！」

「性欲に呑まれ、淫蕩に伏すことしか考えられなくなった父上は、もうこの部屋から出ない。代わりに父が眠った際にあの女が出てきて、指示を下すのだ。つまり、この国の実権は最早あの女が握っていると言ってもいい」

　予見の力もお前よりも上だろうよ、とケルディオは忌々しく呟いた。

　魔女にも力の差があるのだという。

　予見の力は魔女の誰しもが有するらしいが、だからといって皆が皆、原初の魔女のような力を持って生まれてくるとは限らない。

　肉体的な個体差があるように、力量にも差は生じて当然という具合だ。

「お前が手にしたあの本は、建国時代の魔女……原初の魔女が記したものだ」

　新たな事実に目を見開くリティアに構わず、首筋の紅髪を手に取り、ケルディオは刻まれる紋様に藍眼を細める。

「この刻印は俺が切ったあの日記に描かれていた紋様に似ている。だが俺はそれを一度この目で見たことがある。生まれる以前に消えたはずの、原初の魔女に酷似した刻印をさてどこで見たと思う？」

「どこって……」

　見上げると、ケルディオは今しがた閉じた王の寝室を儚げに見つめていた。

　それだけでわかる。胸元に魔女の刻印があるというだけでも、想像はつくものだ。

　物語にも綴られている。原初の魔女はその紋様を胸元に宿していた、と。

「あの方、ですか」

「ああ。忌々しくもあれは刻印を胸元に刻むだけでなく、あの女は原初の魔女に匹敵する力を持っている。やられたと思ったさ。これで父が俺に振り向く術も潰えたというものだ」

「振り向く……？」

　繰り返すリティアに、ケルディオはまるで失言したとばかりに咳払いした。

　顔を赤らめ、普段では見ることの叶わない王子の一面にリティアは頬を緩めそうになるが、片手に頭を押さえつけられ、「きゃっ」とリティアは短い悲鳴を上げた。

「部屋に戻るぞ。昔語りはそれからだ」

「え、ちょっと……！」

　腕を引かれ、拒もうにもこの場にいるのも場違いな気がしてならないリティアは、言葉では反抗的でも、素直に従った。

（あんまり痛くない……？）

　無理に引いていた腕が、今は少しだけ和らいでいるような気がした。

　父に振り向いてもらいたい。

　子供なら親に一度は乞うだろう小さな願いを、彼は今も抱いている。

　がむしゃらに戦場に出て、功を積み上げ、『飢狼』とまで呼ぶに至るには大変な苦労があったに違いない。それもただ自らの女にしか興味を抱かなくなった父を思うがため。

「……ふふっ」

「何を笑っている。勝手な想像でもするなよ」

　恫喝のそれがどうしてか強がりのように聞こえて、リティアはさらに笑みを零した。

　無理矢理にでも犯して魔女の力を欲するのも、もしかして、と感じる部分はあっても、しかしそれで許せるものでもない。

「それに笑っている暇があると思うな。お前に残された時間は限り少ないのだから」

「限りが少ない……とは？」

　不穏な口振りに、リティアは会談前で足を止めた。

「切った日記の部分には、魔女と月の関係、及び原初の魔女の刻印の写生があった」

　加えて、とジャケットの内側から取り出す半分に折られた紙を揺らし、ケルディオは続ける。

「満月の夜──それも月食の夜に、魔女の純潔を奪った者に望んだ未来を与えると記されていた」

「なんなの……それ」

　随分と男に都合のいい魔女の力に、リティアは嘘だとかかるつもりだった。

　しかし、藍眼は睨み上げるようにリティアを見つめている。

「俺が日記を切った理由は、あの女に見せないように、だ。当然、王の目にも触れないように」

「ですが、国王ならそんな重要な日記……」

「いや、父上は知らなかった。あの日記の存在も、何もかも知らなかった。ただ本当に蔵書に紛れるように魔女の日記が混在し、あの棚に差し込まれて年月が経ったのだろうよ」

　リティアの言葉を遮るように語るケルディオは、詳細などこの際どうでもいいがな、と無理に引く腕を強める。

　おぼつかない足取りでリティアはついていき、自室の扉をくぐるなり寝室へ、ベッドの上に投げ出される。

「あの女は純潔をとうに捨てている。ゆえに魔女を俺は集め、予見の力の差を知り、刻印にも種類があることを調べた」

「だから、なんだと……んっ、あっ」

　仰向けになって組み敷かれ、首筋に口づけを落とされる。

　嫌だと首を振るが、唇を割られ、舌を差し込まれてしまえば何も言えなくなった。甘い刺激が舌に絡み、温かな性感が口腔を犯し尽くす。

「はあ……ゆえにお前に辿り着いた。刻印も、明瞭な未来視も、数多ある魔女よりも格上だ。純潔を失った王妃では俺の宿願は叶えられない。だが、お前なら叶えられる。わかるな？」

「そんな、のっ……わからない……んっ！」

「わかってもらわなくては困る。俺が王座に就く未来を早めるためにも、お前の純潔は俺が貰う。そのための日取りは確認した。よもや逃げ出したときは絶望こそしたが、間に合ってよかった」

「……んむっ!?　あ、はぁ、くちゅ……やっ、あぁ」

「シルベールに進行を許せば、俺の大願は破れるだけだからな」

　舌を絡められ、言葉は呑まれていく。

　大きく胸元の開いた赤紫のドレスを容易く引き下げ、ぷるんと震えてまろび出た桃色の乳首にかぶりつくケルディオに、リティアは儚げな声を上げた。

「明日だ……明日の夜には、俺の宿願がリティア、お前のおかげで叶うのだ」

「なんです……そ、れっ……ぇ、んあっ、やぁ」

　スカートをめくりあげられ、ドロワーズを引きずり下ろされる。濡れそぼつ蜜壺は太いケルディオの指を咥え込み、涎を垂らすように蜜をあふれさせた。

「待っていたかのようにドロドロだな。さては俺に触れられてからずっと感じていたか？」

「そんなわけ……んぁ！」

「どうでもいいな。お前は俺に愛され、犯されていればそれでいい」

「あっ、んんっ、んぅ……あ、うぁっ、ああっ！」

　乳房を揉みしだかれながら、肉襞を撫で上げるように挿送する指が二本と増え、拡げられる感覚にリティアは淫らに喘いだ。

　格子窓の外では夜の帳が降りていた。

　開け放たれたままの寝室は、応接間に、廊下へとその艶美な声音を響き渡らせる。

「さあ、仕上げだ」

「えっ……──やっ、んっ、ああ、んんぅっ、あぁ！」

　唇をねぶられ、そのまま深く舌を絡められると、下から突き上げる二本の指がさらに増えた気がした。それぞれが独立して蠢くさまに、リティアは飛びそうになる意識に瞼を閉じる。

　瞼の裏に広がる闇の中に、遠退いていくフェルズが見えた。

　あの日、助言を授けてくれた銀の瞳を持つ女性の姿さえも。

　揃ってリティアを置いて消えていき、快楽に果てるリティアを悲しげに見つめている。

　迫る鈍痛に、リティアは首を振った。

（やだ……やだっ、来ちゃうから……来ちゃ……っ）

　背筋を貫くような性感にダメだと言う思考は蕩けていき、代わりにそれを求めてやまない淫乱なリティアが表に顔を出す。

「ああ、もっ……と……んんっ、あっ、ちゅぷっ……きて、来てっ……！」

「らしくなってきたじゃないか。ならばくれてやる」

　乳首をつまみ上げられ、蜜口の縁に引っかけるように、胎はらで蠢く指が曲がった。

「能無しの王が鎮座していてはこの国は潰れる。ゆえにお前が必要なのだ、リティア」

　甘く囁くように、快楽の引き金をケルディオは引いた。

「達してしまえ」

　その瞬間──

「あ、ああっ、ん……──ああッ!!」

　視界はすべて緑黄色の輝きに包まれた。

　火の粉を散らすように枕元で広がる紅髪を照らす刻印の輝きは、天蓋の内側を淡く包み込む。

　雷が落ちたような衝撃に弓なりになる身体とは裏腹に、甘く穏やかな快楽が身体を支配する。

　首筋に駆ける鈍痛は、そんな彼女を夢から醒ますようにさらに増し。

　またも火の海にリティアを放り込んだ。




　これは夢だ。

　夢に違いない。

　猛々しい男達の声が聞こえる。

　意識が飛び、再び目覚めた瞬間から視界のすべてを焼く火炎に、リティアは呆然としていた。

　今、彼女は城門の前にいた。

　夜を照らす篝火と火災に月は影を落として黒く染まっていく。

　満月ではなかった。あれは。

　黒く染まり、星だけが輝く夜空の下、やはり旗印のない軍勢は城へと向かってくる。

　街は火の海であれば、きっと彼らはこれから城を墜とすのだ。

「私に続け！　今夜を逃せば機はもうないと思え！」

　拍車をかける先頭に立つ青年は、細剣を振りかざして城へと向かう。しかし城内は依然と静寂を保ったまま、リティアに不安を過らせる。

「続けぇ！　シルベールに栄光あれ！」

　そうして隣を通り過ぎていく青年に、リティアは目を奪われていた。

「……──え？」

　銀の髪に、静謐を湛える蒼の瞳。

　彼の持つ細剣はあの日見た、柄の先に緑黄色に輝く宝石が嵌められたものだ。

　ああ本当に、とリティアは視界を歪める。

　そうして頬を流れる温もりに気付いた頃には声を張り上げていた。

「フェルズ……フェルズ！」

　しかし叫ぶ声は彼に届かず、軍勢を率いる彼は城内へと消えていってしまう。

　追いつける気のしない重い足は、もう目を覚ます時間だとばかりにリティアに膝をつかせた。

　その後ろから、鎧を着た兵士がぞろぞろと現れた。

　彼らの胸元にはヴォルブルクの国章が輝き、各々が持ち合わせた武器をより一層握りしめ、今しがた城内へと消えた軍勢に追い打ちをかける。

　ああ、まさか。

「フェルズ……嘘よ、こんな──」

　リティアは泣き崩れるようにして現実に戻り、困惑の表情を浮かべて荒い息をつくケルディオにも構わず、泣き喘いだ。

　嘘じゃない。きっとこれは現実に起こることなのだ。

　すべて自ら身を投げた瞬間から、変わってしまったのだ。

　フェルズはきっとあの後。

「どうした、リティア……何を視た、お前は」

　嗚咽に伏せるリティアには、肩を揺さぶるケルディオの言葉は届かない。

　──未来が、ここまで変わるなんて。

　自分を罵り、しかし変えられない過去に血が出るほどに唇を噛みしめる。

　どんなに好転しようが、さらに待っているのは最悪の事態ばかりだ。

　二人は結ばれる運命などではない。

　いくら避けようと死が待つ未来に、希望を持つことは許されないのだ。




　フェルズ・レンズはやはりここで殺される。

　己が視た未来を裏切った魔女姫によって。






　第五章






「ルミナ、ねえ。聞いてちょうだい」

「無理だと何度言ったらわかってくれるのですか」

　明朝、応接間のソファの周囲をぐるぐると回るルミナの後を、リティアが追いかけていた。

　朝から身支度を済ませないうちに、ルミナに懇願する魔女姫は、とても強大な未来視の力を持っているとも思えない泣き顔で、小さなメイドに縋りつく。

「あなたしか頼れる人がいないの……ねえ、だからフェルズに」

「言えないのですっ、私から向こうに伝達は不可能なので！」

「なんでよ！　連絡が来るなら返せるじゃない！」

「だーかーらーっ」

　まるで姉妹喧嘩のように争っていると、扉がノックされた。

　二人揃って扉に意識を移すと、廊下からおずおずと注意が飛ぶ。

「厳戒態勢の城内で婦女子に騒がれると……あまり」

「ああ、ごめんなさい。じゃあ、もう少し静かにするから聞こえないフリをしていて」

　困惑する守衛が何か続けようとしていたが、リティアは気付かなかったと、またルミナへと懇願を再開する。

「ね、だからお願いよ、ルミナ！」

「あのっ、今普通に守衛の人に聞こえてたじゃないですか！　私死んじゃったらどうするんですか！」

「大丈夫よ、理解してないみたいだったから」

「そういうことじゃないんですってばっ！」

　憤慨するルミナを注意するように、さっきよりも大きく扉がノックされる。

「……も、申し訳ありません」

　しゅんとするルミナは静かに腕を組み、ふんっと明後日の方角を向いてしまう。

　フェルズの生死に関わる案件だというのに聞き入れてもらえないのは、やはりルミナの言う通りなのだろう。

　仕方なくガラス窓の向こう、賑わう城前広場へと視線を移す。

　魔女誕生を公布していたときと違って、厳粛な雰囲気が重々しく漂っていた。男であふれ、皆が鎧を着込んで夜襲への下準備を進めている。

「あれだけ派手に準備をしていれば、勘付かれてしまうでしょうに」

「ですが、今宵こそがリティア様の純潔を奪うのに意味があるんですよね？　そしたらこの厳戒態勢はまあ頷けるものです」

　隣に立つルミナが、ふん、と鼻を鳴らす。

「ねえルミナ。あなたは敵なの、味方なの？」

「味方ですよ、リティア様の」

　ほんとかなぁ、と冷静に広場を見下ろすメイドに、リティアは首を傾げた。

　今宵、告げられたタイムリミットが刻限を迎える。

　純潔を守れるのもきっと今宵限りだ。ケルディオから逃げようと策謀を巡らせても、この兵力を考えるとリティアに取れる手は何もなかった。

　自害の手は考えたが、しかしそれではフェルズを無駄死にさせるだけになる。リティアが生き残っていようと、なかろうと、フェルズがここに来た時点で彼の天秤は死に傾く。

　そう言っているのにルミナは何も聞いてくれず、ただ敢然と「無理です」の一点張りだ。

　ため息もつきたくなり、リティアは肩を落としてソファに腰を預けた。

「紅茶はいかがですか？」

「……いただくわ」

　それでは、と扉をノックし、ルミナは部屋を出ていく。

　今日この日だけは、リティアは外出を許されなかった。今までと変わらない。短い間だけ夢を見させられたようなものだ。城から出られない以上、軟禁と何が違うのか。

　しばらくして、ルミナがカートを引いて戻ってきた。

　二つのポッドと食器の擦過音を鳴らしながらソファの横につけると、ルミナは決まりきった動作でカップへと湯を注いだ。

「フェルズと同じ淹れ方をするのね」

「フェルズ様と……ですか？」

「ええ」

「これって普通じゃないんですか？」

「さあ」

「なんです、それ」

　お湯を注いで、捨てて。そうしてカップを温めてから、紅茶を注いで。執事長に習ったというフェルズと違い、ミントはカップを温めることはしなかった。ずぼらだったのかもしれない。もしかしたら、リティアには適当に淹れていたという線もある。

　途端に恨めしく思って柳眉をひそめると、目の前に湯気立つカップが置かれた。

　ミルクを注いでいる素振りはなかったが、ポッドにそのまま入っていたのか。

「ロイヤルミルクティーです。温かいうちにお召し上がりくださいね」

「うん、ありがとう」

　そっと両手で持って、リティアはカップに口をつける。

　口の中に広がるミルクのまろやかさと、鼻を抜けるこの香りは甘い。シナモンが含まれているように感じて、舌で転がしながら、リティアは緩んだ頬に手を添えた。

「美味しいわ。さすがね」

「お褒めの言葉を授かり、大変……」

「堅苦しいのはいいわ、いつも通りで」

「じゃあ……あの、ありがとうございます、リティア様」

　会釈に留め、ルミナはつんとそれからは突っ立っているだけだった。

　おかわりのときだけカップに紅茶を注ぐ無駄を減らした動きに、リティアは薔薇色の瞳を見た。

「ねえ、本当に無理なの？」

「……はい、無理です」

「そう、わかった」

　突然聞き分けがよくなったリティアに、ルミナは訝しむように眉を顰める。

　しかしメイドの凝視を気にも留めず、ため息に水面を揺らして啜るリティアは、物思いに豪奢な天井を眺めるだけだった。

　フェルズへの伝達が無理であれば、他に方法を考えなくてはいけない。

「ねえ、純潔って今失ってしまえばどうなるのかしら」

「……今、なんて言いました？」

「だから、純潔を今失ってしまえば、ケルディオ王子の思惑は達成されないでしょ？　だから」

「……やめておいた方がよいかと。リティア様の話を聞いていると、純潔を失った魔女あなたになんの意味がありますか」

「なんの意味がって……」

　そこまで言って、リティアは気付いた。

　月食に純潔を奪うことで、未来を自分の思う通りに創ることができる。

　そのためだけにリティアをここに閉じ込め、逃げ出したとしても宿願のために生かしておかれているのだとしたら。

「わたし……死んじゃうのかしら」

「だと思うので、やめた方がいいです」

　道はどこも行き止まりで、リティアは夜を待つしかなかった。

　大人しくここでケルディオの訪れを待ち、犯され、純潔を貫かれる。その前に助けられれば御の字だが、果たして。

　そこでふと、リティアは思い至ることがあった。

「ねえ、フェルズはどうしてわたしを助けるためにそこまでするの？」

「それは……」

　答えようとして、しかし思い当たる節がないのかルミナは首を傾げる。

「愛しているからじゃないのですか？」

「なのかな……それだけじゃない気もするけれど」

「私が聞いている話では、リティア様を助けて、不透明な国政を正すと言っていましたけど」

「それって後者が本命じゃない」

　ついでに救われるのだと知ってリティアは膝を抱えた。

「わかるわ、わかるもの。この国はおかしい……うん、最近知ったことだけど」

「で、でもっ、リティア様を救いたいがために、危険を冒してまでここまで最初に来たんですから、そんなこともないですよ！」

「敵情視察を兼ねてとかじゃないの？　わたしはきっとそんなふうに感じるわ」

　膝に顔を埋め、リティアは淡い黄緑色のドレスの上に紅髪を散らして大輪を咲かせた。

　慰めようとしながら、ルミナがわたわたとしていると。

　そこで、三回。

　慌ただしい緊張感を放つ廊下から、低声が飛んだ。

「リティア、いるか」

　ケルディオだった。

　彼はこちらが応えるまでもなく扉を開け、カップを両手に持つリティアの前に腰を下ろす。

　軽い旅装のような格好をした彼は、カップに口をつけられずにいる魔女姫に、飲めと指図してから、ルミナに部屋を出るよう指示した。

「二人きりで話がしたい。よいな」

　頭を下げ、カートを置いたまま退室する申しわけなさげなメイドの背を追いながら、閉まってしまう扉に閉塞感をリティアは感じた。

　慣れていないわけじゃないが、二人きりではいつ襲われたものかわかったものではない。

「そう不安がるな、最初の頃を思い出すじゃないか、なあ？」

「……そうでもないわ」

「そうか。俺は思い出すがな。あの何も知らなかった生娘が、よくもこんなに淫乱に開花したと」

「はしたないわ、ケルディオ様」

　ばつが悪そうに紅茶を啜り、ミルクの風味に瞳を細める。

　こうした時間が苦手だと、リティアは改めて思った。言葉を交わすのが苦手なわけじゃない。けれども好きでもない男性と、二人きりのこの空間は息苦しさばかりがある。

「まあいい。これで最後になる大役を務めあげれば、晴れてお前を妃に迎えたっていい。悪い話でもないだろう？」

　静かにカップに口をつけたまま、リティアは首を振る。

「大抵の、あなたを支持している女性にとっては、でしょう。わたしにとってはとんでもない話だわ。自分で無理矢理に何度もその腕に抱いてよくもぬけぬけと」

「口が達者になったものだな」

　大仰に笑いながら、ケルディオは脚を組んで思案顔をした。

「お前だって楽しんでいただろう」

「楽しんでなんて……っ！」

　と席を立とうとした瞬間だった。

　なぜか焦点も合わなくなり、頭が揺れる。

「どうした、リティア。眠くなったか？　まあ落ち着け」

「なに……これ」

　ぐわんぐわんと視界が揺らぎ、ついにはカップを落としてしまう。

　背もたれに手をつき、立っているのもやっとの身体は座るのすら拒否した。ソファに横になると、吐き気はないが、徐々に意識が刈り取られている感覚に蝕まれているようだった。

　ああ、とそこでリティアは悟る。

（ルミナ……あなたってば）

　スパイでありながら、ここまで生き延びてきただけはある。

「──」

　声すら判別することができなくなったのを境に、自らを制御するのを諦めた。

　楽をすることができない人生なのだわ、とこれまでを振り返りつつ。

　愉悦に歪むケルディオの顔を最後に、リティアは意識を閉じた。

　──助けてよ、フェルズ。

　胸に残した言葉は、口に出ることなく闇に呑まれた。





　　　　　◇◇◇






　起きて、という声にリティアは目を覚ました。

　硬い樹洞の中は背中が痛くなる。隣で眠る男の子の肩を揺さぶって、リティアは朝だよ、と声をかけた。

「……んっ、何？」

「だから朝だってば」

「え？」

　まだ寝ぼけている隣の少年に目を擦りながら、樹洞を覗く人影に顔を向けた。

　人影は女性だった。

　黒く長い髪を垂らし、優しげに細めるのは銀の瞳だ。服装も真っ黒で、暗闇を纏っているようだが、その微笑みには温かなものを感じた。

「おはよう、お名前は？」

「……リティア」

「そう、リティアちゃんね。どうしてここで寝ているの？」

　言われるとどうしてかわからなかった。

　今まで何をしていたのかも忘れてしまった。泣いていたのは憶えているけれど、それ以上は怖くて思い出したくない気がした。

　リティアは首を振る。

「……知らない」

「そう。じゃあ、そこの男の子の名前は？」

「……んと、知らない」

「そう、なんだ。二人は仲良し？」

「かも、しれない」

「そう。面白いのね」

　何を見て言ったのかは知らないが、リティアは笑った。

　寝返りを打つ男の子の銀の髪が揺れて、腕をくすぐる。そのせいだったかもしれない。でも彼女は一緒に笑ってくれて、リティアに質問をする。

「二人はこれからも一緒にいたい？」

「……ん、どうかな」

　昨日会ったばかりだから、男の子は嫌いでもなければ好きでもなかった。

　嫌いというわけでなければ、一緒にいたいということだろうか。

「君は？　ねえ、男の子」

「……え？」

「この子と一緒にいたい？」

「えっと……うん、そうかもね」

　寝ぼけたまま、男の子は蒼い瞳を開いて、ぼんやりと口にする。

　なんだこいつと思いながら、リティアは笑みを深める女性を見上げた。

「それじゃあ、そんな二人におまじないをあげるね。要らないって言っても……はい、もうあげたから返せませーん」

「何も貰ってないよ？」

「ううん、あげたわ。運命の赤い糸よ」

　言っている意味が理解できなくて、リティアはとりあえず「ありがとう」と口にした。

　女性は黒髪を耳にかけると、よし、と膝に手を打って、立ち上がる。

「お家に帰ろうか」

　翡翠色の瞳を見開き、リティアは樹洞から身を乗り出していた。

「ほんとに……帰れるの？」

「うん、帰れるよ。リティアちゃんがお姉さんとの約束を守ってくれたらね」

「守るっ、ぜったいに守る！」

「そっか。それはよいよい」

　飄々として取り留めのない言葉でリティアを翻弄する女性は、じゃあ、とリティアの額に手を置いた。冷たい手のひらだった。それなのに温もりのようなものを感じて、瞼を閉じる女性を見つめる。

「よし、終わった」

　むむむっ、と念じて数秒。

　リティアに再び笑みを向ける彼女は、額に掻いてもいない汗を拭って、手を差し出す。

「じゃ、みんなで帰ろっか」





　　　　　◇◇◇






　目覚めたのは闇の中だった。

　陽はすでに落ち、静寂を裂くように、遠くからたびたび談笑の声が漏れていた。

　覚醒して間もない身体は重く、しかし視線を巡らせれば、ここがいつもの寝室であることは明白だった。

　格子の嵌められたガラス窓、窓際に置かれた化粧台、応接間へと続く扉の奥に置かれたソファと対面のクローゼット。そして天蓋カーテンに囲まれたベッドの寝心地は、いつもと何ひとつとして変わっていない。

「目覚めたか」

　ただひとつ違う点を挙げるなら、隣に上半身が裸の男が寝ているという部分だろうか。

　すぐさま距離を取ろうとして、逞しい腕に抱かれていることに気付いたリティアは、加えて先ほどの黄緑色のドレスから純白のナイトドレスに着替えさせられているのを知る。

「よく眠っていたな。もう起きないかと思ったよ」

「あなたが眠らせておいて……よく言うわ」

　片手を伸ばしてサイドテーブルに置かれたランプに火を入れながら、ケルディオは笑みを作る。

「だが、下手に動かれても困ると思ったのでな。薬を盛らせてもらった」

　拘束する腕を解き、紅髪を撫でようとするケルディオの手を払う。

　触れられたくない。リティアはその穏やかな顔を睨み上げて言った。

「これからどうする気？」

「問いたくなるのは恐れの表れか？　まあいい。知っているだろう。いつもの通りさ」

　そう言ってまた抱き寄せられると、首筋に口づけされる。

　そのまま舌を這わされ、くすぐったい感覚に肌が震えた。

「やめっ……ん」

「その割には抵抗が弱々しいな。薬がまだ効いているのか？」

「知らないっ……ん、あっ」

　顎から鎖骨へと下り、薄い布で覆われただけの乳房へと口づけは落とされていく。

　そしてドレスの胸元をずり下げ、ケルディオは乳首に吸いついた。

「抵抗しないのは受け入れた証と取るが」

「だからっ、知ら……あっ、んぅ、やぁ……ん！」

　声高に上がる自分のものではないような嬌声に、リティアは目を背ける。白い肌を犯すケルディオは、充血して硬くしこる乳首を片手にこねると、円を描くように乳房を揉み込む。

「あっ……ああ、はあ……んぅ」

　弱い刺激がリティアを襲い、まだはっきりとしない思考を蕩けさせていく。

　これでは何もできずに終わる。抵抗すら叶わず、王子の手に堕ちてしまう。

　頭ではそう思っていても、いざとなると乳首を吸われるたびに全身から力が抜けた。まっすぐに伸ばしていたはずの脚が開き、快楽に身体が波打つたびに淫靡に腰が揺れる。

　熱い。いつも以上に、昂りが早くなっている。

　期待しているから？　違う。そんなわけがない。

　格子窓に巡らす視界には、リティアを覗き込むように月が顔を出していた。晴れ渡った夜空には星が輝き、リティアの痴態を晒している。

「淑女は儚げな方がよいぞ、リティア。そう、このように」

「……うるさ、いっ……ぅんっ、あぁ……」

　ゆっくりと。

　ねぶられるように乳房を揉み込まれ、時たま乳頭を弾かれては、身体が反応する。したくなくとも敏感なそこは、ケルディオに犯され続けて少しの刺激でも理性を飛ばすには十分な喜悦を孕んでいた。

「ほら、腰が揺れているぞ、リティア」

「やだ……言わない、で……んっ」

　彼の言う通り、股を開いたリティアの腰は揺れていた。まるで早くここに刺激が欲しいと言わんばかりに、乳房をねぶるケルディオに反応して淫らに揺れ動く。

　リティアはいつの間にか、彼に縋るように首に腕を回していた。乳房に押しつけるようにして茶金色の髪を掻き抱き、刺激をねだるように脚を絡める。
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「おいおい、効き過ぎだろう」

「なに……あっ、また薬……を、んんっ」

　おかしそうに笑う彼に、リティアはしかし我慢できずにいた。

　頭がおかしくなっているのは知っている。今の自分がいつもの理性を失い、本能のままケルディオを求めるのと違うのは、十分理解しているつもりだ。

　だからといって、それがなんだというのだろう。

　欲しいのだ。欲しくてたまらない。

「ケルディオ……様」

「ああ、わかっている」

　火照りを冷ますために、リティアはケルディオの手を自らの秘部へと導いた。

　自分でも何をやっているのだと思いながら、しかしこの熱は取り除かなければ大変なことになる、と誰かが訴えている。

　それが虚言だとしても、蜜口に指が触れた瞬間、リティアは何も考えられなくなった。

「あっ、ああ……あっ、あぅ……んんっ……！」

「どうした、蜜があふれているぞ」

　嘲笑うようにリティアを見る藍眼に、頬を染めながら指の動きに合わせて、揺らめく腰を止めることはできない。

「あっ、やっ……だめっ……んあ」

　蜜口の花びら一つひとつに丹念に蜜を塗り込むように撫でられ、摘まみあげられる。電気が走ったような刺激に背筋がぞくぞくし、さらにそれを求めてリティアは口づけをせがんだ。

　なんて淫らなのだろう。これが薬のせいだとしても、本性とさほど変わらない。

　自分でそう蔑みながら、リティアは紅い髪を振り乱していて喘いだ。

「あっ……んああっ！」

　ベッドサイドのテーブルに置かれたランプに残された油は少ないようだった。

　淡い暖光に照らされ、天蓋に描かれる影絵を艶やかに染めるように、ケルディオは繁みに沈めた指を増やし、輪郭をなぞるように隆起する陰核の皮を剥いだ。

「い……ッ！　それ、はぁ……やっ……んむっ!?」

　全身を突き抜けるような刺激にリティアは天を仰ぐ。その拍子に唇を奪われ、上唇を甘噛みされ、侵入する舌が歯茎を撫でた。逃げようとしても掬い取られる舌は次第に彼を求め、柔らかな快楽に流されるように絡み合わせてしまう。

「んちゅ……あむ……はあはぁ……んぅ……んん」

　拒みたくても、快楽に逆らうことができない。

　貪るように舌を絡め、乳房を揉みしだかれ、硬くしこった乳首を捻り上げられるたび、下腹部がきゅんと疼く。さらにそれを深めるように、陰核を撫でる指が胎はらを掻き回しでもしたら、意識を保っていられそうにもなかった。

「も、もう……待っ……んぅっ!?」

「待てと言うわりには自ら腰を振っているのは、なぜだろうな？」

「……ち、違っ！　……それ、はっ……ぁん！」

　二本の指でまさぐられる膣はすでに蜜であふれかえっている。肉襞を掻き撫でられ続け、とろとろに蕩けきったリティアの思考は、達することだけを考えていた。

　蕩けたような翡翠色ジェードの瞳が男を見上げ、口では否定していても本能は従順に求めてしまう。たくましい胸に豊かな乳房を押しつけ、蜜口から溢れる牝の香りで男を誘ってしまう。

　わかっている。これが間違っていることだと理解しながら、しかしこのまま収まりがつかない状態では、きっと自分は最後の一線を越えてしまうかもしれない──今宵、彼のものを受け入れてしまう可能性を、すべて否定しきれなかった。

　だから、拒めるわけがない。拒んでどうなろうか。

「そろそろイカせてやろう」

「くっ……はぁ……い、やぁっ」

　耳元で囁かれる蠱惑の声に、首筋の印が明滅する。

　黄緑色の輝きを放つ複雑な紋様は、リティアに鈍い痛みと啓示をもたらす。幾夜と快楽に呑まれるたび、視えてきた未来の一部は変わらずまたしても訪れる。

　他の男の手によって満たされる自分への背徳感からか、罪悪感からか。わからない。リティアの思考は、もうすぐそこまで迫る絶頂に浸る幸福を得ることだけに夢中だった。

　蜜壺を押し広げるように指が折れ、抽送が激しくなる。口付けを求める男に舌を差し出すと、首筋の輝きはさらに増し、

「もっ……い、っ……く──んぅあぁっ!?」

　びくん、と身体を投げ出すようにリティアは天を仰いだ。足先はシーツを掻き、不安を思う手先は男の逞しい腕を掴む。

　頭は真っ白になり、自分の荒い呼気だけが耳をついた。潤った繁みから指が引き抜かれる感覚に腿が震え、吐息が漏れる。

　ようやくはっきりとしてくる思考に、リティアは霞む視界に恨めしい顔を見つけた。

「今日はやけに感度がいいな、リティア」

「…………っ」

　伸ばされる手をまた払い、リティアは悔しげに唇を噛んだ。

「誰の……せいよ」

「はっ。さらには語勢も強くなっているとはな。何かいいものでも視えたか？」

　笑みを漏らす男の瞳は暗く、嘲りが含まれているようだった。

　純白のナイトドレスを乱し、豊かな乳房だけでなく瑞々しい腿も露わにするリティアは、ほとんど全裸に近かった。対して、息も絶え絶えといった彼女を隣に寝かせる男は上半身のみ裸というだけで、リティアの肢体を眺めるその藍眼はぎらついている。よもやこれからが本番とでも言いたげな色を浮かべる瞳は、もはやリティアは発情した牝としか認識していないのだろう。

「まあ、どのみち何が視えていようと変わらないがな」

　格子窓からの月明かりが厚い雲に遮られ、部屋に闇が蟠る。

　これから始まる地獄を醸し出すような静謐な闇の訪れに、リティアは涙を滲ませた。

　トラウザーズを脱ぎ捨てるケルディオは未だに息の整わないリティアに跨り、その張り詰めた男根を差し出す。

「口を開けろ」

　力なくゆるゆると首を振っても、ケルディオは許してくれない。

　無理矢理に唇を怒張で押し広げられ、歯茎に擦りつけられる。むせ返るような牡の香りに、くらくらとする頭では抵抗する力も徐々に衰え、緩んだ隙に一息で突き入れられてしまう。

「ん──んむぅっ!?」

「歯を立てるなよ？　初めてではないのだ、わかるな？」

　嫌だと言いたくても、口腔はケルディオのものでいっぱいだ。息も苦しくなれば、犯される舌や喉が酸素を求めて男根に絡む。それが却って喜ばせる結果になって、抽送を激しくするケルディオにリティアは悲鳴を上げた。

「喋るな、より感じてしまうだろう」

　しかしケルディオには届かず、潤滑剤として利用されてしまう。歯列を、頬を犯し尽くし、どうにも耐えきれないとばかりに喉を突かれるリティアは必死にケルディオの脚を叩いた。

「んむっ、ひゃめ……やめ、んぐっ、う」

　意思表示はすべて弾かれ、いいように取られる。

　だがそれでも、苦しいだけでないのが恨めしかった。下腹部に熱が籠り、シーツがゆっくりと染みを広げている。彼を求めているわけではない。そうに違いないと思えば、記憶の片隅にしまい込んでいた幸せな一時が甦り、優しく微笑む最愛の男に涙が浮かんでくる。

「……これぐらいで、いいか。今宵の楽しみが減ってしまうしな」

　口腔から引き抜かれ、ぬらぬらと濡れた黒光りする怒張。彼のものと似通っていながら、しかし気味の悪さしか感じられないそれを、腹の上から退くと、すぐに下腹部へと沿わせた。

　背筋を駆ける悪寒が、リティアを震わせる。

「ようやくこの日が来たことを俺は喜ばしく思うよ、リティア」

　笑いかける表情が、声が、今まで以上に嫌悪感を募らせるのと同時に、蜜口を擦られる感覚に思考が麻痺しかける。

　幾夜と犯され続けた身体は、フェルズと離れたその日からさらに感じやすくなっていた。薬のせいもあるのだろう。けれど確実に感じやすく開発されている。

　だから、こんな姿を見せたくはなかった。助けに来てほしい願望はあっても、それは口に出せない。淫らな自分を呪ったとしても、気休めにしかならないだろう。

　それに、きっと。

　望まなくとも、フェルズは来る。来てしまうのだ。

　どんなに困難であろうが、彼はリティアを救うために死すら厭わずこの場へと。

「ん、っ……やめて」

「あの男は助けに来ないぞ？」

「誰が……んあっ」

　リティアの言葉を遮るように、ケルディオが肉襞を撫で上げた。恨めしげに睨む彼女を嘲笑うように、ケルディオは雲の晴れた月夜をすがめ見る。

「警備は厳重だ。今宵のお前の声も、廊下の守衛に筒抜けであるのが悔やまれるが、悲願のためだ。今宵の労いには十分すぎる報酬だろうよ」

「何が労い、よ……っ、んん……あなたはただ王になりたいだけでしょう」

「ああ、そうだ。そのためにお前の純潔を散らすこの日を、どれほど焦がれてきたか……わかるか？　わかるわけないよな」

「わかりたくなん、て……ないっ」

　顔を背けると、閉じようともがいていた脚を力づくで開かれた。大して抵抗する力の残っていないリティアは濡れそぼった秘部を隠そうと手を伸ばすと、すぐさまその手を掴み引かれ、ケルディオに唇を奪われる。

「っ……やめ、て」

「やめるわけがない。お前の力は他より高く、身体はどの女よりも極上だ。今から貫く悦びを分かち合いたいと思うのは当然だろう？」

「バカなことを言ってる暇があるなら、すぐに入れることね。でなければどうなるか──」

「それは、ただの虚言だろう？」

「そんなこ……ぐむっ!?」

　自分の望んだ未来が視えるわけじゃない。

　力を手にしても、それを制御できるわけじゃないリティアが先ほど視たものは、近々街で新たな子が生まれるというものだった。

　舌で唇をこじ開けられ、抵抗できないように後頭部を抑え込まれる。男の腕力に敵わない非力な自分に悔しく思いながら、リティアは必死に彼の胸を叩いた。

「遊びは終わりにしようか、リティア……いや、魔女姫よ」

　深い口付けから解放され、荒い息をつくリティアはすぐさまベッドに押し倒された。脚を開かれ、消えかかるランプの灯りに照らされる碧眼は気丈に見えて、不安の色を隠しきれていない。

「これであの男ともお別れだ」

　俺のものになれ、とケルディオは笑う。

　さざ波を起こすように肌を滑る嫌悪感が、今はなぜか心地よく感じた。リティアは瞳を閉じて目尻から雫を溜める。

　フェルズ、と最愛の人の名を胸に呟く。

　ごめんなさい、と一筋の涙に後悔を流して、リティアは願った。

　言ったところで何かが変わるわけじゃない。それが現実になり得ないことも理解している。

　けれども。

「助けて、フェルズ……っ！」

　奇跡にすがるように、リティアは口にしていた。

　彼はきっと来る。

　未来はそう語っていた。

　王城へと攻め入る軍勢の先頭、細剣を振りかざして進む蒼眼をリティアは視た。

「……今ごろ助けを呼んだところで」

　──ゆえにその瞬間は、訪れた。

　油を吸い切ったランプの灯りが消え、月明りだけが部屋を照らしていた。

　半分を陰に隠し、もうじき完全な月食を迎える満月の下で、困惑の声を漏らす忌々しい王子の顔が闇に呑まれた。

　そして。

「──リティアッ！」

　慌ただしくなる廊下の声を裂き、応接間に続く扉を開き、一つの人影が現れた。

　待っていた声に、リティアの瞳からは涙があふれた。

　銀閃を描く細剣は、天蓋のカーテンを切り裂いた。

　闇に溶ける黒いローブから覗く銀髪と、蒼い瞳。

　一瞬だけ合った視線はすぐに切られ、代わりにリティアの頭上を何かが掠める。

「お前……は──ッ」

　ケルディオが言葉を発し終える前に、彼は天蓋を抜けて吹き飛んでいった。

　化粧台に背中を強打し、鏡は粉々に砕け散る。

「殺しはしないが、骨折程度は覚悟しろ」

　宙空に伸ばしていた脚を地面に揃えると、フェルズは一息ついて、リティアに駆け寄る。

「大丈夫で──」

「フェルズ……本当に来てくれた……！」

　半裸の身体で、リティアは愛しい剣士に抱きつく。

　ああ、これだ。懐かしい彼の香りを噛みしめるように、リティアはその髪を、背を、掻き抱くように擦った。しかし彼はリティアの身体を剥がし、自らのローブをかける。

「風邪を引きます……まずは羽織っていてください。再会の喜びはまた後です」

「でも……早くしないと」

「まだ終わっていないので」

　と急かし立てるリティアを背にしたフェルズの言葉に続いて、鏡の破片が砕ける音がした。

　視線を巡らせれば、背中を押さえながら立ち上がるケルディオの姿がある。

　彼は片目を閉じて血を流しながら、細剣を構える青年へと哄笑を浮かべていた。

「痛いな……フェルズ。亡霊のくせに元気そうだな」

「ああ、そちらは痛々しそうだ。死んだ方が楽になれるが」

「成仏できずに地上を彷徨うお前に言われたくないな」

　牽制に二人は笑い、しかしお互いに距離を詰めない。

　剣を持ったフェルズが有利なのは確かだった。しかしリティアが邪魔になっていた。

「私はお前を殺す気などない。潔く投降してもらえるとありがたい」

「なぜだ？　俺はまだ窮地などではないぞ」

　追い詰められても尚、威勢を崩す気のないケルディオは、格子窓の外を一瞥した。

　リティアは気付く。以前、予見に視た光景が現実となるなら、王城に入った時点で彼らは包囲されてしまったのと変わらない──

「何を言っている……頭でもおかしくなったか」

「違うっ、違うのフェルズ！」

「どういう……」

　ぎりぎりと摺り足に、リティアを扉へと誘導するフェルズがそこで止まった。

　裾を引くリティアに振り返ることなく、王子に深く刻まれていく嘲りに冷や汗を垂らす。

　ガラス窓が震えた。

　それに続いて、居館に響く足音が増え、悲鳴の数も増していく。

「ああ、知っていたと」

　答えずともその藍眼の言いたいことは、手に取るようにわかった。

　フェルズの頬を一筋の汗が垂れ、床に滴り落ちた。

「……仕方ないですね」

「え？」

　あっさりと細剣の切っ先を下げて鞘に納めると、フェルズは応接間への扉に意識を傾け、リティアを振り返る。

　仕方ないとばかりに小さく息をつくと、柔らかな笑みを作った。

「目を閉じていてもらえますか、リティア」

「え……うん……え？」

「いいから──早く」

　簡単に敵に背を向けたかと思うと、ゆっくりと手のひらを翳かざされ、困惑しながらもリティアは言われた通りにした。

「絶対に開いてはいけませんよ」

　頭を撫でられ、リティアは頷いた。

　その刹那、迫る足音が聞こえた。

　力強く踏み込むその音は、ケルディオのものだったのだろう。

「──申し訳ありません」

　フェルズが一歩踏み出したのか、ケルディオのものなのか。

　完全に音だけしか聞こえない中、不安になってリティアは薄目を開けた。

　目の前で、空気が震えていた。

　鋼が擦れるような擦過音に次いで、風を切るような剣閃が月明かりを反射した。

「……く、はぁ……っ」

　見開かれていた翡翠色の瞳に映るのは、一瞬の出来事だった。

　袈裟からの一閃で振り上げられた左腕を断ち、次の瞬間には右腕から血飛沫が舞った。

　吹き出す鮮血によって床が、天蓋が赤く染まり、フェルズもそれを真正面から受けていた。

「……う、ああ……ぐああっ」

「フェル……ズ？」

　蹲つくばるように床に伏したケルディオは、自らの血だまりに倒れていた。

　腰を抜かして尻もちをつくリティアの音に気付き、細剣についた血を払って鞘に納めるフェルズは振り返り、頬をかく。

「怖かった、ですか？」

　影の差す顔には笑みが飾られているが、しかしその半身は返り血に染まっていた。

　目を閉じていて。絶対に、と念を押したのはこのためか。

　リティアは無意識に首を振っていた。

「……ううん、でも」

　意識を保つケルディオは、呻き声を上げながらフェルズを睨み上げようとして仰向けになる。腕が使えなくなっているのだろう、どうにか脚で体勢を立て直した彼は、藍眼を充血させた。

「貴様……っ」

「あまり頭に血を上らせると死ぬかもしれない。それでもよければ勝手に怒り狂えばいい」

　ブーツを鳴らし、血だまりに踏み込むフェルズは、ケルディオの太い首を掴んだ。そして憎しみに滾るその藍眼を覗き込むようにして、言い放つ。

「お前がリティアにしたことを思えば、軽すぎるものだ。殺さなかっただけ感謝してほしい」

「何を……ぐっ！」

　無理に振り上げようとしている腕に気付き、ケルディオをフェルズは捨て去った。そして震えるリティアに振り返ると、ローブで拭った手で抱きしめる。

「ごめんなさい……怖い思いをさせるつもりはなかったのです。ですが」

「わかってる、わかっているわ……フェルズ、あなたはわたしを守ろうとしてくれたのでしょう」

「……はい」

　廊下の喧騒が近づく。よもや早くここから出なければ、二人共に生き残れるとも限らない。だが、時間がないことはわかっていても、これだけはケルディオに聞いておかなければならないことがあった。

　フェルズに手を取って立たせてもらうと、リティアは静かに睨み上げる血まみれの王子へと膝を折った。

「あなたは、どうしてお父上に振り向いてもらいたかったの？」

　単純な疑問だった。

　こんな場で訊くような質問ではないにせよ、気の抜けたものが一つあってもいいだろう。そのために犯され続けていたこの身を思えば間違ってもいまい。

　口に溜まった血を吐き出すと、ケルディオは自嘲気味に笑った。

「そんなものは決まっている。認められたかったからだ」

　火災だ、と声がする。

　慌ただしい足音はリティアの部屋の前を通り過ぎていった。ルミナは大丈夫だろうか。きっと彼女なら上手く逃げ出しているはずだと思い直しながら、次に会ったら謝らせなくてはと、薬の件を記憶の片隅に留める。

　ケルディオは続ける。

「俺は公妾の子だった。身体の優れない王妃に代わって身籠った俺を王妃の子とし、世継ぎとして育て上げられた」

　しかし父は子を直視せず、王妃も自らの子ではないケルディオを卑下した。

　公妾の子のくせに、と。

「ほどなくして亡くなった実母、続いて王妃はようやく身籠った子を産んでから……まぁ、そのせいもあったのだろうな。父は俺より王妃の子を可愛がった。わかっているさ、それが普通なことぐらいは、だが」

　認められなかった。

　ケルディオはそれゆえに若くから戦禍へと馬を走らせ、度重なる功を積み上げてきた。

　すべては父親に認められるため。

　一いち瞥べつでもいい、その視界に入れてもらうために。

　ケルディオは掠れた声で笑う。

「だが、それも無駄に終わった。お前の純潔を奪うのに失敗し、このざまだ……これでは剣も握れまい。執政ぐらいはできても、今やこの城は陥落した。見事だ……未来はお前の視た通りになった、嬉しいかリティア」

「そんな、こと……」

「ああ、喜ばなくともいい。だが、それでも今は喜ぶフリでもしてくれ」

　でなければ俺が浮かばれないだろう、とケルディオは目を伏せた。







　茶金色の髪を撫で、立ち上がるリティアはローブを握りしめて言う。

「あなたはきっと、他に父親を見返す方法があったと思うわ」

「そんなもの……」

「きっと、あったのよ」

　気休めにしかならない言葉を残して、リティアはフェルズを見た。

　戦火はもうすぐここまで上がってくるだろう。

「お前にもう少し違う形で会えていたら、な」

　悲鳴の絶えた廊下に出る間際、聞こえた微かな後悔はリティアにしっかりと届いていた。

　しかし、返す言葉はない。

　フェルズに肩を抱かれながら、リティアは火の迫る居館の廊下を走った。





　　　　　◇◇◇






　城は堕ちた。

　よろよろと丘に立つ人影は、火に巻かれた城下の街並みを眺め、独り膝をついた。

　振り返る王城は見る影を失くし、燃え盛る火炎に夜空を照らしている。

「見返す方法などこれでは見つからんだろう」

　笑いながら、しかしその瞳は強く前を見据えて、人影は闇へと溶けていった。





　　　　　◇◇◇






　夜空は闇に満ちている。

　虚無にも思えるその暗闇は冷ややかな夜気を吐き出し、晒した肌に噛みつく。

「……っ、ああっ、んっ」

　しかし擦り合わせる人肌に、リティアは珠の汗を滲ませていた。

　街を抜け、森の奥。

　数日前まで過ごしていた小屋には、艶やかな声が満ちていた。

　振り上げる紅髪は綺麗な弧を描く。乳房を乱暴に揉みしだかれ、痛みではなく快楽に染まる身体は、どうしようもなくフェルズを求めていた。

「んっ、ふぅ……はあ、んっ」

　口づけを交わしながら、裸体のリティアはトラウザーズの張り詰めた部分を撫でた。カチャカチャと音を立てて脱ぐフェルズに笑みを漏らし、リティアはまろび出る熱塊を細い腹に当てながら手でしごいた。

　ゆっくりと。包み込むように。

「いいです……リティア、もっと」

「わかったわ……あ、んっ」

　フェルズの漏らす吐息を舐め取るように舌を絡め、リティアはしごく手を早めた。

　さらに膨れ上がる彼の男根は、びくびくとリティアの白い肌を叩く。嬉しくなって笑みを深めると、悪戯をするように乳首をひねられた。

「あんっ……もうっ」

「意地悪なのはどちらですか？」

「お互い様でしょ……あっ」

　フェルズは浅い口づけを交わすと、リティアを寝かしたまま身体を起こした。

　途中まで下ろしていたトラウザーズを脱ぎ捨て、ゆっくりと開くリティアの両脚の間に腰を埋める。

　そこまで来て、フェルズは心配するように問う。

「本当に……よいのですか？」

「何か、心配事でもあるの……？」

「いえ……ここはダメだと」

　それは、とリティアは真っ白な息を吐いた。

「フェルズもそうよ……本当にわたしでいいの？」

　ケルディオの痕が残るこの穢れた身体でも。

　口に出さずとも、フェルズはわかっているはずだ。自ら助けを待たせて、挿入の瞬間まで犯し尽くさせたのだから。

　リティアの乳房に顔を埋めるようにして覆いかぶさると、フェルズは言った。

「あなたは僕が忠誠を誓った人だ」

　翡翠色の瞳を見つめながら、フェルズは微笑む。

「あなたは魔女である前に私の主だ。もう誰にも渡しはしない」

「恋人にはなれないの？」

「いえ。もう僕達は恋人ですよ、リティア」

「ならそう言って」

　笑い合って、口づけを交わして。

　愛撫にとろけきった蜜壺は熟れ上がっていた。

　今にも受け入れる体勢はできていると、ひくひくとその口を開閉する。

　リティアは闇に溶けきった満月を見上げた。

「月食に魔女の純潔を奪った者は、望んだ未来を創れる……あなたならどうしたい？」

　蜜口に震える男根を押し当てながら、フェルズは首を振る。

「私は何も望みません。未来視などあてにならなかった」

「失礼しちゃうわ……わたしがどんな思いであなたを……！」

「どんな未来を視ようと、しかし最後には生き残っていた。なら、信じるに値しないでしょう」

「それは……」

　そうまで言われると、リティアはふて腐れたようにそっぽを向く。

　予見の力から逃れるように別の道を何度も辿った。その上でようやく掴み取れた未来のはずのこの現実を否定されてしまうと、なんだかやるせなくなる。

　けれど、と口にするフェルズは、拗ねるリティアの頬に手を添えた。

「望むなら魔女のいない未来がいい。リティア、あなたのように苦慮する女性は見るに堪えない」

「なんなの……それ」

　言葉とは裏腹に、リティアは内心嬉しく感じていた。

　魔女を必要としない世界。

　ヴォルブルク王国が陥落した今、魔女による執政は途絶えたと言ってもいい。

　ゆえに、彼の未来はつつがなく形作られるだろう。

　新たな魔女は生まれず、残った魔女はその力を失う。

「来て……フェルズ」

　その未来にしたい、とリティアはフェルズの首に腕を回した。

　不安はある。けれど、きっと彼ならずっと大事にしてくれると信じて。

「あっ……太、い……ん、ぅう」

「やめますか？」

「ううん、大丈夫だか、らぁ……ぁっ」

　蜜口を割って入る男根の太さに顔を顰めながら、しかし止めたくないと首を振る。

　涙目に見つめるのは蒼の瞳だ。どこまでも澄みきった湖面に、リティアを映して笑う彼の宝玉。

「くっ……はぁあっ」

　何かが破れるような衝撃と共に、リティアは背を仰け反らした。

　秘部から流れる蜜は血が混じり、ゆっくりとはじまる挿送に肉襞が痙攣する。

「あっ、やっ……んんっ、あ、うんっ……ああっ！」

「これは我慢……できそうにない……っ」

　苦しくて締めつける膣圧に、フェルズは呻き声を上げた。

　締めあげれば締めあげるほどに、快楽はリティアの全身を貫き、破瓜の痛みはほどなくして消えていた。激しい性感の波に呑まれるのを不安に思い、抱きしめる腕に力がこもる。

「あっ……っ、んっ、も……う、だめっ……めっ、よ……あくっ、あんっ」

「僕も、もう……！」

　胎内で膨れ上がるフェルズのものがわかる。

　白精が吐き出されてしまう。あの熱に脅かされてしまう──そう思うほど、きゅんと鳴く子宮はリティアを快楽へと導いていく。

「あっ、あ……だ、めっ……！」

　歯を食いしばったところで、フェルズに唇を奪われる。

　こんなところで刺激を受けたら。

　絡められた舌の快感に、リティアは瞳を見開いた。すり寄せる胸板に擦れる乳首が微弱な刺激をもたらし、突き上げるフェルズに意識が何度も飛んだ。

　ああ、どうなってもいい。ああ、早く。

　抱きしめる指先はフェルズの背中を掻き、もうダメと振り乱す紅髪に荒い吐息が溶けた。

「リティア……っ！」

　名前を呼ばれ、唇を塞がれた瞬間だった。

　彼の屹立を締めあげた蜜壺に白精があふれた。

　吐精の勢いを緩めず、どくどくと注ぐ男根の振動に、リティアは大きく息を吐く。

　心地よい快楽に身を投げ、そうして意識すら手放した。
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「あ、ああっ、ん……うぅくあぁっ！」

　夜空にはすでに影はなく、満月が小屋を照らしていた。

　木々から飛び立つ鳥の騒めきに混ざって、甲高い嬌声がいつまでも響き渡っていた。






　エピローグ






　その日、リティアはルミナと共に街にいた。

　春を迎えた街並みは大工の打ち鳴らす音に満たされてはいるが、活気に満ちている。

　旬ものの野菜を取りそろえ、大通りに売り出す商人を横目に、リティアは人の減らない通りを歩いていく。

「あ、いた」

「どこです？」

「あそこよ、見えないの？」

「背のことをバカにするのは止めてもらえますか」

　黒ずみになって朽ちかけた丘の城跡に集まる人影に、銀髪の後ろ姿を見つけるリティア。ルミナは被害妄想を膨らませて飛び跳ねた。

　あの後、ルミナはひょっこり逃げ延びていて、リティア達と合流していた。薬を盛ったことを、五体投地に謝られてはさすがにかわいそうになって許したが、元々無罪放免にする予定だったリティアからすれば、ちょっとだけ悪いことをしたようだった。

　ぶつかりそうになる対向の人に「ごめんなさい」と何度も謝りながら、リティアは背中に流した鮮やかな紅髪を揺らしてヒールを鳴らす。

　その折、

「あ、ごめんなさいっ」

　肩をぶつけてしまった人に振り返り、リティアは頭を下げた。

　黒いローブに、頭にフードをかぶったその人は、ううん、と両手を振る。

「いいのよ、気を付けて」

「ありがとう」

　それだけ交わしてリティアは背を向ける。

　どこか聞き覚えのある声にもう一度振り返った。

　すると彼女も少し離れたところで振り返っていて、フードの奥から銀の瞳をちらつかせる。

「──お幸せに」

　口にしたのは、きっとそんな言葉だったのだろう。

　思い出すのは幼少期、樹洞での出来事。

　銀髪のあの男の子と、ずっと一緒にいられるようにしてくれたというあの女性も、黒いローブを着て、銀の瞳を覗かせていた。

　それに、夢でも。

「……まあ、いいわ」

　だがそれも過ぎたことだ。

　フェルズは憶えてないと言っていたし、そんな記憶はないと完全に否定していた。その頬が少し赤らんでいたのを思うと、恥ずかしかったのだろうと今は思う。

　彼女が何者であったのかは知る必要はない。

「お知り合いですか？」

「……まあ、古いね」

　興味なさげに問うルミナに、リティアは適当に答えた。

「フェルズ！」

　城跡を見つめる銀髪の後ろ姿に声をかける。

　柔らかな笑顔で出迎えてくれる愛しい人はリティアを抱き留め、その唇に軽いキスをした。

「危ないから来たらダメだと言ったでしょう」

「だって、会いたかったの。ダメ？」

「ええ、ダメです」

　上目遣いになるリティアの頭を撫でて、フェルズは厳しく接する。しかしいつものようにふて腐れても困るからと、撫でる手に瞳を細める彼女に、笑みを見せる。

「私も会いたかったので、ちょうどよかったかもしれませんね」

「でしょう？」

「調子に乗らないでください」

　額を小突かれ、リティアは痛みに頬を膨らませるが、すぐに笑みに変わっていた。

　シルベール王国皇太子として復権したフェルズは、まずこの地の立て直しを言い渡されていた。城跡に足を運んだのもそのためだ。

　加えてヴォルブルク王国はシルベール王国に併合され、堕落した王は処断されることになった。二人の王子のうち、ケルディオは国を出しゅっ奔ぽんし、ミルディンはこの地を統治できるまでフェルズが預かることになる。

　地下牢に閉じ込められていた魔女達は解放され、もしよければ、とフェルズの誘いで半数は使用人として働くことが決まり、他は家に帰された。

　すべてが収まりよく決まっていくさまに、気味の悪さも感じたが、それはきっと狂っていたものが、元の位置に戻っただけなのだろう。

「そういえば、もう未来は視えなくなったのですか？」

　風に梳かれて覗いたうなじを見つめ、ルミナが問う。

　あの日、フェルズに純潔を捧げてからというものの、未来視の力は衰えるように消えていった。

　今では何も視えないし、刻印も残っていない。他の魔女もそうだ。

　けれども、と考える。

　もし今も視えるのだとしたら何が視たいだろう、と。

　逡巡する間もなく首を振り、リティアは雲一つない快晴の空を見上げた。

「わたし達の幸せな未来は、視なくともわかるわ。でしょ？」

「それも、そうですね」

　春の訪れを知らせるように花びらが鼻先を掠める。

　微笑み合う二人の幸先を照らすように、丘には薫風が吹き渡った。


（完）　　







あとがき




　はじめまして、本書『凌辱に堕ちた魔女姫と執事の熱愛』を手に取っていただきありがとうございます。葉は月づきぱんと申します。




　あとがきをはじめて書くので、ちょっと緊張しています。さらには、トパーズノベルスで出させていただく今作が処女作にあたるとも言えるので、なおさら緊張しています。伝わりますか？　雰囲気だけでも感じてください。

　一月という年の始まりでもあるこの月に配信となるのもワクワクするような、かといってドキドキするような、複雑な心境なものですから、指が震えています。エアコンがつい先日壊れたのも原因の一つなのではないでしょうか。早く直したい……切実な思いです。




　さて、脱線したところから話を戻しますが、今作はいかがだったでしょうか。

　令嬢と執事、という普通なら結ばれるはずのない二人の恋……なんだか燃えますよね。主従関係に男女の感情をねじ込まずに接することなんてできたのでしょうか。

　寡黙で涼やかな青年を目の前にして、恋など我慢ができましょうか。否、と私は答えましょう。寡黙男子とか素晴らしいじゃないですか。ねえ、そうじゃないですか。気持ちはちゃんと向けているけれど、言葉にしなければ、表情にも出にくい。かと思えば行動で示してくるあのいじらしさ。頑張って囁くように、或いは押し倒した勢いで緊張に早鐘を打ちながら告白してくるあの、あのっ──いえ、熱が上がりすぎました。失礼しました。

　とにかく、今作は寡黙男子を目指してはいたのですが、しかし喋ること、喋ること。フェルズくんはリティアと喋りたいらしくて、私の指示には一度も従ってくれませんでした。キャラが勝手に動くってまさにこのことですね。

　その、キャラが勝手に動く、というと、第一王子様もそうでした。元々、凌辱ではないけれど、それっぽさもある純愛を目指していたのです。いうなれば「気持ちは彼だけど、でも身体は求めちゃう」という二律背反を描きたかっただけなのですが、なぜか王子様は勝手にヒロインを改造していくんですよね。ああもう強引にしよってからに……と目を細めつつ、こういう男もいいんだろうな、と。純愛に憧れる自らの性癖に疑いをかけながら書き進めておりました。

　抑えようとして中途半端になっているかもしれませんが、楽しんでいただけたら幸いです。




　話がさらに逸れる前に謝意を。

　前から構想を練っていたお話が形になり、こうして配信という陽の目を見ることができたのは、担当のＦ様、編集部の皆々様方のおかげです。本当にありがとうございます。

　表紙、挿絵を担当してくださった上うえ原はらた壱いち先生。空想の中にしかいなかった自分のキャラクターがイラストに抽出された瞬間、声にならない喜びや感動が溢れました。ありがとうございます！

　そして今作を手に取ってくださった読者の皆様。ありがとうございます。今作を読み終えて、よかったとか、面白かったとか、多少でも感想を抱いていただけていたら作者冥利に尽きます。

　それでは、また会える日まで。

二〇一八年一月吉日


葉月ぱん








トパーズノベルス

同時配信二〇一八年一月二六日配信予定
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舞姫調教


【書下ろし・イラスト八枚入り】







　著作：月森あいら

　イラスト：緒田涼歌







　「お前が誰のものであるかを、じっくりと教えてやる」







　　踊り子の洵華は、皇子の李炎に見初められた。春は売らないという洵華を李炎は気に入り、神のために舞わせようとする。彼女の舞に惹かれて現れた神、二郎真君は洵華を連れ去ろうとし、李炎は彼と争う。男たちに翻弄されながら放浪する洵華が、最後に行きつくのは──？








トパーズノベルス

近日配信二〇一八年二月二三日配信予定







わけあり乳母は侯爵の誘惑に堕ちて（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：有允ひろみ　　イラスト：花綵いおり







　「君は私とこうするのが好きなのだろう？　違うといっても体がこんなにも反応しているのだから。」




　　　子爵の末娘ジュリアは伯爵のマルコムに舞踏会で見初められる。しかし、嫁ぐのは嫌と自分の屋敷を逃げ出したが、乗っていた馬車が盗賊に襲われ財産を失ってしまう。助けてくれたドリアン侯爵の姪の乳母兼家庭教師となるが。ドリアンの誘惑に堕ちてしまう！








子爵令嬢は淫蕩伯爵の玩具（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：山崎サキ　　イラスト：龍　胡伯







　「さあ、どうだ？　俺のものに貫かれて、どんな気分だ？」




　　　没落しつつある子爵家の一人娘、オーレリアは、家を救うためにとある伯爵家に侍女として迎え入れられる。そこは、「貴族の娘を金で買っている」と噂されるマルセル伯爵の家だった。マルセルに身体を求められ、幾度となく肌を重ねていくが……！








枢機卿の蜜愛花嫁（仮）


【書下ろし・イラスト十枚入り】




　著作：燈花　　イラスト：かんべあきら







　「こんなに、ここを尖らせて……なんて淫らな神官さまだ」「ああっ──やめて！」




　　　アンドルシュ皇国の第一神官・アデーラは、密かに想い続けていたバルトシェク王国の枢機卿・レイスに拉致される。国に逃げ帰ったアデーラは神職を追われ、自分の未来と純潔を無理やりに奪った彼を憎みながらも、その情事に溺れていく……。







トパーズノベルス
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